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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　第一話　ミミコ、再始動リローデツド！










　経けい済ざい特とく別べつ解かい放ほう区く――通つう称しよう『特とつ区く』。


　そこは、秘ひ密みつ裏りにではあるが、世界で唯ゆい一いつ、人間レツド・ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツドが共きよう存ぞんする都と市しである。


　両種族の仲を取り持つのは、対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』。そして『カンパニー』に属ぞくするネゴシエイター兼けんトラブル・シューターたる調停員コンプロマイザーたちだ。彼ら彼女らの活かつ躍やくがあってこそ、特区の平和は保たもたれている。


　しかし、『カンパニー』とて完かん璧ぺきではない。


　そこには、社会に組み込まれた一組織としての建たて前まえや力りき学がくが存そん在ざいしており、調停員コンプロマイザーたちにも常に一定の「束そく縛ばく」が課かせられる。大おお勢ぜいの吸血鬼を救う一方で、少なからぬ弱じやく者しやを切り捨すて、ときには踏ふみつけることもあった。『カンパニー』の守しゆ護ごを得えることの叶かなわぬ者が、特区には存在するのだ。


　だが、救すくいの主ぬしは現あらわれた。


『カンパニー』を追つい放ほうされ、調停員コンプロマイザーの資し格かくを剝はく奪だつされながらも、その才さい気きで数々のトラブルを解かい消しようする、もぐりの調ちよう停てい屋やが。
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　旧市街区オールド・ヤードと呼ばれる地ち域いきがある。


　戦後すぐに開かい発はつが開始された地ち区くで、香ホン港コン聖せい戦せん後ご、第二の香港として急きゆう速そくに開発された新市街区ニユー・ヤードとは趣おもむきの違ちがう、古く寂さびれた――その分、人の生活のにおいが残る地域だ。


　中でも、現げん在ざい特に再開発が遅おくれ、半なかばスラム化しているのが、第二地区セカンド・ヤードだった。廃はい棄きされたビルや倉庫、雑ざつ草そうの茂しげる空あき地ちなど、およそ経済都市である特区には似につかわしくない、荒こう廃はいした風ふう景けいが広がっている。


　その第二地区セカンド・ヤードの最さい奥おうに、三階建だての廃棄されたビルがあった。


　本ほん土どに面めんした湾わん岸がんに建っており、背はい後ごは背の高いビルに囲かこまれている。コンクリートのジャングルに埋うもれているような印象のビルだ。ところが、なぜかそのビルの屋おく上じようには、コテージのような小こ振ぶりな小こ屋やが建てられていた。何を隠かくそう、かつての住まいを追い出された葛かつら城ぎミミコと望もち月づき兄弟が、現在暮くらしている小屋である。


「まあ、意外と眺ながめはいいのよね」


　小屋の外――ビルの屋上に出て、ミミコはのんびりと伸のびをした。


　ショートカットの黒くろ髪かみに、若わか々わかしい黒い瞳ひとみ。アヒル口がチャーミングながら、ごく平へい凡ぼんな容よう姿しの少女だ。


　もっとも、ここ最近は非ひ凡ぼんすぎる日々を送っていた。こんな風ふうにのんびりできるのは、久ひさしぶりなのである。


　屋上からは、湾岸と、その向こうの横よこ浜はまの街並みが一いち望ぼうできた。夏を迎むかえた特区は、日ひ差ざしがぎらぎらと強い。湾から吹ふき込こむ風が心地よく、ミミコは目を細ほそめて髪を風になびかせた。


「……しかし、本当に良かったのでしょうか」


　と後ろから陰いん気きな声がかかった。


　ジローだ。いつも通りの赤い帽ぼう子しに赤いスーツ姿であるが、日中なのでへたっている。小屋の落とす影かげの中から一歩も出ようとしない。それでもコンクリートの照てり返かえしが辛つらいのか、恨うらめしそうに顔を歪ゆがめていた。


「ここはもともと偽にせ者ものたちがアジトにしていた場所ですよ？　そこをせしめて、住み着いてしまおうなんて」


「どうせ誰だれも使わないんだから、あたしたちが住んでも文もん句くは出ないわよ。あいつらだって、ちゃんと許きよ可かとって住んでた訳わけじゃないでしょ？」


　とミミコは開き直ったように言う。


「だからといって、同じ穴あなの狢むじなになるのは、いかがなものでしょう」


「いいじゃない。あいつらには散さん々ざん迷めい惑わくかけられたんだからね。小屋ぐらいもらったって、罰ばちは当たらないわ」


「あやつらに気き兼がねする気はありませんよ。私が言っているのは、世せ間けん体ていとか、そういったことです」


　いつぞやのように真まっ昼ぴる間まから引ひっ越こしにつき合わされたせいで、いまいち機き嫌げんが悪いらしい。ジローは咎とがめるように言った。


　するとミミコは、わずかにアヒル口を尖とがらせて、


「だって、他ほかに行く場所ないじゃない」


「む」


「お金だってないしさ」


「むむ……」


　何しろ、彼女はついこの前まで、追おっ手てを逃のがれての逃とう亡ぼう生せい活かつを続けていた。公園のベンチや橋の下で寝ねていたのである。


「屋や根ねって素す晴ばらしいわよね。ブンメイの象しよう徴ちようっていうか――きちんとした屋根の下で寝てると、自分もまだ捨てたもんじゃないな、っていう気持ちになれるの」


「…………」


　そんな台詞せりふを真ま顔がおで言われては、ジローとしても黙だまらざるを得ない。実際、冷れい静せいに考えると、年のわりに不ふ憫びんすぎる少女なのである。色々と。


「ぼくはここ大好きだよ。毎日がキャンプみたいで、絶ぜつ対たいに楽しいと思うな！」


　朗ほがらかに言ったのは、兄と対たい照しよう的てきに元気潑はつ剌らつなコタロウだった。


　ブロンドの巻まき毛げが、陽光を受けて燃えるようにきらめいている。楽しげに輝かがやく大きな瞳は、目の前に広がる真夏の海の色をしていた。


「みんな一いつ緒しよに過すごせるのも、なんだか久しぶりだしね！」


「ふむ。言われてみると……」


「そうよね。久しぶりな気がするわ」


「何しろミミちゃん、社長になったり女王様になったり、犯はん罪ざい者しやになったり逃亡者になったりで、大おお忙いそがしだったもん」


「…………」


　間違いは言っていないので、ミミコとしても反はん論ろんが難むずかしい。できればなかったことにして欲しい、人生の汚お点てんだった。


「と、とにかくよっ」


　とミミコは両りよう手てを叩いて強ごう引いんに話題を変えた。


「こうして、また三人揃そろったわけだし、今日から仕し切きり直なおして頑がん張ばりましょう。なにせ、住まいは確かく保ほできたものの、お金は底そこをついてるんだから」


「ミミコさんは、やはり調停員コンプロマイザーの仕事を続けるおつもりで？」


「うん。まあ『調停員コンプロマイザー』とはもう名な乗のれないから、『調停屋』っていうとこかしら」


　ミミコはそう言ってジローがへたっている入り口の階かい段だんに近づくと、彼の隣となりに腰こしを下ろした。コタロウも、ぴょこぴょこと飛とび跳はねるように二人の側そばに寄よった。


　先せん日じつまでの騒そう動どうでは散さん々ざんな目に遭あったミミコである。しかし一方では、自分はいまでも「調停」の仕事を続けたいのだということを、はっきりと自じ覚かくすることができた。


　人間レツド・ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツドは、共存できる。それがミミコの信しん念ねんである。その信念を貫つらぬくためにも、両種族の仲を取り持つ仕事がしたいと思うのだ。


　この地域は、『カンパニー』の目が届とどきにくい地域だ。弱い立場の吸血鬼たちが大勢 虐しいたげられている。少しでも彼らの力になりたかった。


「じゃあ、また事じ務む所しよを開くの？」


「まあね。もっとも、前みたいに強ごう引いんなやり方はしないわよ？　儲もうけは少なくても堅けん実じつに頑がん張ばるつもり。あたしだって、みんなに喜よろこんでもらえる仕事がしたいしね」


　とミミコはコタロウの質しつ問もんに答えた。


「それに……お金に目が眩くらんでも、ろくなことはないと思うの」


　さり気なくも深ふかみのあるひと言だった。その発言に至いたる経けい緯いを知る者なら、そこに込められた強い実感を察さつすることができるだろう。多くの犠ぎ牲せいの果てに得えた教きよう訓くんなのである。


「初しよ心しんに戻もどるのは大事なことです。しかし、大丈夫ですか？　前回はあれだけ宣せん伝でんしても、結局調停の依い頼らいは来なかったはずです。また開かい店てん休きゆう業ぎようということになりはしないでしょうか？」


「一いち応おう、ハンさんたちのところには挨あい拶さつに行ったわ。周チヤウさんも、何かあれば相そう談だんに来るって言ってくれたし」


　ハンというのは、この付ふ近きんの顔役的な吸血鬼の長老だ。先日の騒さわぎの際も、協力してもらった。


　周は、まだミミコが『カンパニー』で調停員コンプロマイザーをしていたときに、彼女が受け持った血族の長である。いっときはミミコのとばっちりで『カンパニー』に連れん行こうされていたが、いまはまた元の生活に戻っている。


「それにね」


「はい？」


「これはちょっとした勘なんだけど、今度は『新しん規きのお客さん』も来てくれる気がするの」


「はあ。『新規のお客さん』……ですか？」


「そうっ」


　と、なぜか期き待たいをこめる口く調ちようになって、ミミコは言った。


「なにしろ、ほら。今度から『新しいことを始めた』わけじゃない？　当然、これまでと違ちがう人たちの目にも留とまるわけで……ひょっとするとその人たちが『興きよう味み』を持ってくれるかもしれないじゃない」


「興味って……何にです？」


「もちろんっ。あたしたちによ！　そして、あたしたちの仕事によ！」


　ミミコは両手を握にぎり締しめ、うんうんと頷うなずいた。どことなく、自みずからを納なつ得とくさせているような仕草だ。


　対してジローは懐かい疑ぎ的てきである。


「来てくれますかねえ」


「信じるのよ！」


　ミミコは強く言い放はなった。信念のこもった台詞せりふだった。


　二人のやり取りを聞いていたコタロウは、不思議そうに小こ首くびを傾かしげた。


「ねえ、兄あに者じや。なんの話をしてるの？」


「……大人の話です」


　含ふくみのある兄の返答に、コタロウはいよいよわからない様子で首を捻ひねった。ムツカシそうな話だ、と顔に書いてある。


　ただ、


「んー……よくわかんないけど、お客さんが来てくれるんなら、兄者はもっと、しゃきっとしないと。せっかく来てくれた人ががっかりしちゃうよ？」


「余よ計けいなお世せ話わです、コタロウ。兄だって夜になれば、ちゃんと格かつ好こういいのです」


「あら、ジローさん。コタロウ君の言う通りよ。そんなだらしない格好してたら、せっかく『興味』を持って来てくれても、すぐに失望して帰っちゃうじゃない」


「……それを言うならミミコさんだって。この前までの方がアグレッシブでしたよ？　良いか悪いかは別にして」


「そうだね。実はこの前までの方が、喜んでくれたかもしれないね」


「とんでもないっ。何も知らないお客さんがあんなとこ見たら、あたしたちのことを誤ご解かいしちゃうでしょ！　これから調停屋としてちゃんと働くんだから、その活かつ躍やくを見てもらうのよ！」


　ミミコが――それはそれは必ひつ死しになって――力りき説せつする。ジローとコタロウは軽く顔を見合わせ、おどける様子で、はいはいと頷いた。


　確かに、人と吸血鬼の仲を取り持つのが、調停員コンプロマイザー、そしてその護衛クローザーとして日ひ々び戦たたかってきた自分たちの本ほん分ぶんであろう。一度目は失しつ敗ぱいしたが――それも、誰だれもが想そう像ぞうだにできなかった豪ごう快かいな方向に失敗してしまったが、今度は三人の力を合わせて、『カンパニー』に負けない仕事をするのだ。


「とは言うものの――」


　ミミコが、とほほと苦く笑しようを浮かべる。


「さすがに、開業早々バンバン依頼が舞まい込こむ――ってことにはならないでしょうねえ。正直、当分は生活が苦くるしくなりそうだわ」


「良いではありませんか。このところ、ずいぶんと波は瀾らん万ばん丈じようでしたからね。たまにはのんびりと時間を持て余あますのも」


「そうだよ、ミミちゃん。お休やすみするのは、すごく大事なことだよ」


「お前は兄の特とく別べつレッスンですけどね」


「え、そんな!?　ぼくもお休みしたいっ」


「毎日が日曜日のくせに何を言います。良い機き会かいですから、晩ばんから朝あさまでみっちり特とつ訓くんです」


「ひいいっ。お、お客さん、呼んで来なくっちゃ！」


　兄弟の微笑ほほえましいやり取りに、ミミコの苦笑が大きくなる。


　やがてミミコは、


「ふう」


　と息をついて、青い空を仰あおいだ。


　コタロウは額ひたいにしわを寄せて腕うで組ぐみし、『新規のお客さん』獲かく得とくの方ほう策さくを練ねっている。ジローはそんな二人の様子を、憔しよう悴すいしつつも温かい目で見守っていた。


　風が屋上をかけ抜けていく。


　どことなく山さん賊ぞくのねぐらを連れん想そうさせる造つくりの小屋であるが、海が見え、また突き抜けるような青空の下にいると、これはこれで悪くない。新しん鮮せんな場所だけに、ちょっとしたバカンス気分だ。街の中心からも離はなれているため、夜になれば星が綺き麗れいだろう。


「……たまにはのんびりと時間を持て余す、か」


　ミミコの独ひとり言ごとに、兄弟が顔を向けた。


　二人の視し線せんに気付いたミミコは、にっこりと微笑み、ウィンクしてみせた。


「焦あせっても仕し方かたないし……それも悪くないかもね」
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「たまにはのんびりと時間を持て余す……」


　どこか虚うつろな視線のまま、ミミコは苦にがい口調で言った。


「おかしい。変だわ。こんな、はずでは……」


「ミミコさんっ。呆ほうけてる場合ではありません！」


　どんよりした顔で立たち尽つくすミミコを、ジローが素す早ばやく抱かかえ上げて跳ちよう躍やくした。直後に、投げ飛ばされたバイクが轟ごう音おんを立てて落らつ下か。爆ばく音おんと共に炎えん上じようした。


　第二地区セカンド・ヤードの寂れた通り。いまそこは、政せい権けん争あらそいが泥どろ沼ぬま化かした内ない戦せん国こくの街角の如ごとき様よう相そうを呈ていしていた。


「きょ、今日きようという今日は勘かん弁べんならねえ。世間の厳きびしさってもんを教へてやらあっ」


「はっ。馬ば鹿か言ってんらよ、このトンチキ。返かえり討うちにしてやるわ！」


　路ろ上じようで二人の吸血鬼が取っ組み合いを演じている。どちらも酒さけ臭くさく、呂ろ律れつが回っていない。酔よっているのだ。


「あっ、調停屋！　やっと来たのかっ」


「えー……あなたが連れん絡らくをくれたバーのマスター？」


「遅いじゃないかっ。何やってたんだ？　おかげで、うちの店はぼろぼろだぞ!?」


　マスターは顔を真まっ赤かにしてミミコを怒ど鳴なりつけた。彼は人間だが、特区の裏うら事じ情じようを知っており、吸血鬼相手の商売をしているらしい。


　見れば、背後にある彼の店は、ドアが吹き飛び、店内から粉ふん塵じんが舞まい上あがっている。ミミコは頰ほおを引きつらせた。


「済すみません。その……日ひ暮ぐれから立て続けに呼び出されまして……」


「とにかく、あの二人をなんとか『調停』しちまってくれ。これじゃ商売あがったりだよ！」


「はあ……」


　ミミコが酔った吸血鬼に視線を投げる。すると、すでにジローが二人を取り押さえにかかっていた。


　言うまでもないが、酔っぱらいの吸血鬼など、何人いようとジローの敵てきではない。この場はすぐにも収おさまるだろう。


　が、これでかれこれ十二件目の事じ件けんである。それも今日一日……というより、日が暮れて数時間の間にだ。のんびりする暇ひまはおろか、ひと息つく時間すらない。まったくのノンストップで、フルスクランブルな状じよう態たいだった。


　しかも……


「ミミちゃん、ミミちゃん！」


　マスターの罵ば声せいを浴あびるミミコの元に、息せき切ったコタロウが駆かけ寄よってきた。


「大変だよ。さっきミミちゃんが『調停』した縄なわ張ばりの線せん引びきなんだけど、片方の血けつ族ぞくさんが、やっぱり納なつ得とくいかないって口こう論ろんになってるんだ。ハンお爺じいちゃんが青い顔で、すぐに来てくれって！」


「う……でも、さっきはきちんと、どちらも承しよう知ちして」


「それが、よく考えたら、やっぱり納得できないんだって！」


「そ、そんなこと言われても……」


「おいおい、調停屋っ。何ぼけっとしてるんだよ。あの二人をどうにかしてくれって言ってるじゃないか！」


「も、もちろんです。そっちはジローさんがいま……」


「ミミちゃんっ。早く早く。ぼくが出てくるときには、もうすぐにも喧けん嘩かを始めちゃいそうな勢いだったんだから！」


「わ、わかったわ。すぐに――」


　自分のいる場所も定さだかでない様子で、ミミコがうろうろおろおろ行き来する。仕事への意い欲よくはあるが、気持ちが追いつかないらしい。


「ええと……まずは、酔っぱらいを線引きして……店の縄張りを調停し直して……」


　携けい帯たいが鳴なった。


　反はん射しや的てきに「も、もしもし？」と電話に出ると、


『調停屋か？　いますぐ来てくれ！　吸血鬼に殺されちまう！』


　耳元でわめき声が飛とび散ちった。その内容に、呆けていたミミコも顔色を変える。


「こ、殺されるって――もしもし!?　どういうことですかっ？」


『早く助けてくれ！　とびきり凶きよう悪あくなのに命を狙ねらわれてるんだっ』


「なんですってっ？　だ、誰だれにですかっ!?」


『うちのかかあにだよ!?』


「…………は？」


　携帯を持ったままミミコが固まる。すると、携帯越ごしに言い争あらそいの声が聞こえた。


『誰がとびきり凶悪だって、この宿やど六ろく！　昼間っから働はたらきもしないで、パチンコばっかりやりやがって！　どれだけスッたら気が済すむんだいっ』


『うるせえ、ババアっ。貧ひん血けつ起おこすまで血を吸うような奴やつと、まともにつき合ってられるかよ！　おい、調停屋。いいからこのアマ、とっちめてくれ！　人間を吸血鬼から守るのが、あんたの仕事なんだろっ？』


『ババアだなんてよくも言ったわねっ。この美少女を捕つかまえて！　しかもあたいを売ろうってのかい。死んでもいいから一緒になってくれなんて、泣きついてきたくせに！』


『俺おれの倍も生きてやがる分ぶん際ざいで、何が美少女だ。笑わせんな。調停屋、いまどこにいるんだよ！　早く来て、このアマを――痛いてえ！　何しやがる、この吸血鬼野や郎ろう！』


『誰が野郎だ。あたいは女だよ！』


　阿あ鼻び叫きよう喚かんの修しゆ羅ら場ばがミミコの鼓こ膜まくを乱らん打だする。ミミコの心しん的てきスタミナゲージが、みるみるうちに消しよう費ひされる。


　一方、店を破は壊かいされたマスターは完全に頭に血を上らせ、携帯を当てていない方の耳元で唾つばを飛ばした。コタロウはコタロウで、固まったままのミミコの腕を、ぐいぐいと引ひっ張ぱっている。ミミコはなされるがままに、ぐらぐらと揺ゆれていた。


「ああっ。あの馬ば鹿か、店の看かん板ばんまで――何してるんだよ、調停屋！　さっさと自分の仕事をしろよ!?」


「ミミちゃんってば、こっちはほんとに大変なんだって！　早く行かなきゃ、ハンお爺ちゃんまで巻き込まれちゃうよっ？」


『ぎゃー！　やめろっ。死ぬっ。ちょ、調停屋ぁ！　助けてくれえっ』


「……えーと……あー……」


　酔っぱらい二人は意い外がいと抵てい抗こうしているらしい。立たち尽つくす彼女の頭ず上じようを、二台目のバイクが横切っていった。


　背はい後ごで爆音。燃え上がる炎ほのおと煙けむり。


　そのうち、


「いい加か減げんにしなさい！　この酔っぱらいどもっ！」


　辺あたり一面に響ひびき渡るジローの怒ど声せいが爆発し、ズシンと大地が上下に揺ゆれた。


　地面が陥かん没ぼつし、路ろ面めんの端はしから端まで、津つ波なみのようにひび割れが走る。ミミコが大きく痙けい攣れんする。


　さすがにマスターとコタロウも、何なに事ごとなのかと動きを止めた。携帯の向こうにもその迫力が伝わったのか、激はげしく繰くり返されていた悲ひ鳴めいが、ぴたりと止やんだ。


　シン――と静せい寂じやくが辺りを支配する。


　そして、その深い静寂しじまの海を渡って、少し離れた場所から、か細い悲鳴がミミコの元に聞こえてきた。


「きゃー！　か、怪かい物ぶつよーっ。タスケテー」


「…………」


　どうやら、一いつ般ぱん人じんらしい。


　しかもどうやら、見られてはイケナイ光景を目もく撃げきされてしまったようだ。


　大だい至し急きゆう『調停』する必要がある。


「……こんな、はずでは……」


　ミミコの頭とう髪はつが風かぜに舞まい、ハラハラと儚はかなく抜ぬけ落おちていった。
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　調停屋開業の初しよ日にち、結局ミミコは、日ひ暮ぐれから翌よく朝あさの日ひの出でまで働きづめという結果になった。


　ミミコだけではない。ジローもコタロウも精せい根こん尽き果はて、小屋に戻ったあとは口をきく余よ力りよくすらない有あり様さまだった。三人はそのまま倒れるように横になると、次の晩まで泥どろのように眠った。


　が、最さい悪あくなのは、そのあとだった。


「調停代？　冗じよう談だんじゃありませんよ。そりゃ俺おれたち、酔よっぱらって迷めい惑わくかけたかもしれないけど、あなたたちは自分から首を突つっこんで来たんでしょ。こっちは思い切りぶん殴なぐられて死にそうになったんだ。慰い謝しや料りようを請せい求きゆうしたいぐらいですよ」


「調停代？　冗談じゃない。店は半はん壊かいした上に、バイクも看板もお釈しや迦かにされたんだ。この上あんたたちにまで金を払わなきゃならないってのは、納得いかないな」


「調停代？　いやそれは冗談じゃろ。話をまとめた手しゆ腕わんは大したものじゃったと思うが、そもそもあの一件は縄なわ張ばりを争っておった血族同士の問題じゃ。わしにその代金を払えと言われてものう」


『調停代？　冗談キツイぜ。かかあとの仲を取り持ってくれたのは恩おんにきるけど、結局俺、全治一か月だぜ？　これってあんたの仕事としては、むしろ失敗になるんじゃねえの？』


　これらの証しよう言げんを得えるに至いたり、ようやくミミコは自分が見落としていたことに気がついた。


『カンパニー』は、発生したトラブルに介かい入にゆうし、解かい決けつする組織である。しかし、その「調停」で、当とう事じ者しやたちから金を受け取っていたわけではないのだ。


『カンパニー』に出しゆつ資ししていたのは、あくまでもスポンサーだ。特区の平へい穏おんを守ることで収しゆう益えきを上げていた、複ふく数すうの企き業ぎようや大血族たちなのである。


　現げんに、


「あの……何か問題があるたびに声をかけてくれるのはありがたいのですが、あたしたちは商売でやってる調停屋なんです。事件の『調停』は、あくまで仕事の依頼としてお受けしてるんですけれど……」


　と説明したとたん、事件発生の報ほうはぷっつりと来なくなった。昨日きのうの今日きようで、いきなりの開店休業状態である。


　何しろここは第二地区セカンド・ヤード。日々の生活にも苦しんでいる住民が多い地区だ。金を払ってでも解決したい揉もめ事ごととなると、そうそうないということだろう。


「では、昨日の仕事は全部……」


「ただ働きだったの？」


「……聞かないでちょうだい」


　小屋のテーブルに突っ伏ぷしたまま、ミミコは兄弟の問いに重おも苦くるしい返事をした。ジローとコタロウも、どっと疲れた様子で座すわり込こんだ。


「うえー。あんなに頑張ったのにー」


「確かに。『カンパニー』にいたときなら、表ひよう彰しようものの働きでしたね……」


　兄弟のつぶやきに、ミミコは「くうう」と呻うめき声をもらした。


「み、皆さんのお役には立てたかもしれないけど……違ちがうっ。何か違う！　あたしがしたかったのは、こんな場ば当あたり的な仕事じゃないっ」


　懊おう悩のうするミミコを、半なかば同情、半ば諦てい観かんの眼まな差ざしで眺ながめ、ジローとコタロウはため息をついた。


「一応は感かん謝しやはしてくれましたけどね」


「あんまりセーイは感じないよね」


「そうか。考えてみれば無む理りもありませんよね。これまでこの地区に住む住人たちは、『カンパニー』の介入なしで、なんとか上う手まくやってきたわけですから」


「それって、ぼくたちがいてもいなくても一緒ってこと？」


「いたらいたで便べん利りに使う。ただし、お金を払うなんてとんでもない――と言ったところでしょうか……」


「ええ！　だったらぼくら、これからもずっとただ働きなのっ？」


「あるいは開店休業のまま干ひ上あがるか……どうやら、たっぷりと特とつ訓くんできそうですよ、コタロウ？」


「……冗談だよね」


「……済すみません。兄もさすがに、それは願い下げです」


　兄弟が再び、ため息を吐き出す。どことなく、前回事務所を構かまえたときに感じた停てい滞たい感かんが漂ただよい始めた。


　と、いつのまにか嘆なげくのを止めていたミミコが、スッ――と無言で立ち上がった。


　両目が据すわり、表情が消えている。


　ミミコは、ふらつく足取りで部屋の隅すみに向かった。壁かべ際ぎわに置かれているのは、荷に解ほどきの済んでいない段ボールだ。中には、わずかに残ったミミコの私し物ぶつがしまってある。


　兄弟がなんとなく見つめる前で、ミミコはのろのろと段ボールの封ふうを解といた。
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　がさごそ中身をかき回し、やがて中から見覚えのある私物を――


「ひいっ。そ、それは!?」


「ちょっ、ミミコさん！」


　ジローとコタロウが顔色を変えて跳はね起おき、大おお慌あわてでミミコを羽は交がい締じめにした。


「駄だ目めですっ。そのスーツとサングラスはいけませんっ。正気に戻ってください、ミミコさん！」


「落ち着いて、ミミちゃん！　もうクイーンはやめたんでしょ？　また悪あく魔まにタマシイを売るつもりなのっ？」


「放はなして、ジローさんっ。コタロウ君！　もうこれしか手はないのよっ」


　目が血走っている。ミミコは狂きよう気きの形ぎよう相そうで髪を振ふり乱みだした。


「あたしがその気になれば何ができるか、あいつらに思い知らせてやるうー！」


「落ち着いてください。ミミコさんっ。昨日あれほど反はん省せいしていたではありませんか？」


「そーだよ！　あんな悲ひ劇げきを繰り返しちゃいけないよ！」


「だって仕し方かたないじゃないっ」


「仕方なくありませんっ。あなたの願いは弱い立場の者たちを助けることであって、恐きよう怖ふで支し配はいすることではないはずでしょ？」


「お願いだよ、ミミちゃん。ぼくらの好きな、優やさしいミミちゃんのままでいて！」


　ジローとコタロウは大おお真ま面じ目めにミミコを諭さとした。決して大げさとは言えないところが、逆に恐おそろしい。


　ミミコはしばらく暴あばれたあと、急に抵てい抗こうを止め、ぐったりと床に座り込んだ。


　蒼そう白はくになっていたコタロウが、ほっと額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。ジローはミミコの手からクイーン・グッズの数々を取り上げると、段ボールの中に再度封ふう印いんした。


「……ミミコさん？」


「……ごめんなさい。ちょっとレイセイさを失ってしまったわ」


「いえ……」


　恐る恐る声をかけたジローに、ミミコはうつむいたまま返事をした。なんとも居いたたまれない空気が流れた。


「そ、そうだ、ミミちゃん。ご飯はん！　ぼくお腹なか空すいちゃったや。ご飯にしようよ。ねっ。ねっ？」


　コタロウが、彼には珍めずらしく気を遣って言った。


「……ゴメンなさい、コタロウ君。もう食べる物は、何もないの」


「あー、そう……で、でも、よく考えたら、まだそんなにお腹空いてないや！　ご飯がなくても全然へっちゃら――」


　言げん下かに、ぐうう、と彼の胃い袋ぶくろが抗こう議ぎの声を上げた。


　コタロウが顔を赤くして、ちょこんと縮ちぢこまる。ジローは眉み間けんを指先でつまんで、渋じゆう面めんのまま首を振った。


　と、ミミコがすっくと立ち上がった。厳きびしく引ひき締しまったアヒル口から、悲ひ壮そうな決意がうかがえる。


「……行きましょう」


「え？　ど、どちらに参まいられるので？」


「仕事をしに行くの。あれだけニーズがあったんだもの……中にはきっと、お金を払はらおうって人もいるはずだわ」


「わ、わかりました。コタロウ？」


「うんっ」


　ミミコはすでにドアに向かっていた。コタロウが兄を見上げる。兄弟は互たがいに頷うなずき合うと、


「……ミミコさんが変身しそうなときは、力ちから尽ずくででも止めます」


「わかったよ」


　と、同じく悲壮な覚かく悟ごで、ミミコのあとに続いた。


　結局その日も、三人は明け方近くまで小屋に戻ることはできずに終わった。
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　翌よく日じつ。夕方になって起き出して来た三人は、死人のような顔色のまま、仲良くテーブルに突つっ伏ぷしていた。


「……あたし、自分があんなにお人ひと好よしだとは思わなかったわ。料金は支し払はらわないってわかってるのに、目の前にトラブルがあると、どうしても放ほうっておけないだなんて……」


「……まあ、悪いことではありませんよ。感かん謝しやの気持ちだけは、惜おしみなく頂いただけましたし。晩ご飯だって、ご相しよう伴ばんにあずかれたではありませんか」


「ほんとはお代かわりしたかったのに、兄者が駄だ目めって言った～」


「なんですか。細かいことをいつまでも」


「だって～」


「いい加減にしなさい。あれだけ食べれば十分でしょう」


　まだ体力が――あるいは気き力りよくが――回かい復ふくしないのか、ミミコもジローもコタロウも、テーブルに突っ伏してぐったりしたまま無駄口を叩たたいている。さすがに、この調子では三夜連続のただ働きは厳きびしそうだ。


「……今日はなるべく消しよう耗もうを抑おさえる方向で行きましょう」


　というミミコの提てい案あんに、兄弟も心から頷いた。


「『新規のお客さん』には見せられない光景ですね」


「……なんだかどうでもよくなってきたわ。そんなの」


　あるまじきＮＧ発言を、無む造ぞう作さに口にするミミコ。疲ひ労ろうの極きわみにあるため、判はん断だん力りよくが麻ま痺ひしているのである。


「でもさ、ジローさん。あたしちょっと思ったんだけど、この辺りの事情って変わってるわよね」


「何のことです？」


「だってさ。一昨日おとといのマスターや、痴ち話わ喧げん嘩かしてた電話の人もそうだけど――言ってみれば、普通の一般人じゃない？　『カンパニー』ともなんの関かかわりもない、普通の。なのに、吸血鬼のことを知ってて、しかも騒さわぎ立てもしないで、隣りん人じんとして受け入れてたのよ？　電話の人なんか、一緒に住んでたじゃない」


　ミミコの指し摘てきに、ジローは「そう言えば」と視線を向けた。


「他の地ち区くにもそういう人間はいますが……確かにこの辺りは、地域的に吸血鬼の存在を黙もく認にんしている節ふしがありますね」


「え？　つまりみんな仲なかよしってことなの？」


「仲がよいとは限りませんが……」


　ジローが視線を漂わせ、言葉を選ぶ。


「もともと第二地区セカンド・ヤードは、他に行き場のない人や吸血鬼たちが、最後に流れ着く吹ふき溜だまりです。犯はん罪ざい者しやや逃亡者も多い。それだけに、同じく世界中に居場所のない吸血鬼に対しても、寛かん容ような土と地ち柄がらなのかもしれませんね」


　だからこそ、『カンパニー』の介入もないまま、今日まで吸血鬼の秘密が保たもたれてきたのだろう。


「……そうね」


　と、つぶやき、ミミコはアヒル口を微かすかな苦く笑しようで曲げた。


「『調停』に慣なれてないんじゃなくて、『調停』するのが当たり前なのかも……」


「とすると、やはりここでの商売は無む理りでしょうか？」


「……ううん」


　ミミコは目を閉じ、首を振った。


　そして目を開けたとき、ジローに向けられた瞳は、少しだけ活力を取り戻していた。


「やりがいがあると思う」


　うふ、と笑うミミコに、ジローが一瞬目を丸くし、それから静かに笑い返す。


　どうやら、覚悟を決めたらしい。これなら、前回のような過あやまちを犯おかす心配もないだろう。


　と――


「……ん？」


「……おや？」


「……あれれ？」


　三人がぴくりと身じろぎし、突っ伏していたテーブルから身体からだを浮かせた。


「聞こえた？」


「聞こえました」


「いま、ノックの音が――」


　した。


　再ふたたび、コンコンと小屋のドアをノックする音が聞こえた。控ひかえ目めな、というより緊きん張ちようして恐おそる恐る叩いているようなノック。


　客だ。


　三人は転がるようにテーブルを離はなれ、ドアに飛びついて、開け放った。


　ドアの外に立っていたのは、驚おどろいて立ち竦すくむ、十二、三歳の少年だった。


　ミミコが身を乗り出して、


「君は!?」


「そ、その……ここが調停屋だって聞いて……!?」


　少年は目を白しろ黒くろさせている。


　ミミコは素す早ばやくジローに目め配くばせをした。ジローは彼女の意を汲くんで、小さく首を横に振った。吸血鬼ではない、という意味だ。この少年は人間の少年なのである。


「おれ……実は昨日、吸血鬼の女の子が、血を吸ってるところを見たんだ」


「うえ!?　そ、それは――！」


　突とつ然ぜんの告白に、ミミコたちは思わず言葉を失うしなった。しかし、その反はん応のうに気付いた少年は、慌あわてた様子で言葉を足たした。


「あ。いやっ。違ちがうよ！　おれ、二つ向こうの通りに住んでるんだけどさ。この辺に吸血鬼がいっぱいいることは、知ってるんだ。仲のいい吸血鬼だって何人もいるよ。飯食わせてもらう代わりに、血を吸わせてやったことだってあるんだ」


　と、ミミコたちが反応できないうちに、少年は思い切った様子で喋しやべり始めた。


「昨日だって、別に驚きやしなかった。ああ、あの子は知らない顔だな。新しん米まいかなって。なのにおれ、『吸血鬼だ、吸血鬼が出たぞ』って……」


　調子に乗って騒さわぎ立てたらしい。すると、吸血鬼の少女は真っ青になり、泣なきながら姿を消してしまったのだという。


「おれ、あんなつもりじゃなかったんだ。ちょっとふざけて驚かそうとしただけで……」


　そう言って洟はなをすする。ミミコたちはもう一度視線を交わし合った。なんとなく、少年の「依い頼らい」が読めてきたのだ。


「……その子は見たことのない顔だったのね？　つまり、最近になって第二地区セカンド・ヤードに来た吸血鬼ってことね？」


「ああ。きっとそうだよ」


「……それで、君はどうしたいの？　なんでここに来たのかしら」


　質問というよりは確かく認にんのような口調で、ミミコが優やさしく少年に問いかける。少年は決然と顔を上げ、ミミコに訴うつたえた。


「あの子を捜さがしてくれよ。おれ、あの子に謝りたいんだ。ちゃんとお金は払うからさ。その……あんまりたくさんは払えないけど、でも……」


　最後までは言わせなかった。


　ちょん、と指先で額をつつくと、少年はびっくりしてミミコを見返した。


　ミミコは込み上げる感情を笑顔に乗せて振り返る。


「……ジローさん？」


「……手がかりはなし。第二地区セカンド・ヤード中をしらみつぶしに捜すことになりそうですね」


　ジローがニヤリと不ふ敵てきに牙きばを見せた。緩ゆるめていたタイを締しめ直す。壁かべに引っかけていた帽ぼう子しに手が伸のびる。


「……コタロウ君？」


「任まかせてよ、ミミちゃん。隠かくれん坊ぼうはぼくの十お八は番こだもん。隠れる方も、捜す方もね！」


　コタロウが楽しげに牙をのぞかせた。言われる前に、とことこと部屋の奥へ。そこには様さま々ざまな道具を収しゆう納のうしたクマのぬいぐるみテデイ・ベア、バウワウ卿きようが出番を待っている。


　ミミコは二人のスタッフに満足そうに頷うなずくと、改めて少年に向き直った。




[image: ]


「ご依頼ありがとうございます」


　ぽん、と少年の肩を叩く。


「お任せ下さい。君とその子のトラブルは、あたしたちが見事『調停』して見せます。料金はのちほど。成せい功こう報ほう酬しゆうで、ね」





　その後の悪あく戦せん苦く闘とうは、結局、夜明けまで続くことになった。ただそれまでと違うのは、三人の口から一度も愚ぐ痴ちが出なかったことだ。


　ぼろぼろによれた千円札は、いまもミミコの財さい布ふの中に、大切にしまわれている。


『調停屋』葛城ミミコの、初はつ仕し事ごとの報酬として。




インターミッション１







「それはそうとさ、ミミちゃん。結局『新しん規きのお客さん』はどれぐらい来てくれたのかなあ」


　何なに気げないコタロウの台詞に、夕食の団だん欒らんは、ぴたっと静止した。


　ミミコとジローは顔を見合わせたあと、妙みようにそわそわした様子になった。


「……さあ？」


「……どうなんでしょうねえ？」


　二人とも慎しん重ちようにつぶやく。それから、なぜかテーブルに身を乗り出して、ひそひそ話を始めた。


「耳にすることはある……よね？」


「はい。実際、『新しいこと』の効果は、如によ実じつにあったと思われます」


「そうよね。あのころは、ほんと大変だったし」


「忙いそがしかったですね。いや、いまだって忙しいですが」


「色々あったなあ」


「まったくです。色々ありました」


「早いものねえ」


「ええ。早いものです」


　箸はしと茶ちや碗わんを手に、しみじみと首を振る。コタロウは、顔にはてなマークを浮かべたまま、兄とミミコを代わる代わる見やった。


「で？　そのお客さんは、まだ来てくれているの？」


　コタロウの二度目の質問に、ミミコとジローは、む、と眉まゆ根ねを寄せた。


「それは……あたしたちの働はたらき次し第だい――じゃないかな？」


「仰おつしやるとおりです、ミミコさん。『新しいこと』は大変実り多いことではありましたが、見方を変えれば、ひとつのきっかけに過すぎませんからね」


「じゃあ、これからも頑がん張ばらなきゃだね！」


「そうね。これからも頑張りましょうっ」


「はい。精しよう進じんあるのみです」


　三人は大きく頷うなずいて食事を再開した。


　がんばろ、と小さな声がした。









　　第二話　コタロウ、留る守すを預あずかる










「やだーっ。留守番なんてやー。ぼーくーもーいーくー！」


　コタロウは床ゆかに身を投げ出し、両りよう手て両りよう足あしをばたつかせていた。そのまま辞じ書しよに載のせてもおかしくない、絵に描かいたような「駄だ々だをこねる」図だ。ミミコはこめかみをヒクつかせながら苦笑し、ジローは口元を強こわ張ばらせながら苦笑していた。


　コタロウがここまでごねるのには、理由があった。


　話は少し遡さかのぼる。
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　昨日きのうの仕事は思った以上に長引いた。


「まさかこんな時間になるなんて。コタロウ君、ちゃんと留守番してくれてるかな？」


「正直、望みは薄うすいですね」


　ミミコの台詞に、ジローは飄ひよう々ひようと答えた。


「厳きびしく命じはしましたが、テレビで観みたい番組を観てしまえば、あとは――」


「のんきに夢ゆめの中？」


「おそらく」


　とっぷりと日の暮れた真ま夜よ中なかである。並んで帰き路ろにつきながら、ミミコとジローは、クククと少し意地の悪い微び笑しようを交わし合った。


「しっかし、今日は疲つかれたわ。お腹なかも空すいたけど、店はどこも閉しまってるし。家にまだ食べ物あったっけ？」


「ふむ……どうです、ミミコさん？　実はこの前、なかなか良さそうな、おでんの屋や台たいを見つけたのです。幸さいわい今日は収入もありましたし――」


「あ、それいいかも！　連れてってよ、ジローさん」


「では」


　かくして二人は、こっそりとおでんの屋台に寄よることになった。


　チクワやはんぺん、黄こ金がね色いろに染そまった大根などに舌した鼓つづみを打ち――ちなみにミミコはコンニャクが好きだ――少し日本酒なども頂いただいた。結局、屋台を出るころには、深夜一時を過ぎていた。


　街がい灯とうの少ない地ち域いきだけに、夜よ道みちは本当に真まっ暗くらだ。そんな中、二人は和わ気き藹あい々あいと小屋に着いた。「あっはっは、やっだ～ジローさんたら！」とミミコもほろ酔よい加か減げんである。


「また寄りましょう」


「うんうん。絶対にね」


　ミミコがご機き嫌げんでドアを開け、小屋に入る。


　そこへ、


「……お、お帰りなさい～」


　明かりもついていない小屋の奥おくから、ボロボロにへばった、おどろおどろしい声がした。


　ズルズルと床ゆかを何かが這はいずってくる。ミミコはもちろん、気を抜ぬいていたジローまで飛び上がった。


「コ、コタロウ君!?」


「コタロウ！　いったいどうしたのです？」


「どうしたって……だから……留守番」


　床を這ってきたコタロウが弱よわ々よわしく腕を伸のばしながら返事をした。同時に、ぐぎゅるるう、とうつぶせの身体からだから、盛せい大だいに腹はらの鳴なる音が響ひびく。出がけに見た金きん髪ぱつはすっかり艶つやを失い、ふくよかだった頰ほおまで、心なし瘦こけているように見えた。


　ミミコがごくりと生なま唾つばを飲んで、


「コタロウ君……ずっと起きてたの？」


「そ、そりゃそうだよ。兄あに者じやもミミちゃんも、ちゃんと留守番してろって言ったじゃない。だからぼく、一いつ睡すいもしないで、ご飯はんを食たべにも行かずに頑がん張ばってたんだ。それより、ぼく腹ぺこで死にそうだよ。二人とも、こんな遅おそくまで何してたのさ～」


「いや、その何って……」


　ミミコとジローは激はげしく動どう揺ようした。そんな二人に向かって、コタロウがズルズルと床を這って近づいていく。


　ふと、その動きが止まった。


「……あれ？　何、これ？　兄者とミミちゃんから、いいにおいがする……」


　コタロウがよろよろと首を持ち上げ二人を見上げた。


　ミミコとジローはとっさに余よ所そを向いた。


　しばしの沈ちん黙もく。


　その後、二人の「裏うら切ぎり」を知ったコタロウは、大いに大いに憤ふん激げきした。「おでん喰くっタナ!?」と目を血ち走ばしらせるコタロウは、まるで地じ獄ごくの餓が鬼きのようだった、とは、のちにミミコが回かい想そうしたときの台詞である。


　そんな訳で、コタロウの食い物の恨うらみは、収おさまらないまま現在に至いたる。
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「やだーっ。留守番なんてやー。ぼーくーもーいーくー！」


　エンドレスで繰り返される泣なき言ごとに、二人は困こまり果てていた。何しろ、ジローの説せつ教きようもミミコの懐かい柔じゆうも効こう果かがないのだ。


「コタロウ君。今日はちゃんとご飯を買って、早めに帰ってくるわ。ね？　頼たよりにしてるんだから」


「そんなの信じられないもんっ。ぼくのことなんかすっかり忘れて、『あっはっは、やっだ～ジローさんたら！』なんて笑いながら帰って来たくせに！」


「……ま、まあねえ……」


「コタロウ。少しは弁わきまえなさい。留守番だって立りつ派ぱなお仕事ですよ？　大事なことです」


「でもでもおかしいもんっ。ぼくだってちゃんと働はたらいたのに、ぼくだけなんにも食べられないなんて。それに、『また寄りましょう』って、調しらべたらそのおでん屋さん真ま夜よ中なかしかやってないじゃん。ぼくはやっぱり食べらんないじゃん」


「……いつの間に調べたのです」


　コタロウは涙なみだ目めで唇くちびるを尖とがらせる。言いつけ通どおり頑がん張ばったのにぞんざいにされたことが、余よ程ほど腹はらに据すえかねたらしい。ミミコとジローは何度か視し線せんを交わし、処しよ置ちなしとばかりに首を振った。


　が、不ふ意いにミミコが何か思いついた顔になり、それから深しん刻こくぶって顔を引ひき締しめた。


「……ふむ。確たしかにそうね。コタロウ君に『留守番』なんかさせたのは、あたしが間ま違ちがってたかもしれない」


「……え？」


「だって君は、一いつ睡すいもしないで、お客さんに備そなえててくれたんだもんね。ご飯すら我が慢まんして。正直――君の力を見くびっていたわ」


　態たい度どの急きゆう変へんが理り解かいできず、コタロウがぽかんとした顔を見せる。ミミコは気にせず、


「ジローさん――」


　と、同じくぽかんとしていたジローの方を振り向いた。


「あたし、彼を当事務所の『特とく別べつ渉しよう外がい担たん当とう官かん』に任にん命めいすることにした」


「はい？　『特別……』なんですって？」


「『特別渉外担当官』。きっと彼ならやってくれるわ」


　そこでミミコは、コタロウにはわからないように片かた目めをぱちりとウィンクさせる。


　それでジローも彼女の意い図とを察さつした。


「ああ……なるほ――い、いやいや！　待って下さい、ミミコさん。こやつはまだ子供です。そのような重じゆう責せきを担になえるとは、とてもとても――」


「ジローさん。あたしはコタロウ君を信じたい――いいえ、信じてるわ！」


「しかしです。それほどに『特別』な待たい遇ぐう、いくらなんでも荷にが勝かちましょう」


「そんなことない。大だい丈じよう夫ぶよ！」


「あの……ミミちゃん？　兄者？」


　急に真ま顔がおで口こう論ろんを始めた二人に、コタロウはさっきまで泣いていたのも忘れて目を丸まるくした。


　ミミコとジローは構かまわずに続ける。


「それだけじゃない。あたしたちが外出する以上、残されたコタロウ君は、あたしたちにとって、いわば最後の砦とりで。これを機きに、彼には『本ほん部ぶ基き地ち防ぼう衛えい部ぶ』も任まかせたいと思うの。当然『部ぶ長ちよう』職しよくをね」


「馬ば鹿かな！　何を考えているのですか、ミミコさん」


「わかって、ジローさん。あたしたちはいま即そく戦せん力りよくを求めているのよ」


「でも、それではあんまりだ。こいつをそんなに危き険けんな任務につけることなど、私にはできませんっ」


「え、えーと……」


　あまりの白はく熱ねつぶりについつい息を呑のんでしまうコタロウ。


　しかし、『本部』だの『基地』だの『防衛』だのといった単たん語ごを耳にする度たび、条じよう件けん反はん射しや的てきにぴくぴく反はん応のうを示しめしている。ちょうど、視界の隅すみで猫じゃらしの穂ほをぴょこぴょこ揺ゆらされている子猫のようだ。


　しかも『部長』？　それって確たしか、ミミコが『カンパニー』に勤つとめていたころ、上司をやっていた人と同じ地位ではあるまいか？　それを自分が？　自分が『部長』に？


「いいわね、ジローさん。これは、この事務所の代だい表ひよう者しやとしての決定よ」


「考え直して下さい、ミミコさん。なるほどこいつには『才能』がある。それは認みとめます。しかしまだ未み熟じゆくなのです。早はや過すぎる」


「その考えが間違ってるのよ。コタロウ君は必ずあたしたちの期き待たいに応こたえてくれる。ううん、すでに応えてくれているわ！」


「た、確かにこいつは、素す晴ばらしい働きを見せました。しかし……ああしかし……！」


　ジローが迫はく真しんの――幾いくらか大時代な――表ひよう情じようを浮うかべ、苦く悩のうする。


　ついにコタロウは立ち上がった。さっきまで拗すねていじけていた顔に、熱あつい何かを浮うかべて兄の腕を取った。


「……もういいよ、兄者」


「コタロウ！」


「ありがとう。でも……いいんだ。ぼく、やってみるよ。ミミちゃんの言う通り、基地で部長な特別のお仕事を」


　コタロウの決けつ然ぜんとした眼まな差ざしに、ジローはそれ以上何も言えなくなる。


　ミミコが深く頷うなずき、一歩前に出てコタロウの肩かたに手を置いた。


「よく言ってくれたわ。あたしも正直、大たい役やくだと思うけど……君ならきっと」


「うん。平へい気き。ぼくに任せて、ミミちゃん。ぼく、きっとやり遂とげてみせる。約束する」


「コタロウ君――！」


　ミミコが声を震ふるわせ、ジローは目め頭がしらを熱くした。コタロウはそんな二人の様子を、大いなる矜きよう持じとともに瞳ひとみに焼き付けた。


　で――


「それでは――」


「あとは、お願いね」


「はーいっ。行ってらっしゃーい！」


　コタロウのやる気き満まん々まんな声に送られて、ミミコとジローは玄げん関かんを出た。


　ドアを閉めたあとどちらも足を止め、互たがいの顔を見やって、「ふう」とため息をつく。


「……今日は早めに切り上げましょ」


「そーですね」


　そして二人は、やれやれと幾いく分ぶん疲れた足取りで、仕事に出かけていったのだった。
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「なるほど。そうだったのですか。それは大変でしたね。同情します、依い頼らい人にんさん……」


　椅い子すに腰こし掛かけたコタロウは、深い共きよう感かんの念ねんと共に、穏おだやかな面おも持もちで頷うなずいた。


　彼の前には、テーブルを挟はさんで巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアが置かれていた。コタロウの相あい棒ぼう、バウワウ卿きようである。バウワウは、円つぶらなボタンの瞳でコタロウを見つめ返していた。
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「しかしご安心下さい！　この『秘ひ密みつ基き地ち防ぼう衛えい隊たい部ぶ長ちよう特とく別べつ上じよう級きゆう担たん当とう官かん』であるぼくが引き受けたからには、もう大だい丈じよう夫ぶ。たちどころに事件を解決して差し上げましょー」


　ふふふ、と不ふ敵てきな笑えみをにじませるコタロウ。役やく職しよく名めいも微び妙みようにアレンジされている。


「さあ、参まいりましょう、依頼人さん！　悪を倒たおし、正義を勝ち取るために！」


　バウワウの手を握にぎり、斜ななめ四十五度の角度で天てん井じようをきりりと見上げる。


　その状じよう態たいのまま十秒ほど堪能。


「ふう」


　と、心しん底そこ幸しあわせそうな顔で、出てもいない汗あせを拭ぬぐった。


「うんうん。いいんじゃないかな。ねえ、バウワウ？　これならお客さんが来ても、ばっちしだよ」


『本部基地防衛部部長特別渉外担当官』として、来らい客きやく時じのリハーサルを繰り返しているのである。すでに五回目なのだが、今度の出で来きには満足がいったらしい。コタロウは椅子に座り直して、機き嫌げん良よく両足をぶらつかせた。


「うふふ。兄者ったら、ぼくのこと『才能がある』だって。ミミちゃんも、いつもは小言ばかり言うけど、ちゃんと認めてくれてたんだね。あー、なんだか待まち遠どおしいや。はーやくお客さん、来ないかな～」


　コタロウはいまかいまかと、期き待たいに満ちた視線をドアに向ける。ミミコたちが外に出てから、ずっとこの調ちよう子しだった。ある意味すごく不ふ憫びんだ。


　とはいえ、そこはコタロウ、根は現げん金きんにできている。


「あ、もうこんな時間だ！」


　と気が付くや、先せん日じつ調ちよう停てい料りよう代がわりに譲ゆずって貰もらった、中古テレビのスイッチを入れた。


　チャンネルを合わせたのは、最近スタートした新番組だ。ヒーローはヘタレ、ヒロインはおっちょこちょいと、いまいち華はなやかさの足りない番組ながら、なぜかコタロウは大のお気に入りだった。


「この、子役がいいんだね、きっと！」


　兄やミミコからは反はん論ろんがありそうだったが、コタロウはずばり断だん言げんした。


　しかし、その番組も見み終おえてしまうと、本ほん格かく的てきにやることがなくなってきた。正直、退たい屈くつである。


「……変だな。なんか昨日と同じような気が……」


　コタロウの胸に微かすかな疑ぎ心しんが芽め生ばえようとしたときだった。果はたして、小屋のドアが、コンコンと音を立てた。


　ノックだ。


　たちまちコタロウは色めき立った。


「き、来た!?　お客さん!?」


　ドアに飛びつき、壊こわれそうな勢いきおいで開ける。


「いらっしゃいませ！」


　ドアを開けてみれば、そこにいたのは三人の少女だった。それも全員よく知った相あい手てだ。


　背の高いハンサムな――しかし右の瞳がカナリア色をした――女性。


　長いブルネットをソバージュにした、どこかゴージャスな感じの美少女。


　髪を団だん子ごに結ゆった、見るからに元気そうな少女。


　全員、『カンパニー』の制せい服ふくを着ていた。


　ミミコの元もと先せん輩ぱい、朱と鷺き籐とうサキ。ミミコの元もと同どう期き、スワン・鍾チエン。ンそして、ミミコの元もと後こう輩はい、楠くすのきヒバリである。


「あれ？　ヒバリちゃんにサキちゃんにスワンさん。みんな、どうしたの？」


「コタロウ！」


　真まっ先さきに動いたのは、サキだった。


　大人びたクールな美び貌ぼうをだらしなく崩し、かっさらう勢いでコタロウを抱だきしめる。


　コタロウの口より早く、彼の身体からギシッと鈍にぶい音がした。何しろサキは人と吸血鬼ブラツク・ブラツドのハーフ――ダンピールである。見かけからは想像できない膂りよ力りよくを持っている。


　遅れて、スワンもダダッと室内に駆かけ込んだ。髪を振り乱して部屋を見回し、目当ての人物を見つけようとする。目がマジだ。


「会いたかった。会いたかったよ、コタロウ！　心配したんだぞ？　酷ひどい目に遭あわなかったか？　ちゃんとご飯は食べさせてもらってるか？」


「ジロー様！　どこにいらっしゃるのですか？　わたくし――わたくし、ジロー様に会えなくなってみて、ついに自分の気持ちに気が付きました。もはや、この想おもいは抑おさえきれないと！　ジロー様？　ジロー様ー！」


「サ、サキ先輩？　スワン先輩？　二人とも落ち着いて下さい。余よ所そ様さまのお宅たくですよ？」


　先輩二人の暴走に、ヒバリ一人が乾かわいた苦笑を浮かべている。サキも、スワンも、ミミコが『クイーンＭ』として成なり上あがったあとは、一度も彼女や兄弟に会っていなかった。募つのる思いがどうにも止まらないらしい。


　ヒバリは室内をのぞき込み、


「どうやらコタロウ君だけみたいですね」


　と見て取ったあとは、二人の先輩をなだめ、コタロウ共とも々ども中に入った。
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「留守？」


「うん。兄者もミミちゃんもね。だからぼくが、『特区基地防衛軍団部長特別最高担当官』として、二人がいない間、事務所ここを任されてるんだ」


　サキの熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようから解かい放ほうされたコタロウは、得とく意い顔がおでそう説せつ明めいした。


　スワンががっくりとうなだれる。サキも少し拍ひよう子し抜ぬけをしたようだった。


「うう、ジロー様……これがわたくしたちの運命ですの？」


「間まが悪わるかったな。どうせなら前もって連れん絡らくしておけばよかったか」


「残念ですね。せっかくミミコ先輩の復ふつ帰き祝いわいに来たのに」


「そうなの？」


　尋たずねるコタロウに、ヒバリはこくんと首しゆ肯こうした。


　三人はしばらくミミコと会っていなかったが、彼女の境きよう遇ぐうを知らなかったわけではない。というか、『カンパニー』の調ちよう停てい部ぶにいれば、ミミコが起こした騒そう動どうの数々は、嫌いやでも耳に入ってきた。


「特に私は、部長の指し示じでミミコの活かつ躍やくを追おいかけていたからな」


　とサキ。何があっても手助け無む用ようと言い渡されていたので、ハラハラしながら見守っていたのだ。


「でも、ミミコ先輩もこうして仕事を再開できた訳わけじゃない？　だから久しぶりに会いに来たの」


「そっかあ……ゴメンね、ヒバリちゃん。せっかく来てくれたのに」


　コタロウが言うと、ヒバリは笑って首を横に振った。


「しかし、ミミコのたくましさには恐おそれ入るな。あの事件が解かい決けつしてから、まだ半はん月つきも経たっていないのに」


「……生きることに意い地じ汚きたないだけですわ」


「でも、わたしもミミコ先輩のバイタリティはすごいと思います。生活力があるっていうか――ガッツに溢あふれてます」


　三人は三人らしい感想を述のべた。とりあえず褒ほめられているらしいと判はん断だんしたのか、コタロウは嬉うれしそうだった。


　ヒバリが安心した様子で、


「とりあえず、元気そうなのはよくわかりましたね。それだけでも来た甲か斐いがありましたよ。サキ先輩。スワン先輩。留守中に長なが居いするのもなんですし、今日はこの辺へんで失礼しましょう」


「えー。まだいいじゃないか、ヒバリ」


「グス……ジロー様」


　案あんの定じよう、後輩の真まっ当とうな意い見けんに、サキは渋しぶい顔をした。スワンなど、聞いてもいない。


　と、そのときだ。


「調停屋はいるか？　急ぎで仕事を頼たのみたいんだが――」


　ノックと同時に小屋に入ってきたのは、この近くに住む血族の一人、吸血鬼ブラツク・ブラツドだった。室内に見知らぬ人間が三人もいるのを見て、一いつ瞬しゆんぎょっとした顔を見せた。


「お客さんだ！　いらっしゃい！」


　コタロウが興こう奮ふんして立ち上がった。


　一方吸血鬼は、サキたちが着ているのが『カンパニー』の制服と気付いて、表情を強こわ張ばらせた。ミミコの元を訪おとずれる依い頼らい者しやの多くは、『カンパニー』に否ひ定てい的てきなのだ。


　その辺りの事情を知っているサキが、「心配するな」と吸血鬼に声をかけた。


「確かに私たちは『カンパニー』の者だが、ここには仕事できたわけじゃない。所長と旧きゆう知ちの仲なかでね。今日はちょっと――」


　不意に言葉を濁にごらせて、サキは何やら思し案あんする顔になった。


　ニヤッと微笑ほほえみ、


「――助すけっ人とに来た。仕事と言ったな。説明してもらおうか」


「ちょ、ちょっと、サキ先輩！」


「いいじゃないか、ヒバリ。ちょうどいい祝しゆう儀ぎ代がわりになる」


　慌あわてるヒバリに、サキは不ふ敵てきに請うけ合あった。


「え？　でも、サキちゃん。ぼく、お客さんが来たらすぐに連れん絡らくしろって、ミミちゃんに言われてるんだけど」


「コタロウ」


　サキはコタロウの肩をつかみ、熱ねつ心しんな声こわ音ねでささやいた。


「お前は留る守すを任されたんだ。だったら、お前が仕事を受ければいい。大丈夫。私が一緒に手伝ってやるから」


「でも……」


「考えてもみろ。留守番だったはずのお前が、ミミコやジロー殿どのに頼らず仕事を解決したと知れば、あの二人がどんな顔をするか」


「それは……」


　考えてみたらしい。コタロウの青い瞳が、ぴくりと大きくなった。


「ミミコはきっとびっくりするぞ。ジロー殿だってお前を見み直なおすに違いない」


「い、一いち人にん前まえだって認めてくれるかな？」


「当たり前じゃないか」


　晴はれやかに断だん言げんするサキに、コタロウもつられて顔を輝かがやかせた。


　もし彼が、ジローやミミコに頼ることなく事件を解決すればどうなるか。ミミコは自みずからの判断が正しかったことを知り、安あん堵どするに違いない。ジローだって弟を誇ほこりに思うだろう。二人が驚おどろき称しよう賛さんする様子が目に浮かぶ。大変気持ちいい。ぜひ味わってみたい。


「そうだよね。ぼく、担当官なんだもん。サキちゃんっ。ぼく、やってみるよ！」


「よしっ。それでこそコタロウだ。……スワン。お前も」


「……え？」


「事情を知れば、ジロー殿は感かん謝しやするのではないか？　未み熟じゆくな弟をサポートし、支ささえてくれたとわかれば？」


「……あ」


　一瞬きょとんとしたスワンが、次の瞬間目を見開き、そして瞳に炎ほのおを灯ともした。


「た、確かにそうですわ。コタロウ君の成長はジロー様の悲ひ願がん。その手て助だすけ、ジロー様不ふ在ざいの折おりに、そっと陰かげから行おこなって差し上げる……これはもう、かなりの好こう感かん度ど！」


　すっくとスワンが拳こぶしを握にぎって立ち上がる。さっきまでしょぼくれていたのが噓うそのように、意い欲よくに燃もえていた。


「ヒバリ？」


「まあ……わたしもミミコ先輩のいまの仕事には、少なからず興きよう味みはあります……」


　二人のやる気にあてられたのか、ヒバリまでそんなことを言った。


　全員の気き持もちがひとつになった瞬間だった。コタロウはなんだかワクワクしてきた。


「よーし……やろうみんな！　ぼくたちの力で、ミミちゃんのお店を繁はん盛じようさせるんだ！」


　コタロウが拳を突つき上あげる。サキとスワンとヒバリもまた、おうっと腕を高く掲げた。


　吸血鬼が困こん惑わくしながら、


「……急ぎなんだが……そろそろいいか？」
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　依頼の内ない容ようというのは、血族間のいざこざに関する談だん合ごうのまとめ役だった。比ひ較かく的てきよくある種類の仕事だ。とはいえ、わざわざ立たち会あい人にんを立てるだけあって、向かい合う吸血鬼たちは、実に険けん悪あくなムードを漂ただよわせていた。コタロウたちが登場すると、ギロリと威い圧あつ的てきな視線を向けた。


「……なんだ、そいつらは。金髪のガキは見み覚おぼえがあるが、他の三人は知らねえぜ」


「この前の調停屋はどうした？　それに『銀ぎん刀とう』は？」


　当然の質しつ問もんに、コタロウはさっそく及および腰ごしになった。


「きょ、今日は兄者とミミちゃんは来ません。代わりにぼくが来ました。その……『担当官』として……」


「なんだそりゃ？」


「おいおい、冗じよう談だんじゃねえぜ。あの二人だから立ち会いを頼んだんだ。こんなガキと人間の小娘三人を寄よ越こすとは、どういう了りよう見けんだ」


　ただでさえ不ふ穏おんな空気が、一いつ層そうささくれだっていく。「でも、その、あの」とコタロウは早くも顔を青くしている。スワンやヒバリも緊きん張ちようの色いろが濃こい。


　が、サキは違ちがった。




[image: ]


「――ひとつ訂てい正せいさせてもらおう」


　一歩前に出て自らの右目を親指で指し示し、


「人間が二人に、ダンピールが一人、だ。あいにくミミコやジロー殿は急きゆう用ようでね。だが心配は無用。二人の代かわりは私たちが務つとめる」


　さすがにベテラン調停員コンプロマイザーだけあって、貫かん禄ろくが違っていた。相手に舐なめられない態たい度どを取りつつ、自らがダンピールと明かすことで、吸血鬼たちとの距きよ離り感かんを縮ちぢめている。


　ダンピールというのは、人間社会にも血族社会にも受け入れられない存そん在ざいだ。この場にいる、はぐれ者の血族とは、似にた立たち場ばなのである。実際、ダンピールと知って、吸血鬼たちの間にある種しゆのシンパシーが生まれたようだった。


　事前にカンパニーの制服を着き替がえて来たのも大正解だ。これも、サキの提てい案あんである。


「拝はい見けんするに――」


　とサキは気さくな口く調ちようで続ける。


「気き概がいもあれば恥はじも知る、一いつ端ぱしの牙きば持もつ方かた々がたとお見み受うけする。調停を依頼するからには、これ以上の争あらそいは求もとめていないのだろう。ならば私たちはその意い志しを実じつ現げんする手助けをさせてもらうだけさ。クールに行こうじゃないか。なあ？」


　サキが目を細めて微び笑しようした。場の空気を解ときほぐしつつ、相手に居い住ずまいを正たださせるような微笑だ。


「……それは、まあ」


「そのための談合だからな……」


　吸血鬼たちが険けんの取れた態度になった。「さすがですわ」とスワンが感心し、ヒバリはぶんぶん首を振って頷いた。


「……さ、コタロウ」


「うん」


　サキはコタロウを立てて、自らは半はん歩ぽ後ろに下がった。コタロウが「ゴホン」と咳せき払ばらいをした。


「じゃ、じゃあ始めます！　えー、まずは縄なわ張ばりについての再さい確かく認にんなんだけど――」
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「ありがとう、サキちゃん！　これで兄者やミミちゃんにも褒ほめてもらえるよ」


「なに。礼れいには及ばん」


「ううん。だってサキちゃんのおかげだもん。さっきのサキちゃん、すごい格かつ好こう良よかった」


「そうか？　うふ。うふふ……」


「サキちゃん、大好き！」


「そ、そうかっ？　うふっ。うふはははっ」


　サキは我が慢まんならない様子で相そう好ごうを崩くずした。本人は何でもない様子を装よそおっているつもりなのだろうが、イエイやったぜ思おも惑わく通どおり、と顔に書いてある。ヒバリは苦笑を嚙かみ殺ころした。


「でもさ。サキさんはもちろんすごかったけど、コタロウ君だって立りつ派ぱだったよ。ミミコ先輩やジローさんだって、目を丸くするんじゃないかな？」


「ほんと!?　えへへ。楽しみだなあ」


　コタロウとヒバリが和なごやかに笑い合った。サキはまだニヤニヤしている。


　するとスワンが、


「コ、コタロウ君っ。今日のお仕事はこれで終わりなのかしら？　わたくし、まだまだ頑張りますわよ？」


　どうやら、見み習ならいのヒバリはともかく、一人前の調停員コンプロマイザーたる自分が見みせ場ばなしで終わったため焦あせっているらしい。


　コタロウは「んー」と首を傾かしげ、


「うちはたまにしか依頼は来ないから……まあ、『ちゃんとした依頼』じゃない頼まれ事なら、いっぱいあるんだけど」


「そ、それでいいですわ。ぜひわたくしも、コタロウ君のお役やくに立たせてくださいな」


　そしてそのことをジロー様に、と胸の中で強く付け加える。


「そうですね。せっかくだから、わたしもちょっと調停してみたいかな」


　とヒバリもやる気を見せた。しかし、コタロウは乗り気ではないようだ。


「スワンさんもヒバリちゃんも、お客様には違ちがいないし……みんなに働はたらかせるなんて申もうし訳わけないよ」


「そ、そんなこと気にしないで！　わたくしとっても働きたいのです！」


「でも……やっぱり悪い気が」


「いや。それは違うぞ、コタロウ」


　と、有う頂ちよう天てんになっていたサキが、ぽんとコタロウの肩を叩たたいた。


「調停員コンプロマイザーの力りき量りようとは、何も本人の交こう渉しよう力りよくや実じつ行こう力だけではないんだ。それよりも、いかに組そ織しきや周しゆう囲いの者たちを動かせるか。その点てんこそが重要なんだ。私たちがコタロウのために働く。コタロウの力になりたいと思う。そう思わせることも含ふくめて、お前の力量だ。それが、調停員コンプロマイザーの考え方なんだよ」


　砕くだけた口調だったが、そう説明するサキは、真ま面じ目めな顔をしていた。コタロウも思わず耳を傾かたむけた。


「……ぼくの力量？」


「そう。だから遠えん慮りよなんかするな」


　サキが、そしてスワンとヒバリが、にっこり笑って頷いた。


　彼女たちの信しん頼らいと協きよう力りよく。それを引き出せる自らの『力量』。コタロウはきゅっと唇くちびるを結んだ。やる気になったのだ。


「よしっ。じゃあみんな！　みんなの力を、ぼくに貸してくれるねっ？」


　コタロウの問いかけに、三人はもう一度、おうっと拳を高く振り上げた。
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「お、終わりましたわ！」


「こっちもです～」


　第二地区セカンド・ヤード。小屋からいくらか離はなれた場所にあるダウン・タウンに、コタロウたちは移動していた。


「あの……このお菓か子し、お礼れいと言って渡されたのですが？」


「あ、わたしもです。ほら。サービス券けんをこんなに」


　コタロウの指し示じで仕事を片かた付づけてきた二人が、当とう惑わく顔がおでそれぞれの『お礼』を差し出す。コタロウは思わず破は顔がんした。


「うわ。美お味いしそう！　サービス券も今月いっぱい使えるね。すごい。上じよう々じようだよ！」


「はあ……」


　コタロウは喜よろこぶが、二人はまだ当惑している。そこへ、今度はサキが両手いっぱいに紙かみ袋ぶくろを抱かかえて帰ってきた。


「コタロウ。ファースト・フード店の依頼、終わったぞ。ただ『いつも悪いね』と、これをもらったのだが……？」


「ああ！　それはひょっとして、ダブル・ケチャップ・バーガー!?　こんなにたくさん……ど、どうしよう。もしかして、食べきれないかも！」


　目を輝かせ涎よだれを垂たらしながら、コタロウは紙袋を受け取った。


「ずいぶん気き前まえの良い店だ。ただ、報ほう酬しゆうの方は後あと払ばらいのようだが、いつもそうしているのか？」


「違うよ。これが、『報酬』なの」


「……え？」


　三人の声が重かさなった。


　しかし、コタロウは気にしない。ケチャップの香かおりを胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込こみつつ、「これがぼくの力量……」と、何やら怪あやしく目を光らせている。


「これが『報酬』って……コタロウ。それはどういう……？」


「だから、これが『報酬』なの！　さあ、もたもたしてられないよっ。さっそく次の仕事にとりかかろう！」


「ええ？　次、ですの？」


「コタロウ君。まだ仕事があるの？」


　スワンとヒバリが目を丸くする。コタロウは鼻はな息いきも荒あらく、「当とう然ぜんだよ」と言いい放はなった。


「だってまだ始めたばかりだよ？　これを機き会かいにがっぽり稼かせがなきゃ！」


「まあ……お前がそう言うなら」


　サキが幾いく分ぶん気きを呑のまれたように答えた。スワンとヒバリはなんとなく嫌いやな予よ感かんを覚おぼえるように視し線せんを交かわした。


「やるぞーっ。やってやる。見てろよ、兄者、ミミちゃん！」


　月に吠ほえる、小さな吸血鬼ブラツク・ブラツド。それに反して、調停員コンプロマイザーたちの表情は急きゆう速そくに曇くもり始めていた。
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「……待て。ちょっと、待ってくれ……」


　サキが呻うめく。スワンもほぼグロッキーで、ヒバリはすでに目を回していた。


「なんだ……なんだってこんな……」


「グズグズしない！　こんなことで挫くじけちゃ駄だ目めだよ、サキちゃん。まだお客さん残のこってるんだからね！」


　コタロウがサキの腕を引ひっ張ぱって走る。その後ろを、スワンとヒバリがよたよたと追いかける。


　そんな移い動どうの最さい中ちゆうにも、コタロウたちは引っ張りだこだった。


「おっ。調停屋の坊ぼう主ず。ちょうど良かった。ちょっと頼まれてくれないか？　お代はうちのパンで払はらうからよ」


「りょーかいでーす！　あとで寄るから、ちょっと待ってて！」


「コタロウ君じゃないのさ！　うちのミケ見かけなかった？　吸血鬼の悪ガキに脅おどかされて、昨日から帰ってこないんだよ。捜さがすの手伝ってくれないかねえ？」


「ミケちゃんが？　わかった。あとでね。鰹かつお節ぶしとかあったら用意していてもらえる？」


「遅おそいぞ、調停屋！　うちの依頼、引き受けたからには、きっちり片付けてくれよな！」


「はいはーい！　おっ任せ～！」


　コタロウは潑はつ剌らつと請うけ負おった。


　さすがにサキも青ざめて、


「コ、コタロウ。お前たち、いつもこんなに忙いそがしいのか？」


「うん。まあ、今日のはお金にはならない仕事だし、みんな気き楽らくにお願いしてるみたい」


「……料金が出ないという時じ点てんで、すでに話がよくわからないんだが」


「そう？　ミミちゃん、よくやってるよ？　ていうか、お金もらえるの、たまにだもん」


　それは果たして「仕事」なのか？　思わず絶ぜつ句くするサキである。


　というか、さっきから頼まれている仕事も、猫ねこ捜さがしだの子守りだの、およそ「調停」の仕事とはかけ離れた仕事ばかりである。


「ミミコの奴、いつの間まに守しゆ銭せん奴どからガール・スカウトになったの？」


「うう。疲つかれましたぁ。脹ふくら脛はぎの痙けい攣れんが止まらないですぅ」


　スワンとヒバリは荒あらい息でもらした。どちらも髪がぼさぼさだ。調停員コンプロマイザーでハードワークには慣れていたが、調停屋の仕事は訳わけが違っていた。スケールは小さいくせに、やたら大変な依頼ばかりなのだ。


「じゃあ、スワンさん、さっきのパン屋さんをお願いね。ヒバリちゃんはミケちゃんを捜してきて。ちっちゃい三み毛け猫ねこで、よく砂すな場ばで遊んでるよ。じゃ」


「ちょ、ちょっと待ってくださいな、コタロウ君！」


「そ、そうそう。いくらなんでも、今日はもう……」


　容よう赦しやないコタロウの指し示じに、スワンとヒバリが悲ひ鳴めいを上げた。コタロウが「あん？」と眉まゆをひそめた。まるで気にくわない意見を耳にした独どく裁さい者しやのような表情だ。


　すると、二人と同じほど消しよう耗もうしているサキが、「くっ」と呻うめいて気き合あいを入いれ直なおした。


「泣き言を言うな、二人とも！　ミミコはいつも、これを一人でこなしているんだぞっ」


「サ、サキさんまで!?」


「サキ先輩、コタロウ君の前だからって――！」


「やかましい！　これは調停員コンプロマイザーとしての意地だっ。さっさと取りかかれ！」


　サキが叱しかりつけ、その隣でコタロウが腕組みしながらうんうん頷うなずく。なぜか偉えらそうだ。


　結局スワンは「ジロー様ぁ～」と、ヒバリは「わたし見習いなのにぃ～」と喚わめきながら、それぞれの仕事へと追いやられた。


「よし。我々もやるぞ、コタロウ！」


「もちろんだよ、サキちゃん。そんなサキちゃんが、ぼく大好きだ！」


「そうか！　あはっ。あははは……」


　いつしか目の据すわったサキが、半分壊こわれた笑い声を上げた。コタロウは天使のように、にっこりと微笑ほほえんでいる。


　調停員コンプロマイザーたちの夜は、まだ始まったばかりだった。
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「参まいった！　結けつ局きよく遅おそくなっちゃったわ」


「夕ゆう食しよく時じに一度帰るべきでしたね。また行いき倒だおれのようになってなければよいのですが……」


　日付の変わった深しん夜やの通りを、二人は足あし早ばやに進んでいた。ジローの手には弁べん当とう屋やのビニール袋がある。さすがに今晩は、コタロウの分も用よう意いしてあった。


「でも、弁当屋の奥さん、やけに気き前まえが良かったわね。『今日の分のお代』って、何か勘かん違ちがいでもしてたのかしら？」


「そう言えば、商しよう店てん街がいでも散さん々ざん声をかけられました。それもお礼ばかり――」


「……ひょっとして、いままでの苦く労ろうが報むくわれてる？」


「まさか。この辺の人々は、もっと現金ですよ。しかし……それだけにわかりませんね」


　二人は首を捻ひねりつつ、急ぎ足のまま小屋へと帰った。


　ドアを開ける。


　しかし、予想に反はんして、二人を出で迎むかえたのはコタロウの怒ど鳴なり声ではなく、可愛かわいらしいいびきだった。


　一いち応おう二人を待つつもりはあったらしい。玄げん関かんのドアと向き合うように椅子を置き、バウワウを抱だきしめながら、コタロウはこくりこくりと眠ねむっていた。


「……あれま？」


「なんだ。ふふ。あんなに怒おこっていたくせに、だらしのない奴やつですね」


　寝ね顔がおだけ見ていれば、昨日の癇かん癪しやくや今日の我わが儘ままが噓うそのようだ。ジローとミミコは思わず肩の力を抜いた。


「そういやこの子、昨日はほとんど寝てなかったわ」


「このまま寝かしておきますか。せめて寝しん室しつに運んでやりましょう」


　ジローが弁当をミミコに渡し、寝入っているコタロウを抱き上げる。


　そして、ぎょっとした。


「ミ、ミミコさん。明かりを！」


「え？　どうしたの？」


　ミミコが部屋の明かりを点つける。そしてぽかんと口を開けた。


　部屋のテーブルからこぼれるほどに積まれているのは、様さま々ざまな「差し入れ」の数々だった。山のような売れ残りのパンに、タッパに入った夕食のお裾すそ分わけ。他にも、米や野菜、古ふる着ぎやトイレットペーパー。床に大たい量りように散ちらばっているのは、ハンバーガーの包つつみ紙がみらしい。ケチャップのあとが付いていた。


「こ、これってまさか、依頼の報酬？」


「しかしこんなに大量に……こいつが全部片かた付づけたのですか？」


　呆ぼう然ぜんと顔を見合わせる二人。


　そんな兄とミミコに挟はさまれたまま、コタロウはむにゃむにゃと寝言を口にする。


「――『留守番』って、いいかも――」




インターミッション２







「……風の便りに不ふ吉きつな噂うわさを聞いたの」


「奇き遇ぐうですね。私も、嫌な胸むな騒さわぎのする風聞を小こ耳みみに挟はさみまして」


　小屋の外、ビルの屋上。ジローとミミコは、なぜか人目をはばかる様子で、ひそひそと意味ありげな台詞せりふを交わした。


「実は……最近、三人の部下を引き連れた『何でも屋』がこの辺あたりを荒あらしてるって……」


「はい。まだ若い……というか、ぶっちゃけ子供だとか……」


「部下は三人とも女の子で……一人はどうやらダンピール」


「報ほう酬しゆうはたいてい食べ物。中でも、お菓か子しかケチャップバーガーが人気」


「付いたあだ名が……」


「……『プリンスＫ』」


　二人はマジマジと互いの顔を見み合あわせた。そこに、


「あれー？　二人とも、こんなとこで何やってるの？」


　小屋から出てきたコタロウに、二人はぎくりと背中を強こわ張ばらせた。


「こ、これは、コタロウ。いい夜ですね」


「ん？　うんまあ、そうかな？　曇くもってるみたいだけど」


「コ、コタロウ君？　何か電話してたみたいだったけど、もういいの？」


「うん。ちょっとねー。なんか、みんな留る守す電でんになって出てこないんだ。たるんでるなあ。一回、ぴしっと締しめなきゃ駄目だなあ。もうっ」


　と、口を尖らせたコタロウが、突然「そうだっ」と目を輝かせた。


「あの三人じゃ頼りないから、今度はセイにも手伝ってもらおう！　ぼくの『力りき量りよう』があれば、セイもきっと助けてくれるよね。そうそう、ゼルマンさんにもお願いできるかな？　ゼルマンさん、いまどこにいるんだろ……」


　空そら恐おそろしい計画を口にしながら、コタロウは小屋に戻っていった。見送ったミミコとジローは、無言で見つめ合い、ため息を落とした。


「……あたしが悪かったのかしら？」


「いえ。私の教育が至いたらなかったのです……」


　二人は、沈ちん痛つうな面おも持もちで眉み間けんにしわを寄せる。


　ヒバリたちから涙の陳ちん情じようメールが届いたのは、その翌日のことだった。









　　第三話　ジロー、二番勝負










　そして、唸るように言った。


「やれやれ。勘かん弁べんして下さいよ」
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　細い雨が降ふっていた。


　ジローは傘かさを差して、雨の夜道を歩いていた。


　こんな日に用事ができるとはついていない。雨は彼の弱点のひとつである。身体からだに浴あびれば皮ひ膚ふが焦こげるのだ。


　幸さいわい雨あま脚あしは弱かったので、ジローはなるべく濡ぬれずに済すむように、そろりそろりと歩いていた。ミミコなどが見れば噴き出しそうだが、痛いたいよりはいい。


　静しずかな夜よるだ。


　街のノイズが雨あま音おとに溶とけて、大地に吸きゆう収しゆうされている。水たまりに映うつる、ぼやけた電でん灯とう。濡れ鼠ねずみになって丸くなる野の良ら犬いぬ。道の傍かたわらに流れる用よう水すい路ろでは、水みな面もで無数の水泡みなわが弾はじけていた。


　ふとジローは足を止めて前方を見た。


　同時に、道みち端ばたの生け垣がきの奥おくから、一人の青年が姿を見せた。


　雨のせいで、そこにいることに気がつかなかった。青年はジローを見ると、軽く頭を下げた。傘は差していない。代わりに、腰から刀かたなを提さげていた。


　雨はしとしとと降り続いている。


　ジローは無む言ごんで青年を見つめた。しばらくそうして、彼の出方を待っていた。


　やがて青年は、口を開けた。


「望もち月づきジロー殿どのですね」


　澄すんだ、綺き麗れいな声だった。


　どうやら自分を知っているらしい。ジローは多少困こん惑わくしつつ、


「はい」


　と素す直なおに返事をした。


「一いつ手て、手合わせ願ねがいたい」


「はい？」


　思わぬ申し出に、ジローはぽかんとする。


　青年はいたって平へい静せいだ。要よう求きゆうを告つげたきり口を閉ざし、じっとジローの返へん答とうを待っていた。


　脳のう裏りを過よぎるものがあった。


　まさかと思うが……


　ジローは少しの間青年を見み据すえてから、


「お断ことわりします」


　と言って、彼の隣となりを通とおり抜ぬけた。


　一応警けい戒かいはしたが、青年から殺さつ気きの類たぐいは感じなかった。


　刀を持じ参さんしている以上、冗じよう談だんとも思われない。が、少なくともジローが承しよう諾だくするまでは、一方的に仕し掛かける気はないらしい。


「お願いできませんか？」


「はい。駄だ目めです。お断りします」


「どうして？」


「あなたと立ち合う理り由ゆうがありません」


「私が頼たのむだけでは足りませんか？」


「そうですね。足りませんね」


「私では役やく者しや不ぶ足そくだと？」


「さあ、どうでしょう。とにかく私はあなたと戦う気はありません」


　ジローは歩き去りながら、淡たん々たんと返事をする。青年は追おって来なかった。ジローは密ひそかに安あん堵どした。


「余よ計けいな厄やつ介かいは望のぞまないということですか？」


「そう。その通りです」


「それは――」


　青年がジローの背中に向けて、よく通る声で尋たずねた。


「あなたが吸血鬼ブラツク・ブラツドだからですか？」


　ジローは足を止めた。


　さて。


　こうなっては無む視しもできない。特とつ区くは人と吸血鬼の共きよう存ぞんする都と市しだが、あくまでもそれは伏ふせられた事実なのだ。


　ジローは傘を差したまま、肩かた越ごしに青年を振り返った。


　眉まゆ根ねを寄せてぼやく。


「困こまりましたね」
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　鋭するどく真まっ直すぐに打ち込まれた剣けんは、しかし、鮮あざやかに返された。


　たたらを踏ふむ青年に、ジローの切っ先がするりと迫せまる。青年は全力を挙あげて、ジローの一いつ刀とうを下から掬すくい上げた。


　身体を開きつつ距きよ離りを置く。距離を置きつつ間ま合あいを計はかる。


　流れるように足を運はこび、青年は剣を構かまえ直した。相手の動きを牽けん制せいするために、切っ先をゆらゆら漂ただよわせる。


　対たい照しよう的てきに、ジローはあまり動かない。


　雨は小こ降ぶりになっていたが、それでもジローの身体からは、薄うすい白はく煙えんがあがっている。流りゆう水すいは彼の弱点。皮膚が焼けているのだ。もっとも、ジローは軽く顔をしかめているだけで、彼が負おっているダメージは測れない。


　ジローは両手に持った刀を、軽かるく腰こしのあたりで構えていた。余よ分ぶんな力みはどこにもなく、だからこそ隙すきが見み出いだせない。


　青年がまなじりを決した。


　漂っていた剣先が、ぴたりと狙ねらいを定めて止まる。止まった瞬しゆん間かん足を踏み出し、ジローの間合いへ全身で斬きり込んでいく。


　激はげしい気合いとともに、渾こん身しんの一いち撃げきを繰くり出した。


　ジローは刃は先さきをぎりぎりまで引き付けて回かい避ひ。青年もそれは読んでいた。振り下ろした瞬間身体を捻ひねり、避よけたジローへ横よこ薙なぎの一撃。


　しかし、そこにジローはいなかった。フェイントだ。あっ、とさらに反はん転てんしようとしたが、それより速くジローの刀が青年の刀を弾はじき飛とばしていた。


　青年が地面に両膝を落とす。ジローの切っ先が青年の首くび筋すじに当てられた。


「……見み事ごと」


　青年は言った。剣を弾かれて痺しびれたらしい。手が小こ刻きざみに震ふるえている。


「驚おどろいた。吸血鬼というからには、もっと獣けものじみた強さを想像していたのに……まさか剣で敗やぶれるとは。あなたは凄すごい剣士だ」


　負けた青年の目には、恐きよう怖ふはおろか敵てき意いすらなかった。ジローの技ぎ量りように対する純じゆん粋すいな敬けい意いがあるだけだった。首に当てられた刃やいばさえ気にならない様子である。


　ジローは自分に向けられる感かん嘆たんの視し線せんを、冷さめた眼まな差ざしで見返していた。それから不ふ意いに刀を引き、刀とう身しんを濡らした雨あま粒つぶを飛とばして、鞘さやに収めた。


　青年が目を丸くして、


「殺さないのですか？」


　ジローは彼の問いに肩を竦すくめ、驚おどろく彼に背せ中なかを向けた。


「……これでわかったでしょう。二度と近づかないで下さい」


　そう言い残し、ジローは青年を置いたまま、その場を立ち去った。


　いつしか雨が上がり、空には月がのぞいていた。
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「表おもての傘が濡れてたけど、ジローさん昨日きのうどこか行ってたの？」


「ええ。ちょっと野や暮ぼ用ようで」


「珍めずらしいわね。雨の日に」


　からりと晴れた宵よいの口くち。ジローとミミコは並ならんで夕食の買い出しに出ていた。


　二人が暮らすのは第二地区セカンド・ヤードの外はずれである。寂さびれた場所の一番奥で、周まわりには店がない。少し離はなれた商しよう店てん街がいまで歩かねばならないのだが、今日は色々買い込む予定なので、荷に物もつ持ちでジローがついてきたのだ。


　普ふ段だんなら荷物持ちはコタロウの役やく割わりである。ただ、最近コタロウは留る守す番ばんに凝こっていて、今日もお出かけより留守番がいいと言い張った。それで、まあたまにはいいだろうと、代わりにジローがミミコに同行したのだった。


「ジローさん、何が食べたい？」


「私はなんでも。ワインがあれば」


「ちぇ。張り合いがないわね。コタロウ君はコタロウ君で、いつ聞いてもケチャップ味あじのリクエストばっかだし」


　ミミコは兄弟の食習慣を愚ぐ痴ちると、買い物袋を提さげた腕うでを組んで、「うーん」と頭を悩なやまし始めた。彼女の半はん歩ぽほど後ろに続きながら、ジローはのんびりと景け色しきを眺ながめていた。


　と、急にジローが歩ほ幅はばを広げ、ミミコの前に出た。


「え？」


　とミミコも足を止める。


　すると、前方から一人の青年が近づいて来るのが見えた。


　年の頃ころは二十前後。少なくとも外見上はジローと同年代に見える。姿し勢せいがいい。白い胴どう着ぎのような服を着ていて、背せ筋すじが真まっ直すぐに伸のびていた。


　しかし、何より目を引くのは彼が腰に下さげた刀である。ミミコは刀を持って出歩く人物を、ジロー以外で初めて見た。


「知しり合あい？」


「……いささか」


　二人が小声でやり取りする間に、青年はこちらに向かってきた。


　互たがいに神しん経けいを尖とがらせる間合いまでは近ちか寄よらず、ジローにぺこりとおじぎをした。


「昨さく夜やは失礼しました」


「またですか？　はっきり言ったはずですよね？　近づくな、と」


「聞きました」


「なら」


「私はうんとは言っていません」


　平然と言う青年に、ジローは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。後ろに庇かばわれた形のミミコが、きょときょとしながら二人の顔を見み比くらべている。
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　青年はミミコのことは気にせず、


「お願いします」


　とジローに頭を下げた。


「決着をつけたいのです」


「私はそうは思いません」


「どうか」


「駄だ目めです」


　真しん摯しに懇こん願がんする青年に、ジローの態たい度どはにべもない。


　ミミコがちょんちょんとジローの背中をつつき、


「ねえ。ひょっとして試し合あいを申し込まれてるの？」


　どことなく興きよう味み津しん々しんだ。ジローはいよいよ渋しぶい顔になった。


「試合というか、斬きり合あいを、です」


「でもあの人、人間じゃない？」


「はい。しかも私のことはよくご存じのようです」


「吸血鬼だってことを？」


「ええ」


　それを聞いてミミコも難むずかしい顔になった。


　人の身でありながら、そうと知りつつ吸血鬼に試合を挑いどむというのは、相当の変わり者だ。それに、ジローの正体を周りに言いふらされると、ミミコとしても大変迷めい惑わくする。


　ミミコは改あらためて青年の顔を見た。


　純じゆん朴ぼくそうな好青年なのだが、なるほど融ゆう通ずうは利きかなそうである。こういうタイプは、調ちよう停ていするのも難むずかしいのだ。


　眉まゆ根ねを寄せてぼやく。


「困ったわね」
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　またしても、場所を移しての勝しよう負ぶとなった。


　ジローにすれば実に不ふ本ほん意いな勝負であるが、青年はやる気満まん々まんだった。戦いが開始するやいなや、最初から全力で斬りかかってきた。


　次から次へと繰くり出される青年の斬ざん撃げきは、どれも鋭するどく、重たかった。昨日刃やいばを交わした時点でわかっていたことではあるが、この青年、年に似に合あわぬ相当の手て練だれだ。


　しかし、それはあくまで人間としてのレベルである。転てん化かしたばかりの未み熟じゆくな吸血鬼を相手にするのならともかく、ジローのように歳さい月げつを重ね、しかも剣けん術じゆつを身に付けた吸血鬼を相手にしたのでは、そもそもお話にならなかった。


「いい加か減げんにしませんか」


「なんのっ。まだっ。まだ！」


「まったく……」


　互いの力りき量りようの差さぐらい、青年ほどの腕うで前まえがあればわかっていて当然のはず。なのに、青年は諦あきらめるということを知らず、力ちから尽つきるまで幾いく度ども幾度も、ジローに向かって剣を振ってきた。


「しつこい人間もいたもんです」


　とジローはうんざりつぶやいた。


「くそっ。なんという刀かたな捌さばきだ」


「これはどうも。もったいないですね」


「感心します。あなたは本当に、大した剣士だ」


「それは昨日も聞きました」


「いくぞ！」


「……やれやれ」


　電でん光こう石せつ火かの斬撃を、ジローはそよ風のようにさらりと躱かわす。試ためしに一刀打ち込んでみれば、青年は見み事ごとにこれを受ける。


　やはり大した腕だった。達たつ人じんと言っても過か言ごんではない。


「あなたは強い」


「なに？」


「十分に強い。私が認みとめてあげます。ただ、私とあなたは違うのです。この意い味み、わかりますよね？」


「……いいえ。私もあなたも違いはない。剣士として、同じ土ど俵ひようにいる」


「馬ば鹿かなことを」


　ヌッとジローの口元から牙きばがのぞいた。


　両目が怪あやしい光を放つ。青年が呻うめき声を上げた。視線を介かいして、身体の動きを奪うばわれたのだ。


　青年の動きを奪ったまま、ジローは無む造ぞう作さに彼に近ちかづいた。


　ビュ、と愛あい刀とうを一いつ閃せんさせる。青年の前髪が、はらりと切り落とされた。


　ジローが拘こう束そくを解とくや、青年はその場にくずおれた。


　肩を大きく上下させて、荒あらい息を繰くり返す。ただでさえ疲ひ労ろうが溜たまっていたところに、さっきの魔ま術じゆつで肝きもを冷やされたのだろう。


「まだあります」


　そう言って、ジローは青年に手を伸ばした。青年はとっさに避けようと反応したが、ジローは強ごう引いんに彼の首もとをつかんだ。


　吊つるし上あげ、そのまま頭上に放ほうり投なげる。


　青年の身体が宙ちゆうに舞まった。落らつ下か寸すん前ぜんに、ジローは彼の身体を念ねん動どうで支ささえて地じ面めんに落とした。


「いかがです？　人間風ふ情ぜいが――身の程ほどを弁わきまえましたか？」


　殊こと更さら酷こく薄はくな口く調ちようで、ジローは青年を嘲ちよう笑しようした。さすがに青年も血ちの気けをなくしている。ジローの台詞せりふにも答えられない。


　今度こそ懲こりただろう。そう思い、ジローは剣を収おさめた。


「これっきりにして下さい。よろしいですね？」


　そう告つげて、ジローは青年に背中を向けた。


　ところが、


「……まだ、うん、とは言ってませんが？」


　ジローの足が止まる。


　振り返ったジローの顔は怒いかりや苛いら立だち以上に、呆あきれ返っていた。
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　また雨が降ふっていた。


　先日の雨より強い。間かん断だんのない雨音が、ジローたちの暮くらす小こ屋や全体を包つつんでいた。河かわの底そこにでもいるようで、ジローとしては落ち着かない。


「兄あに者じや。あの人、また来てるよ」


　弟の台詞を聞いて、銀ぎん刀とうの手入れをしていたジローは、がっくりとうなだれた。


「……どこです」


「屋おく上じようの隅すみっこ。びしょ濡ぬれで正せい座ざしてる」


「なんとまあ……時代錯さく誤ごな男ですね。あんなの、私が生まれたときだって、そうはいませんでしたよ」


　手入れを中ちゆう断だんして、ジローが腰を上げる。しかし、別に中断する理由はないではないかと気がついたように、もう一度座すわり直した。


　コタロウが小こ首くびを傾かしげ、


「兄者、行かないの？」


「ええ」


「えー。なんで？　ミミちゃんから聞いたよ。あの人、兄者に挑ちよう戦せんしに来てるんでしょ？　なのに相手してあげなくていいの？」


「いいんです。戦たたかう理由なんて、どこにもないんですから」


　ジローは澄すまし顔で言ったが、コタロウは納なつ得とくできないようだった。


「それは違うよ、兄者！　戦せん士しがより強い戦士との戦いを求めるのは、自し然ぜん界かいのセツリだよ！　戦士たちは戦いの中で相手を理り解かいし、強敵トモになっていくんだからっ」


「……今度はなんのマンガを読んだんですか？」


「でもでも、わざわざ訪たずねてきてくれてるのに、放ほうっておくのはかわいそうだよ。雨に濡れてるんだよ？　せめて中に入れてあげればいいじゃない」


「必ひつ要ようありませんよ。向こうが勝手にやっていることです」


　ジローはきっぱりと告げ、銀刀の手入れを再さい開かいした。「兄者、つめたい」とコタロウが口を尖とがらせる。


　それからも、コタロウはなんとか兄を説せつ得とくしようと試こころみたが、結けつ局きよくジローは取り合わなかった。


「もうっ。兄者のいくじなしー」


　べー、と舌したを出して、コタロウが部へ屋やを出て行った。ジローは何も言わず、黙だまって手入れを続けている。


　やがて作業が終わると、ジローは愛あい刀とうを鞘さやに戻した。


　ちらりと窓まどの外を見る。


　外は夜。漆うるしを溶といたような、真まっ暗くらな闇やみに覆おおわれている。


　雨はまだ降り続いていた。ジローは軽くため息を落とした。


　その日の夕食は鮭さけのバター焼きだった。


　ジローは美お味いしくご馳ち走そうになったが、ケチャップで味を調ととのえようとしたコタロウは、ミミコに大おお目め玉だまを食らった。


　食事のあとは、三人とも思い思いのことをして過ごす。一応事務所は開けているが、吸血鬼相手の商しよう売ばいだけに、雨の日は客はまず来ない。ジローのようにダメージを負おう吸血鬼は少ないが、多くの血けつ統とうにとって、やはり流りゆう水すいは苦手なものなのだ。


　暇ひまな時間を利用して、ミミコは仕事の帳ちよう簿ぼを整えた。コタロウはテレビで時じ代だい劇げきとバラエティを観みる。ジローは本や新聞――近所でもらう数日前の物だが――に目を通し、コタロウのあとでニュース番組にチャンネルを合わせた。天気予よ報ほうによると、雨は夜や半はん過すぎには止やむらしい。明日の夜は、晴れ。星空が見えるでしょう、と天気予報士はにこやかに約やく束そくした。


　ミミコが入にゆう浴よくを済すませるころには、コタロウは欠伸あくびを嚙かみ殺すようになり、そのまま寝ね床どこへ引っ込んだ。


　ミミコは歯を磨みがき、恒こう例れいのダイエット運うん動どうを済ませたあと、最近ハマっているクロスワード・パズルに挑ちよう戦せんして、なんとなく時間を潰つぶしていた。


　そのうち、ミミコはふらりと部屋を出て行った。


　ほどなくして戻ってくると、


「雨、止やんでたわ」


「……外を見てきたんですか？」


「うん」


　と、またテーブルでクロスワード・パズルの雑ざつ誌しを開けた。ちなみに、この雑誌も貰もらい物だ。


　ジローはしばらく黙だまってテレビを観ていた。


　が、結けつ局きよくはミミコを振り返り、


「ミミコさん。あの――」


「まだいたわよ」


「…………」


「一応、傘とおにぎりを差し入れしといたわ。もっとも、傘の方はいらないって断ことわられたけど」


「……ご迷めい惑わくをおかけします」


「どういたしまして」


　ミミコは顔を上げてにっこり笑った。


「それで？　どうするつもりなの、ジローさん。あれは、相当な難なん物ぶつよ？」


「どうすると言われても……私はどうする気もありませんよ」


「じゃああたしは、明日あしたも明後日あさつてもおにぎりを握にぎらなきゃいけないのかな？」


「……握らなければ良いではないですか」


「ほんとに？　あの人、ほっとくと飢うえ死じにするまで正せい座ざしてるかもよ？」


「…………」


　ジローは目を閉とじ、長々と嘆たん息そくした。本気で参まいっている。ミミコはそんなジローを見て、クスクス肩を震ふるわせた。


「マンガの外そとにもいるのね。あんな人。武ぶ芸げい者しやっていうのかしら。剣けん術じゆつ家か、かな？」


「単なる馬ば鹿かですよ。愚おろか者ものです」


「そう？　あたし思うんだけど、昔々はジローさんも、似にたようなものだったんじゃない？」


「何を根こん拠きよに」


「そうね。なんていうか……刀提さげて外歩いてても、違い和わ感かんがないのよ。二人とも。そういうのって、染しみついてるからじゃない？　ジローさんの言う、『馬鹿』とか『愚か』が」酷ひどい言いようである。ただ、ミミコの口く調ちようには優やさしいものがあった。ジローも渋じゆう面めんになりつつ、言い返すことができない。


「前にも聞いたけど、ジローさんはお祖じ父いさんに剣術を教わったんだよね」


「はい。示じ現げん流りゆうという流りゆう派はです。もっとも月下に身を置くようになってからは、それ以外にも様さま々ざまな剣を学まなびました」


「剣術が好きだったんだ」


「いまでも嫌きらいではありませんよ。ただ……そうですね。昔は、好き嫌い以前のものでした。『剣』は己おのれの骨こつ格かく。本気で――というより、当たり前のように、そう思っていましたから」


　言いながら、ジローの視線が壁かべ際ぎわに移い動どうする。


　壁には彼の愛刀が立てかけてあった。実を言うと、手て入いれをしたのは久ひさしぶりだ。認みとめたくはないが、あの青年と出会ったあとで、なんとなくそんな気分になってしまったのである。


「お祖父さん、厳きびしかったの？」


「それはもう、鬼おにのようでした」


「ジローさんがコタロウ君をしつけるよりも？」


「比べるも愚かです。私はつくづく自分を甘あまいと思いますよ。当時を振り返る度たびにね」


　それは凄すごい、とミミコは思った。話半分だとしても、ジローの子供時代は相当悲ひ惨さんだったに違いない。


「でもさ。てことはやっぱり、ジローさんだって筋すじ金がね入いりの剣術家なんじゃない。どうしてそんなに試合を嫌いやがるの？　負けるわけないし。真しん剣けん勝しよう負ぶだとしても、ジローさんなら命を奪うばわなくても勝てるでしょ？」


「知れたこと。私は平和を愛する吸血鬼ですから」


「いやいや。ちゃんとした理由を聞いてるの」


「…………」


　真ま顔がおで聞き直すミミコに、ジローは一いつ瞬しゆん、ムッとした目つきになった。


　それからごにょごにょと、


「……また次、なんてことは、懲こり懲ごりだからですよ」


「え？　どういうこと？」


「なんでもありません」


　そう言うと、ジローは口をつぐみ、それ以上の答とう弁べんを拒きよ否ひする姿し勢せいを取った。


　少しへそを曲まげているらしい。こっちもこっちで難なん物ぶつである。まあ、単たん純じゆんなところもあるのだが。


「まあいいわ。それじゃ、今日は何事もなさそうだし、あたしもう寝ねちゃうわね」


「わかりました。お休みなさい、ミミコさん」


「ねえ」


「はい？」


「決心ついたら、あたしも見てていい？」


　部屋を出かけたところで振り返ったミミコが、見透かすような視線をジローに投なげている。


　ジローは投げやりに、


「ご自由に」


「ふふ。楽しみ。ガンバってね、剣士さん」


　ミミコがドアの向こうに消える。


　ジローはしばらくむすっとしていたが、やがて小さく、


「――またですか」


　とぼやいた。
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　雨が止やんだ。青年は大きく深しん呼こ吸きゆうをし、身体一いつ杯ぱいに雨上がりの外気を取り込んだ。


　空を見上げる。


　黒々とした分ぶ厚あつい雲が、遥はるか上空で蠢うごめいていた。この辺あたりは人工の光がないため、夜空が美しく見える。


　これから明け方にかけては、さぞ冷ひえ込こむだろう。濡れた身体からは体温と共に体力が失うしなわれていく。


　しかし、この程てい度どのことは日ひ頃ごろの修しゆ行ぎようで慣なれていた。青年はもう一度深呼吸をし、目の前の小屋を見つめた。


　廃はいビルの屋上に、ぽっかりと建てられた小屋。ずいぶん変わった場所ではあるが、そこには生活のにおいがある。明かりが消えて、すでに数時間が経たっていた。あれからは物音もなく、小屋は沈ちん黙もくに包つつまれている。


　望月ジローも眠っているのだろうか。いや。彼は吸血鬼だ。日が昇のぼらぬうちは、まだ起きているに違いない。しかし、どれだけ意い識しきを集中させても、小屋から彼の気配は感じ取れなかった。


　目を閉じ、一昨日おとといから見てきた彼の動きを脳のう裏りに浮うかべる。


　道を歩くときのちょっとした足あし捌さばき。立ち止まるときの繊せん細さいな重じゆう心しん取どり。少女を庇かばうときの絶ぜつ妙みような身のこなし。


　人と吸血鬼は違う。彼が諭さとした台詞せりふが、青年の胸に重くのしかかる。確たしかにそうだ。だが、一方ではやはり同じだと思う。戦う意い味みは、あると思う。


　胸中を渦うず巻まく葛かつ藤とうが、ひとつひとつ決着をつけていく。これまでも戦いの前に度たび々たび繰くり返かえしてきた儀ぎ式しきのひとつだ。


　そして、彼の中で、熱ねつし、鍛きたえられた決意が、ひと振ふりの刀身となって冷ややかな輝きを取り戻すのを確かく認にんすると、青年は閉とざしていた目ま蓋ぶたを開けた。


　眼がん前ぜんにジローが立っていた。


　青年は目を見開いたが、身動きは取れなかった。


　いつの間に近づき、いつからそこにいたのか。気配などまったくの皆かい無むだ。これが吸血鬼。全身に鳥とり肌はだが立った。


　しかし、それも数すう瞬しゆんのこと。


　青年はぐっと奥歯を嚙かみしめた。


　胸を張り、背せ筋すじを伸のばす。驚きよう愕がくと、認みとめざるを得えない恐きよう怖ふ。そして、その他の雑ざつ多たな感かん情じようを、心の奥へ押しやった。


　正座したまま、ジローを見上げる。


　彼の目を、正面から見つめ返した。


「明あ日す」


　とジローが言った。


「……え？」


「明日の夜にしましょう」


「――！」


　ジローはそれだけを告げると、足音を立てずに小屋へと戻っていった。


　青年はジローの背中を見送り、やがて深く頭を下げた。
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　ご自由に、なんて気楽に言った自分が、返す返すも恨うらめしい。


「ジロー！　頑がん張ばって！」


「どうした、ジロー。剣が止まって見えるぞ」


　ひと振りするごとに応おう援えんと野や次じが飛ぶ。集中を乱されること甚はなはだしい。そして、やりづらいこと、この上ない。


　一方、青年は気き合あい十分だ。


　戦いの前には、これが最後、とはっきり告げたし、青年も今度は、はい、と応じた。


「本当に、本っ当に、これが最後ですからね？　次は絶ぜつ対たいなしですよ？」


「真剣勝負の最さい中ちゆうですよ！」


「だから確認してるんじゃないですか」


　青年の剣が鋭するどく弧こを描えがいた。


　正直ジローは舌したを巻まく思いだ。剛ごう剣けんである。しかも柔じゆう軟なんだ。これなら鉄をも切れるだろうし、水中の魚ぎよ鱗りんも捉とらえられるだろう。


　だが、吸血鬼を倒すことはできない。


　ジローが、どんっ、と踏み込んだ。


　全身から発する気き迫はくが、爆ばく風ふうのように青年を襲おそう。動きが鈍にぶったところへ、上じよう段だんからの斬ざん撃げき。


　青年は辛からくも逃にげた。思わず感心する。この青年は、本当にやる。


　青年の反はん撃げき。


　避よけた体たい勢せいを立たて直なおすのではなく、クルリと独こ楽まのように身体を反転し、


「ぃやあっ！」


　とジローを横よこ薙なぎに斬きり付けた。


　ジローの剣がこれを弾はじく。弾きつつ刀身を捻ひねり、相手の二にの太た刀ちを封ふうじ込こめる。


　剣を引いて、突つき。青年が躱かわして小こ手て。柄つかを放してやり過ごす。片手に持った剣を青年の鼻先へ。


　参まいったな、とジローは笑う。


　楽しんでいる。昨日仲間に指し摘てきされた言葉が思い起こされた。


　やはり、自分は根っからの剣士なのだ。


　達たつ人じんと交わす剣が、こんなにも楽しい。


　だが、剣士だからこそ――剣の腕を競きそい合うからこそ、募つのる苛いら立だちが存在する。これこそが、人と吸血鬼との違いだ。


　どれほど見事な太た刀ち筋すじだろうと、どれほど鋭えい利りな斬撃だろうと、青年の剣はジローの目に、あまりにも遅かった。そして、あまりにも軽かった。


　ジローがほんの少しでも本気を出せば、たちまち彼は死んでしまうのだ。


　それがもう、何度も何度も。これでいったい、何度目だ？


　じれったい。


「……ったく……」


　青年が剣を頭上に掲かかげた。
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　踏み込む。裂れつ帛ぱくの気合い。


　ジローはそれをこちらから受けに行き、そのまま力ちから尽ずくで弾き飛ばした。


「セエアアアァァァッ！」


　ジローの愛刀が火を噴ふいた。


　人には決して太刀打ちできない、圧あつ倒とう的てきな一撃。その一撃は、剣を失った青年の横をすり抜ぬけ、足あし下もとの大地に長々と亀き裂れつを入れた。


　衝しよう撃げきに煽あおられて青年が吹き飛ぶ。


　ジローは彼を慌あわてて念ねん動どうで捕つかまえ、地面の上にそっと落とした。


　決着がついた。ジローの勝ちだ。


「……ジロー？　ちょっとやりすぎじゃない？」


「人間相手だぞ？　何を熱あつくなってるんだ、君は」


　見物していた旅の同行者たち――どちらもジローより遥はるか年長の吸血鬼だ――から、少し呆あきれた声がかけられた。ジローはむすっとへそを曲まげながら、ぶっきらぼうに「すみません」と謝あやまった。


　そして、まだ燻くすぶり続ける鬱うつ憤ぷんをのみ込み、青年の方へと歩み寄っていった。


「……さあ、今度こそ、わかったでしょう。あなたは強い。しかし、私には――吸血鬼には敵かなわない。それが現げん実じつです」


　さすがの青年も、今度ばかりはうなだれたまま言葉がなかった。


　視線は大地を横切る亀裂に釘くぎ付づけになっている。「なるほど」と小さくつぶやき、改あらためてジローを見つめた。


「わかりました。私の負けです。私はあなたに勝てない。認みとめます」


「……結けつ構こう」


「ご指し導どう、ありがとうございました」


「…………」


　ジローはじっと青年を見つめた。


　急に、彼が羨うらやましくなった。


　彼には迷いがない。剣の道に生き、すべてを剣に捧ささげている。そのことを誇ほこりにしている。あるいは自分も、吸血鬼に転化することがなくば、このような人生を生きたのかもしれない。


　自然と微び笑しようが込み上げてきた。いい試し合あいだった。そう思えた。


　ジローは青年に背中を向け、仲間の元へ歩き始めた。


　が、


「でも、次は勝ってみせます」


「……はい？」


　振り返る。青年は冗じよう談だんを言っている風ではなかった。しかし、なら何を言っているのかは、よく理り解かいできなかった。


「……あなた、いま負けを認めましたよね？」


「はい。私は」


「これで最後だと承しよう知ちしましたよね？」


「はい。私は」


「ならっ」


「ですから、次はきっと私の代わりに――」
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「いえーいっ！　兄者の勝ちー！」


「……ていうか、最後のは少し大人気おとなげないのでは？」


　コタロウが歓かん声せいを上げ、ミミコは強こわ張ばった笑いを浮かべる。


　ジローはむすっとへそを曲げながら、ぶっきらぼうに「すみません」と謝った。


　そして、まだ燻り続ける鬱憤をのみ込み、青年の方へと歩み寄っていった。


「……さあ、今度こそ……今度こそ、わかったでしょう。あなたは強い。あなたの父親も強かった。それはそれは、どちらも大した腕うで前まえでしたよ。しかしそれでも、私のような吸血鬼には敵わない。それが、今も昔も変わらない、歴れき然ぜんたる現実です」


　青年はまだ衝しよう撃げきが冷さめやらぬ様よう子すだった。視線は、真まっ二ぷたつになり崩くずれ落おちた、ビルの外がい壁へきに釘付けになっている。「確かに」と小さくつぶやき、改めてジローを見つめた。


「わかりました。父の言っていた通とおりだ。あなたは素す晴ばらしい剣士であり、そして強大な吸血鬼だ。私は私の負けを認めます。ご指導ありがとうございました」


「……結構」


「しかし――！」


「……まだ何か？」


「次は、負けません」


「…………」


　ジローが暗あん澹たんとして天を仰あおぐ。青年は強い光を瞳に灯ともし、ジローの前で正座した。


「父も、また私も果はたせなかった悲ひ願がんを、私は我が子に託たくしてみせる。私の子が負けたなら、孫まごに。孫が負けたなら、その子供に。剣の道に限かぎりなどありません。いつの日か、必ずあなたを満足させる剣士を、あなたの元に送り届とどけましょう。あなたほどの方が一族代々の剣を見守ってくれるのならば、これほど素晴らしいことはない」


「…………」


「望月ジロー殿。あなたに会えて良かった。遠い未来にあなたの元を訪おとずれるであろう剣士を、どうかよろしくお願いします」


　そう言って、青年はジローに向かい、深ふか々ぶかと頭を下げた。


　ジローは銀刀を右手でぶら提げ、左手を夜空に振り上げて――


　ぺちん、と額ひたいを叩たたいた。





　そして、唸うなるように言った。




インターミッション３







「いいだろう。今日の稽けい古こはここまでだ」


「……あ、ありがとう……ございました」


　息も絶たえ絶だえとなった少年に、父親は満足げに頷うなずいた。「少し休め」と水の入った水すい筒とうを差し出すと、少年は礼を言うのも忘れてのどの渇かわきを癒いやした。


　父親の視線が柔やわらかくなる。親の欲よく目めを抜きにしても、この子は自分より筋すじがいい。最近では、生なま意い気きなことを口にするようになったが、一方で性しよう根ねも据すわってきたようだ。気がつけば、あるいはこの子なら、と思っている自分がいる。


　父親は自らに苦笑して首を振ふった。息子はまだ若い。というより、幼おさない。気が早いにもほどがあるだろう。素そ質しつや才能とは別に、人はどのようにでも成長する――できるものなのだ。先のことはわからない。


　しかし、それでもこの子が、このまま真まっ直すぐに育ってくれれば、あるいは――


「父上」


　水を飲み干ほしてひと息つけたのか、少年は父親を見上げて声をかけた。


「あの話を聞かせてください」


「なんだ？　この前話したばかりじゃないか」


「いいでしょ。それでも聞きたいんです。その吸きゆう血けつ鬼き剣けん士しは、そんなに強かったのですか？　父上とその剣士との仕し合あいは、いったいどんな風だったのです？」


　少年の顔は真剣そのものだ。強い好こう奇き心しんと淡あわい憧あこがれ。この年頃の少年にしかない、純じゆん粋すいな熱ねつ意いが溢あふれている。


　父親は息子の頭に手を置いて、髪を搔かき回した。


　そして、「そうだな」とつぶやき、過去を回想する目つきになった。


「その方はな。黒髪を長く伸のばした、長身瘦軀の青年の姿をしていて……眼光は強く鋭するどいのだが、瞳の色はとても深かった。いつも誰かを護まもっていて、その強い想いが、剣に宿やどっていたよ。孤こ高こうだが、優しい剣だった――」


　父親の言葉に、少年は無む心しんに耳を傾かたむける。


　その日も、話は夜よ更ふけまで続いた。









　　第四話　真夜中の決闘her&his style










　ミミコの左手人ひと差さし指ゆびには、月に一度、必ず絆ばん創そう膏こうが巻まかれていた。


　気にする者はほとんどいないが、それはなぜか、毎月決まって給きゆう料りよう日びの翌日だった。





　……もっとも、それは彼女がまだ、『カンパニー』の調停員コンプロマイザーだったころの話である。
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「こんばんはー……って、あれ？」


　ゴホゴホと咳せき込むように動くエレベーターを四階で降りて、ミミコはフロアの廊ろう下かに出た。


　口にした挨あい拶さつが、尻しり切きれに消える。ミミコは軽く眉まゆ根ねを寄せた。誰かがいる気け配はいがしなかったのだ。


　念のため腕時計を確認する。午後七時五九分。約束した時間の、ほんの一分前だ。


「変ね」


　この雑ざつ居きよビルは、ミミコのお得とく意い様さまである吸血鬼ブラツク・ブラツド、フェイニー・周チヤウとその血族たちの住すみ処かだ。紹介したのはミミコ本人で、『カンパニー』をクビになったあとは、一時期居い候そうろうさせてもらっていた場所でもあった。


　周とは親しい仲だし、勝手知ったる場所でもあるので、ミミコはとりあえず奥に進んでみた。


「……そういや、言ってたっけ。やっとみんなの働き先が決まった、って」


　他の吸血鬼たちは、皆出で払はらっているのかもしれない。しかし、周とは確かに、今日ここで仕事の話をする約束をした。彼女の性せい格かくからして、うっかり忘れるとも思えないのだが……


　どうしようかな、とアヒル口をすぼめながら、ミミコはなんとなく周の個室へと足を向けた。


　と、その足が止まった。


　声が聞こえたのだ。それも、妙みように抑おさえられた、くぐもった声である。


　男の声のようだが、ときおり女性の笑い声も混じっていた。周の個室からだ。ドアが少しだけ開いている。


「周さん？」


　特に疑ぎ問もんも持たず、ミミコはドアに近づいた。


「……らっ。あまり調ちよう子しに……」


「……によぅ。ずっとチラチラ見てるくせに……」


　言い争あらそうような、それでいてクスクスじゃれ合うような声が聞こえた。女性の方は周の声だ。


　ミミコは顔をしかめた。ノックを忘れ、そのまま――


「周さん？　何やって……」


　部屋の真ん中の長いソファに、男女が横たわっていた。


　下になっているのは三十前後の男性で、なかなかのハンサムである。ワイシャツにスラックスという姿だが、そのワイシャツは胸むな元もとが大きくはだけていた。


　一方、剝むき出しになった彼の胸の上で戯たわむれているのは、せいぜい中学生にしか見えない女の子だ。こちらはセーラー服姿――というより半ば下着姿で、男以上にあられもない格かつ好こうだった。


　そんな二人が絡からまり合って横になっているだけでも十分刺し激げき的てきな光こう景けいだ。加えて、男の首筋には嚙かまれた傷痕があり、赤い血が二ふた筋すじ垂たれている。少女は男の首に腕を回し、ネコのように舌を出して、その血を舐なめ取っている最さい中ちゆうだった。


　ミミコがドアを開けた瞬間、部屋の時間は進むのを止めた。


　それぞれがそれぞれの姿勢を保たもったまま、互いの視線を交こう錯ささせる。


　ミミコはドアを閉しめた。


「…………」


　頭の中が真っ白になった。真っ白なのだが、いま見た光景だけは、しかと目に焼き付いて離れなかった。


「いまのは……つまり……その……」


　頰の表面温度が急激に上じよう昇しようする。そのうち、ドアの向こうから、バタバタと物音が聞こえてきた。何をしているかは、おそろしく容よう易いに想像できる。


　試ためしにノック。


「まだ駄だ目め！」


　駄目だそうだ。


　ミミコはコクコクと何度も頷うなずいてから、赤信号は渡ってはいけないと教えられたばかりの幼よう児じのように、以後「駄目」でなくなるまで指一本動かさなかった。


　しばらくして、ドアが内側に引き開けられた。


　立っていたのは男の方だった。スーツ姿だがネクタイはしておらず、髪型も乱みだれている。思わずマジマジと顔を見るミミコに、ばつが悪そうな咳せき払ばらいをした。


「……あー、君？」


「…………」


「通してくれないか？」


「はい！」


　パッと大きく横に退しりぞくと、彼はもう一度咳払いをして、そそくさと廊ろう下かを去った。


「いいわよ～」


　と少女――周が呼ぶ。


　ミミコが部屋に入ると、すでに彼女も身み繕づくろいを終おえていた。


　スカートなのに、行ぎよう儀ぎ悪わるくソファの上で胡座あぐらをかいている。やはり髪型が少し乱れているのが、なんというか、ミミコ的想像力を否いや応おうなく搔かき立たてた。


「お、お邪じや魔ましました……」


「ほんとに。とはいえ、時間を忘れてたのは私の方だしね。ドアをきちんと閉めなかったのも。おかげでちょっと恥はずかしいとこ、見られちゃったわ」


　あまり悪びれた風でもなく、周はちろっと舌先を見せた。さっきの光景が生なま々なましく甦よみがえり、ミミコは一段と赤くなった。


「こ、恋人さん、なんですか？」


「どうだろ？　私は好きだけど」


「でも、いま、ち、ち、血をっ」


「あ、そうそう。そのことだけど、ミミコちゃん、他の人には言わないでね？」


「もちろんです！　わざわざ言いふらしたりは――！」


「そうじゃなくて」


　周は苦く笑しようして、ミミコのオーバーなリアクションに、ヒラヒラと手を振った。


「気がつかなかった？　彼、『カンパニー』の職しよく員いんなのよ？」


「えっ」


　ミミコがきょとんとする。それから、その意味を理解して慌あわてた。


「『カンパニー』の？　ほんとですか？」


「うん。情報部の人」


　言われてみれば、見み覚おぼえがあるような気がする。何しろ、いきなりあんなシーンに出くわしたので、すぐには結むすびつかなかったのだ。


「ほら。私ってば、前に『カンパニー』の情報部に連行されたことがあったじゃない？　誰かさんのせいで？」


「あ、あのときのことは、散さん々ざん謝あやまったじゃないですか」


「とにかく、そのとき私を取り調べたうちの一人が、あいつって訳。なんか、あれ以い来らいちょくちょく会うようになっちゃって……ちょうど同い年だったんで、話が合ったのよね」


「同い年？」


　つぶやいたミミコだったが、すぐに合が点てんがいった。周は見た目こそ子供だが、転てん化かして十五年になる吸血鬼だ。人間として生きた時間を合わせて考えれば、ちょうどさっきの男性と同年代だろう。


「で、でもっ。『カンパニー』の職員は、吸血鬼に血を与えることを禁きん止しされているんですよ？」


「だーから、黙っててねってお願いしてるんじゃない。あいつがクビにでもされたら、さすがに悪いしね」


「はあ……」


『カンパニー』在ざい籍せき中ちゆうならともかく、いまのミミコはフリーの身だ。わざわざ密みつ告こくしようとは思わない。


　ただ、『カンパニー』が職員に対し、血を与えることを禁じているのには訳がある。


　吸血鬼に血を吸われた人間は、非常な快かい感かんを得えることができるのだ。性せい的てき快感に近いもので、度を過ぎれば、その快楽に溺おぼれてしまう。「供血中毒デイナー・ホリツク」と呼ばれる症しよう状じようだった。『カンパニー』の規き則そくは、それを予よ防ぼうするためのものなのだ。


　もっとも、その辺の事情は、周も先せん刻こく承しよう知ちしているらしい。


「ちゃんとセーブしてるわ。心配いらないわよ」


　とミミコにウィンクしてみせた。


「ミミコちゃんだって、ジローさんとずっと一緒にいるけど、ちゃんと平気でいるじゃない。ねえ？」


「うえっ!?　いや、あ、あたしは、そんな……」


　ミミコが思わず口くち籠ごもるのを見て、周は「ん？」と眉をひそめた。


「まさかミミコちゃん。すでに結構……」


「ち、違います！」


「ほんとに？　そりゃ、調停員コンプロマイザーやってたころは、特に厳きびしく禁止されてたんだろうけどさ。いまは晴れて自由な身だし……」


「もうっ。あたしが中ちゆう毒どくかどうかなんて、周さんならわかるでしょっ？」


　ミミコがムキになって否ひ定ていすると、「いや～、案あん外がいわかんないものよ？」と周は澄まして答えた。


「まあ、解かい放ほう的てきになるのは仕方ないにしても、ちゃんと自制はしなくちゃ駄目よ？」


「解放的も何も、あたしはそんなんじゃありませんからっ」


「あはは。恥ずかしがらなくても」


「ただの事実ですっ。もともとあたしはジローさんに血をあげたりは……ご、ごくたまにしかしてませんから！」


「なんだ。やっぱり――」


「だからっ！　ごく稀まれに！　ほんの少しだけ、です！」


　あまりにミミコが必死になるので、周は再び怪け訝げんそうな顔になった。
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　わずかに身を乗り出し、


「ごく稀に？　ほんの少し？」


「そうですっ」


「具ぐ体たい的てきには？」


「……つ、月に一回」


「え？　たったそれだけ？　量は？」


　なんでそんなことを人に言わねばならないのか。内心嘆なげきつつも、ミミコは渋しぶ々しぶ、人差し指を立ててみせた。


「いや、月一回ってのはわかったから」


「そうじゃなくて……」


「はい？」


「だから、ゆ、指から……」


「え？」


「その……か、齧かじってもらって、ちゅー、って……」


　周がぽかんとする。ミミコは耳まで真っ赤になって、うつむきながら指を引っ込めた。


「……え、噓うそ？　ほんとに？」


「ほ、ほんとです」


「だって……向こうは古血オールド・ブラツドよ？　ミミコちゃん、古血オールド・ブラツド相手に、指齧らせてるだけなの？」


　それどころか、よくよく考えてみれば、指から血をあげたのもだいぶ前の話だ。『カンパニー』をクビになってからというもの、まだ一度もあげていない。


　周は両目を見開いて、呆あきれ果はてたという風に首を振った。


　百年以上生きた古血オールド・ブラツドともなれば、その力は強大だ。まだ若い吸血鬼にしてみれば、畏い怖ふの対象なのだ。


　しかもジローは、『銀刀』と呼ばれ、同族からさえ恐おそれられる吸血鬼だ。事実、居い候そうろうしている最中も、周はジローに最大限の敬けい意いを払っていた。まあ、次第に薄うすれていったのも事実だが……


「わっかんないなあ」


　と周は首を傾かしげる。


「なんで？　ジローさんのこと、嫌いなはずないよね？」


「そ、それは、嫌いじゃない……ですよ？　もちろん。だって、大切な護衛クローザーだし……一緒に暮らしてるんだし……」


　ミミコが絵に描いたようにもじもじする。周は、そういうことを聞いたんじゃないんだけどなあ、という顔になったが、あえてそれ以上触ふれず、「だったら――」と先を続けた。


「血を吸わせてあげるぐらいのこと、いいじゃない。吸血鬼にとって血を吸うっていうのは、最大の欲よつ求きゆうなんだからね？　ミミコちゃんなら、そんなのわかってるでしょ？」


「それは、まあ……」


「おまけに気持ちいいんだし」


「…………」


　いよいよ縮ちぢこまるミミコを見て、周はため息をついた。言葉にするなら、「やれやれ」か「駄目だこりゃ」というところだろう。


　それから今度は不ふ意いににやつき、ミミコを横目に見やった。


「あんまりつれなくしてると、ジローさん、浮うわ気きするわよ？」


「うわっ!?」


　ミミコの首から上が茹ゆであがった。周はいたって澄すまし顔だ。


　とぼけた口くち振ぶりで、


「んー……ていうか、実はいまも、ちょくちょく外で吸ってたりして？　だって、そうでもないと信じられないわ」


「ジ、ジローさんはそんなことしませんよっ。あたしが調停員コンプロマイザーだったから、あたしの立場を考えてくれたし……」


「じゃあいまは？　それに、『カンパニー』だって相手に危き害がいを加えない――もしくは相手も合ごう意いの上でなら、血を吸うことは黙もく認にんしてた訳でしょ？」


「でも、ジローさんはそんなこと」


「どーかなー？　なんてったって、あの人あれで百年生きてるのよ？　その間、ずっと人の血を吸って生きてきたんだから、ミミコちゃんが知らないことも、いーっぱい、知ってるわけでしょう？」


　周が手のひらで口元を覆おおいつつ、イシシと目め尻じりを下げる。何しろ見た目が中学生なので、憎にくたらしさも人一倍だ。


　さすがにカチンときたミミコは、不ふ機き嫌げんそうにアヒル口をへの字に曲まげた。


「……別に、問題を起おこさないんなら、ジローさんがどこで何しようと、ジローさんの勝手ですから。あたしたちはあくまで、調ちよう停てい人にんと護衛クローザーっていうビジネスのパートナーなわけだし」


「……おや、素す直なおじゃないわね」


「素直も何も、ほんとのことですから」


　声に露ろ骨こつな険けんがあった。周の眉毛がぴくりとはねた。


「あー、これはジローさんも大変だわ。仮にも古血オールド・ブラツドだってのに。理解のない人間に捕つかまって。可哀想かわいそう～」


「……言っときますけど、みんながみんな、周さんみたいに血に意い地じ汚きたないわけじゃありませんからね」


「意地……って、ずいぶんね、ミミコちゃん」


「現に、約束の時間も忘れて、夢む中ちゆうになってたじゃないですか。そもそも、どうして血を吸うのに、あんな……は、半はん分ぶん裸はだかみたいな格好になる必ひつ要ようがあるんです」


「その方が楽しいからよ」


「た!?」


「ふーやれやれ。こんなお子様調停人が古血オールド・ブラツドを護衛クローザーにしてるなんて。世も末よね」


「な!?」


　いつしか、二人の間に不ふ穏おんな空気が充じゆう満まんしていた。仕事の話で来たはずなのに、どちらもそのことを忘れてしまっている。


　ミミコが険けん悪あくな口くち振ぶりで、


「……いまのは聞き捨てなりませんね、周さん」


　周は嫌みな物もの言いいで、


「あら？　私は思ったことを口にしただけよ？　『素直に』」


「あたしはプロの調停屋です。どこかの弱小血けつ族ぞくがこんな立派なビルに隠かくれていられるのは、誰のおかげでしたっけね？」


「私が言ってるのは、血の話よ。まあ、そっちの話題じゃ反はん論ろんできないもんね。仕し方かたないか」


「血のことだって、あたしはちゃんと考えてます！　ジローさんのために、『カンパニー』辞やめてからも血けつ液えきパックを確かく保ほしてるし」


「で、それだけじゃ可哀想だから、気が向いたら指からちゅーって？　いやーケナゲだわ、ミミコちゃん。なんてイジラしい」


「何度も言いますが、自分の物もの差さしで他人を測はからないで下さい！　ジローさんはあなたとは違うんですっ」


　キン、キキン！　と、意地とプライドの刃が、見えない火花を飛ばした。もし周の恋人が知れば、いち早く退たい散さんしていた幸運を、神に感謝したことだろう。


　フッ――と周が唇を綻ほころばせた。のぞいた牙きばはいつになく凶きよう悪あくだ。


　グッ――とミミコも肩を怒いからせた。見返す瞳は冷ややかでいて挑ちよう戦せん的てきだ。


「……わかんない子ね」


「……相手に聞く耳がありませんから」


「いいわ。こうして話してても埒らちが明かない」


「同感です」


「なら……直接、確認しましょうか」


「ええ。この際さい、白黒はっきりさせておきましょう」


　二人はそう言うと、互いに不ふ敵てきな微び笑しようを交わし合った。
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　で――
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「……はあ。私の意見？」


　と、長い長い沈ちん黙もくの末に、焦あせりと動どう揺ようを色いろ濃こくにじませながら、ジローは辛かろうじて生なま返へん事じをした。


　いつもと変わらぬ穏おだやかな夜。窓を開けて夜風を浴あびつつ、月を愛めでていたところだった。


　しかし、安あん穏のんな時間は、図はからずも過去のものとなったらしい。楽しんでいた紅茶も、話を聞かされている間にすっかり冷さめてしまっている。しかも、これからもっと冷つめたくなるだろう。


　一方、ジローから紅茶と安らぎを奪うばった二人は、彼の暗あん澹たんたる気持ちを余よ所そに、執しつ拗ように追つい及きゆうを続けた。


「実際のところどうなんですか、ジローさんっ？　指の先から舐なめる程てい度どの血しか与えられないなんて、吸血鬼――まして古血オールド・ブラツドたるあなたにとっては、屈くつ辱じよく的てき境きよう遇ぐうのはずですよねっ？」


「く、クツジョクだなんて、私はそんな……」


「じゃあいま以上に血が欲しいとは、まったく全然思ってないとでも!?」


「いやっ。もちろんその、今夜はちょっと血が吸いたいなあなんて、思う日もあるにはあると言いますか……」


「でもジローさん、これまでジローさんの方から血を吸わせろなんて言ったことなかったわよね？　不満だとか足りないだとか、これまで一度も言ったことないし。てことは満ち足りて大満足ってことなのよね？」


「だ、大満足かと言われると、それは、少しぐらいは物もの足たりな……」


「じゃあじゃあ、もっと吸わせろよこのケチだなんて、いつもあなたは思ってたわけ!?　あたしに対して！」


「いやっ。もちろんその、ケチだなんて思ってませんし、いつもミミコさんには感謝と敬けい意いを……」


　開始一ラウンド目から、早くもサンドバッグ状態だ。


　ジローは、全体としては平和と調ちよう和わを求める薄うす笑わらいを保たもちつつも、眉まゆは引きつり、頰ほおは痙けい攣れんし、口元は強こわ張ばっていた。交戦する気は微み塵じんもなく、抵てい抗こうの意志さえ見せず、端はなから全面撤てつ退たいの道を模も索さくしているようである。


　救いを求めて、弟に視線を向ける。


　コタロウは、部屋の片かた隅すみに縮ちぢこまりながら、突然勃ぼつ発ぱつした嵐あらしに息を呑のんでいた。兄のすがるような視線に気付くと、思わず――悪わる気ぎはないのだ。でも仕方がないのだ。何しろ彼はまだ、十歳の子供に過ぎないのである――顔を背そむけた。


「でっ。どうなんですか、ジローさん？」


「あはは。どうなんでしょうねえ……」


「何っ。はっきりしてよ、ジローさん！」


「はっきりですか。はっきりねえ、うん……」


　女性陣二人の視線が熱を帯おびるほどに、ジローの表情から生せい気きが失われていく。


　誠せい実じつに、慎つつましやかに、ささやかな日々の出来事に喜びを見み出いだしつつ、毎日の生活を送っていたはずなのに……それが、何の因いん果がでこんな目に遭あわねばならないのか。世の中はときに、酷ひどく残ざん酷こくだ。


　これではいけない。ジローは、おのれ、とばかりに丹たん田でんに力を込めた。


「わかりました！」


　と、声を張はり上げて二人を制し、


「周チヤウさんの言や良し！　いかにも、ミミコさんのやり様ようは、野に棲すむ餓が狼ろうにニボシを投げるようなもの。血を吸うときは首くび筋すじから！　優ゆう雅がに引き寄せ、きつく抱きしめ、野や獣じゆうのように牙を立ててこそ、血の妙みよう味みというものでしょうっ。然しかるに、ミミコさんの言にも一いち理りあり！　血の施ほどこしとは賄まかないにあらず。その真なるは、愛にあり！　互いへの信しん頼らいなくして、なんの吸血、なんの施しか！　而しかして形にこだわるなどは、愚ぐの骨こつ頂ちようでありましょう！　これぞ、古血オールド・ブラツドの叡えい智ちにして、牙持つ者の戒いましめるべき定さだめ。両名とも、襟えりを正して謹きん聴ちようなさいっ」


　……なーんて、言ってるところを想像してみる。むろん想像するだけなので、ミミコと周の言い争いは、熱を増ます一方だった。


　何か事件が起こらないかな、とジローは虚むなしい期待を抱いた。そう言えば、カーサはいまごろ何をしているのだろう。いまの自分なら、全力で迎むかえ撃うてる気がする。勝敗は別にして……


「そもそもミミコちゃんさあっ。血をあげることはあげてるくせに、なんでちょっとしか吸わせないわけ？　もったいぶってんの？　そんなにお高たかい血なんだ？」


「もったいぶってなんかいませんっ。もっとも、安売りする気もないですけどねっ。しなだれかかって、ぺろぺろなんて。いい歳のくせに、恥ずかしいったら」


「うわっ。むかつく！　吸血鬼ってのは、転化したときの年ねん齢れいのまま歳は取らないのよ！　ジャンジャカ老ふけてく誰かさんと違って、ずっとカワユイ少女のままなのっ」


「中身がこうもオバサン化したんじゃ、かえってギャップに引きますよっ。しかも、他人の事情にクチバシ突つっこむ辺あたり、オバサンはオバサンでも迷めい惑わくオバサンです！」


　ドキュン、バキュン！　と、敵てき意いと報ほう復ふくの弾丸が、見えない銃火を閃ひらめかせた。もしジローが、先に逃にげ延のびた周の恋人のことを知れば、あまりの不公平に神を呪のろったことだろう。


　果たして、この苦く行ぎようはいつまで続くのか。ジローが諦てい観かんと共にそう感じていたときだった。


　突然、意を決した様子のコタロウが、すっくと立ち上がった。


　三人が少年に目を向ける。


　コタロウはまなじりを決けつしていた。


　柔やわらかな印象の子供っぽい顔を険しくし、両手をきつく握にぎり締しめていた。大好きな兄を助けたい。その思いが全身から溢あふれている。


　コタロウは顔を上げ、三人の方に向けた。


　そして、おもむろに言った。


「あ、兄あに者じやっ。一緒に散さん歩ぽに行かない？　ぼく、散歩したい」


「コタロウ！」


　ジローの顔が歓かん喜きに輝かがやいた。弟の勇気と献けん身しん、そして兄に対する強い愛情が、あまりにも眩まぶしかった。


　兄の感動は、弟にも伝わったらしい。緊張が一瞬弛ゆるみ、嬉しそうな微笑みが浮かんだ。


　互いの絆きずなを感じ取り、胸を熱くするジローとコタロウ。美しき兄弟愛が、そこにはあった。


「一人で行ってきなさい」


「……え？」


　ミミコは素そっ気けなく言った。もっとも、その言葉はいつにない強きよう制せい力りよくに満ちている。コタロウの身体が強こわ張ばった。


「ごめんね、コタロウ君。お姉さんたち、いまとても大事な話をしてるの。わかるでしょ？」


「でもっ」


　周は子供をあやすように言った。もっとも、その瞳は優やさしくもなければ笑ってもいない。コタロウの顔に暗あん雲うんが立ち込めた。


「ねえ、コタロウ君。散歩には今度つき合うから、今日は、一人で、行ってきてね？　邪じや魔まをしない、で」


「そうよ、コタロウ君。話はまだまだ、これから、なのよ。ゴメンナサイね。でも、いい子だから、聞き分けて、ね」


「ほら。君にはバウワウ卿きようがいるじゃない。一緒に連れてってあげなさい」


「うんうん。可愛かわいいわよね、あのクマ。キュートなコタロウ君には、ぴったりかな」


　ついさっきまで反発していたのが噓うそのように、ミミコと周は調ちよう子しを合わせて、コタロウに言い聞かせた。言げん外がいに含まれた圧あつ倒とう的てきニュアンスは、もはや説明するまでもない。


　コタロウに何ができただろうか。


　少年は兄を見つめた。彼の兄は、菩ぼ薩さつのような透とう明めいな表情で彼の視線を受け止めると、寂しく笑いかけ、小さく、頷うなずいた。


「……い、行こうか。バウワウ……」


　肩を落としたコタロウが、相棒のぬいぐるみテデイ・ベアを引きずりつつ部屋から退たい場じようする。


　コタロウがいなくなると、ミミコと周も少し頭がさめたらしい。


「ふう」


　と同時にため息をついた。


「……お茶でも淹いれてきます」


「いただくわ。長くなりそうだし」


　そうか長くなるのか――と、ジローは胸中でつぶやいた。
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　論ろん争そうは続いていた。


　さっきまでとは少し趣おもむきが変わっている。ミミコと周は互いに椅い子すに座すわり、文字通り膝ひざを突つき合あわせて、ネチネチと唾を飛ばし合っていた。ボクシングで言うイン・ファイトのようなものだろう。ボクシングと違うのは、観かん戦せん者しやの心しん境きようだった。


　ただ、ジローにとって幸いなことに、互いの視野は狭せばまっていたらしい。


「そもそも！」


「ですから！」


　と声こわ高だかに怒ど鳴なり合う二人に、「ちょっと手て洗あらいに……」と離はなれた場所からささやいて、ジローはこっそり部屋を抜け出した。


　彼らの住まいである小屋は、ビルの屋おく上じように建たっている。ジローはせめて夜や気きに当たろうと、屋上に出た。


　空には月が浮かんでいる。


「やれやれ」


　思わずジローはつぶやいた。


　その横顔に苦く笑しようが浮かぶ。


　それから、わずかに真しん剣けんな憂うれいを帯おびた。


　自分とミミコとの関係については、彼自身考えないでもない。なんとも奇き妙みような共きよう生せいだと自じ覚かくしていた。


　ミミコの、あっけらかんとした懐ふところの深ふかさと慈じ愛あい。ジローの、しなやかな自制心と経けい験けん。その他、いろんな要素が絶ぜつ妙みように重なり合ってできあがった共生だ。百年以上生きてきた中で、こんな風な暮くらしはなかった。


　正直、居い心ごこ地ちが良いのである。


　だから、あえて明めい確かくな線を引ひかずに来た。


「……それが過あやまちとも思えませんが……」


　それとも、そう考えること自体が、一種の甘えなのだろうか？


　ジローは月を見上げた。


　百年前と変わらぬ月。それでもこうして見上げると、新たな感動に心が満みたされる。


　このままコタロウを探して、しばらく一緒に時間を潰つぶそうか。そんなことも考えたが、結局ジローは動かなかった。


　ジローが現げん状じように甘あまんじる理由が、もうひとつある。


　ジローはつき合いたいのだ。ミミコの言う、「人と吸血鬼の共きよう存ぞん」。その在あり方に。


　それは、かつて彼の闇の母ナイト・マムが口にした予よ言げんでもあった。彼自身、信じているのかどうか確信がもてないまま、胸の奥にしまわれている未み来らい図ずなのである。


　ミミコとジロー、コタロウの生活は、「人と吸血鬼の共存」の一例だろう。本人に明確な自覚はないかもしれない。規き模ぼもささやかなものだ。だが、それでも彼女は、己おのれの理り想そうを自らの身で、少しずつ体たい現げんしているのである。ジローは、それにつき合ってみたいと思っている。


　そして、ミミコの「共存」とは、すでに完成したものではなく、いままさに造つくり上げられているものだった。ミミコの手で。ジローの手で。他の、様々な人や吸血鬼の手で。彼女は、外からの刺し激げき――調ちよう停ていに関わる事件から、ふと交わし合った会話に至いたるまで、彼女が得えたあらゆる経験を糧かてに、少しずつ理想を追っているのである。


　おそらくは、今夜の口こう論ろんもまた、彼女の糧になるだろう。


　ならば――


「とはいえ……ああ、やっぱりコタロウを探しに行きましょうかね」


　ジローは情なさけない顔で髪を搔かき回まわした。


　ちょっとだけ葛かつ藤とう。


　そして、回れ右をすると、再び真夜中の決闘へと我が身を投とうじるべく、小屋に入った。


　彼なりに誠せい実じつに、彼女のやり方スタイルとつき合うために。
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　失意の晴れぬまま帰き宅たくしたコタロウは、目の前の光景を見て、思わずバウワウ卿を床ゆかに落とした。


「だぁからっ、万ばん事じ上う手まくいってるって、何度も何度も言いましたよね？　だったらいまのままでいいじゃないですか？　そうでしょ？　そうですよね？　なんでわざわざ波なみ風かぜ立ててまで、他人を不幸にしようとしますかっ？」


「万事上手くいってないからよ！　ほっとくと不幸になるからじゃない！　私は老ろう婆ば心しんで忠告してるのよ？　あなたのために言ってるんですからっ」


「そういうのを、余計なお世話と言うんです！　周さんだって、吸血鬼にしてみりゃ全然ひよっ子なわけでしょう？　ジローさんはもう百年生きてて、ちゃんと血の渇かつ望ぼうを制せい御ぎよできるようになってるんですから！　ねえ、ジローさん？」


「そんなわけないじゃないっ。吸血鬼よ？　血を吸う鬼と書いて、吸血鬼なのよ？　血を吸わなくていい吸血鬼なんて、それはもう吸血鬼じゃないわ！　古血オールド・ブラツドともあろうお方が、そんな基き礎そ的てきなことを疎おろそかに考えるわけがないじゃないっ。ねえ、ジローさん？」


　舌ぜつ戦せんが続いていた。しかも白はく熱ねつしている。そんな馬鹿な。もうとっくに日付が変わっているというのに。


「兄あに者じや……」


　コタロウは恐おそる恐る兄の様子を確認した。


　ジローは椅子に座すわり、背せもたれにだらりと身体を預あずけて、天井を見上げるように、頭を後ろに傾かたむけていた。


　足は前方に投げ出されたまま、手も床ゆかに向かって落とされたまま、ぴくりとも動かない。前髪のせいで表情はよく見えないが、口は力なく半開きになり、生せい彩さいを失った牙きばが、わずかにのぞいていた。


　いったいどれほどの重圧を課かせば、ジローほど強力な吸血鬼を、ここまで追い込むことができるのだろう。しかし今夜、現実に、その途と方ほうもない重圧が兄に対して課せられたのだ。否。いまなお課せられているのである。


　もちろんジローは会話に反応していない。まるで死体だ。おそらくは、だいぶ前から、こんな状態なのだろう。


　が、にもかかわらず、二人の女性は、現状を省かえりみることなく、議論を――それが議論と呼べるかどうかは別にして――続けている。コタロウは無意識のうちに、全身でバウワウ卿に抱だきついていた。


「あの……た、ただいま……」


「気持ちよくないわけ？　気持ちいいんでしょ？　ミミコちゃんだって、血を吸われるのは、好きなんでしょ！　はっきり言ったらどうなのよ！」


「どうして物事をそういう視し点てんでしか見ないんですかっ。吸血なんてのはもっとこう、奥ゆかしくあるべきでしょっ。周さんの言い草は露ろ悪あく的てきですっ。悪あく趣しゆ味みです！」


「……お休みなさいっ」


　コタロウは両目を固くつむり、部屋に入ることなく、寝しん室しつへ走った。


　その夜、コタロウは目が覚さめるまで、悪夢にうなされることになった。
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　永えい遠えんに続くかと思われたミミコと周の戦いも、時間が経たつにつれ、少しずつ沈ちん黙もくの時間が長くなった。


　いささか遅おそきに失した感はあるが、さすがに言うべきことを――言わなくていいことも――双そう方ほうともに、言い尽つくしたのである。


　そんな焼け野原に似た沈黙の中、気がつくと小鳥のさえずりが聞こえてきた。


「……あ。夜が明けた……」


「ほんと。どうりで調子が出なくなるはずだわ……」


　艶つやの失せた髪と肌はだに、目の下の黒い隈くま。椅子を並べてテーブルに突つっ伏ぷしていた二人は、ズズっと冷さめた緑りよく茶ちやをすすった。


　周がクスリとする。


「結局、ひと晩中語かたり明あかしたわね。こんなの久しぶりだわ」


　するとミミコもフッとほほえみ、


「あたしも……依頼相手の吸血鬼と夜を徹てつして話すなんて、これが初めてです」


　ぐったりとした――しかしどこか心地よい疲労感に包まれた二人は、互いに顔を見合わせ、にこっと微び笑しようを交わし合った。


「ふふ……ミミコちゃんって、ほんっと。頑がん固こよね？」


「周さんこそ。こんなに意地悪とは思いませんでした」


「あら。私は意地悪なんかした覚おぼえはないけどな？」


「もうっ。自覚してないなら、余よ計けい質たちが悪いですよ！」


　二人はそう言い合って、何がおかしいのか、クククと肩を震ふるわせた。


　もともと親しかった二人の間に、いまはより親しん密みつな何かが芽め生ばえている。目には見えないその感かん触しよくを、ミミコも、周も、はっきりと実感していた。


「ひとつだけ訂てい正せい」


「ひとつだけなんですか？」


「こら。茶ちや化かさない。言ってあげないわよ」


「聞きたいです。なんですか」


「ミミコちゃん――やっぱ、たいした調停人だわ」


「ありがとうございます」


「ジローさんめ。見る目は確かね」


「……えへ」


　年上ぶった周の台詞せりふに、ミミコははにかみ、嬉うれしそうにする。


　当のジローは窓から差し込む朝日を浴あびて、白煙を噴ふいていた。さぞ痛いはずが、身動きしない。
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「ミミコちゃん」


「はい。なんでしょう」


「これからも、よろしくね」


「こちらこそ。どうぞ、お手て柔やわらかに」


　清きよらかな朝日に照てらされ、わずかに焦こげ臭くさいにおいが漂ただよう中、調停屋と吸血鬼は、しっかりと握あく手しゆを交わした。


「……で？」


　と、蚊かの鳴くような声で、ジローがささやく。


「結局、私……何をどうすれば許ゆるされるのですか……？」





　ジローが久しぶりにミミコの血にありつけたのは、その翌よく日じつのことである。


　手首からだった。




インターミッション４







「それで、ジローの意見はどうなの、ジロー？　同じ血けつ族ぞくで血を吸い合ったって、ちっとも変じゃないよね？　ぼくたち仲なか良よしだもん、いつも一緒にいるもん、好きで血を吸ったり与えたりするのは、吸ぼ血く鬼らにとって自然で当たり前なことだもん、ねえジロー？　ねえっ？」


「ま、まあ、もちろんそれは……」


「では、ジローの説明を聞こうか、ジロー？　まあ、ところ構かまわずカプカプチューチューと。血を吸う行こう為いはオゴソカたるべしと、しかつめ顔でのたまってたのは、どこのどいつだったっけな？　そんなだから、たまに人間の血を吸うとあたふたするんだ。情けないとは思わんのか、ジロー？　あ？」


「は、はい。誠まことにもってその……」


　女じよ性せい陣じん二人の視線が熱を帯びるほどに、ジローの表情から血ちの気けが失うしなわれていく。


　忠ちゆう実じつに、勤きん勉べんに、たわいない日々の出来事に楽しみを見いだしつつ、毎日の生活を過ごしているはずなのに……何が悪くてこんな目に遭あってしまうのか。世の中はときに――あるいは往おう々おうにして――えらく残ざん酷こくだ。


　救いを求めて、ケインを見る。ケインは高こう速そくで顔を背そむけた。


「だいたいカーサちゃんはドライ過ぎるよ！　血を吸うというのは、ただの食事じゃないんだからねっ。情熱なんだから！　パッションだよ！　ハートとソウルに関わる問題でしょ！　ね、ジロー？」


「乙おと女めかお前は。吸血というのは、要するに欲望だ。欲情と言ってもいい。本能に結びついた、吸血鬼われわれの生せい理りだ。普通は人の血を求めるもので、つまりお前らのは変へん態たいだ。反論できるならしてみるがいい。え、ジロー？」


　グギガガギギイイッと、見えない思念が――下手をすると見えてしまいそうな思念が――空間をねじ曲まげた。ジローが生まれたての子こ鹿じかの如ごとく小さく震える。ケインは「マイガッ」とつぶやいたのを最後に後方へ撤退した。


「……カーサちゃん。今日という今日は、じっくりお話しましょうか」


「……いいだろう。確かにすぐには終わらなそうだしな」


　そうか終わらないのか――とジローは遠く涅ね槃はんを眺ながめながら思った。


　いつの日か、我が身に平へい穏おんが訪れることを、夢む想そうしながら。




BLACK BLOOD CHRONICLE


月と太陽のモンタージュ







１







　ロンドンは灰色の空に覆おおわれていた。


　べーカー街。世界的に有名な私し立りつ諮し問もん探たん偵ていの本ほん拠きよ地ちとして知られる街だ。その街の外はずれに、前世紀から残るアパートメントがある。


　赤あか茶ちやけた外がい観かんに、黒く塗ぬられた窓や階段の鉄てつ柵さく。部屋の多くは借り手のないまま空あき家やとなり、訪おとずれる者も年々減へっている。半なかば忘れ去られた、古いアパートメントだった。


　ただ、最上階の三階にある角かど部べ屋やは、戦前から――それも第二次世界大戦ではなく、第一次世界大戦より以前からずっと、契けい約やくが結ばれたままだった。ほぼ一年中窓を閉しめ切きっており、人ひと気けがあることも稀まれだというのに、契約だけは途と切ぎれることなく更新され続けているのだ。


　そしてその夜、開かずの部屋には珍めずらしく何者かの気け配はいがあった。それも、一人ではなく複数人の気配が。


　窓の戸と板いたは閉まったまま。部屋の明かりも灯されていない。唯ゆい一いつ、屋や根ね裏うらに開あいた明かり取りの窓から、月光がひと筋差し込んでいるだけだ。


　そんな薄うす暗ぐらい部屋にもかかわらず、ガタゴトと――彼らには珍めずらしいことに――物音を立てる気配は、全部で四つ。


「カーサちゃんも意い地じっ張ぱりねえ。せっかくロンドンに戻ってるんだから、お屋や敷しきの方にも顔を出せばいいのに。あっちには何なん台だいもあるんでしょ？　これ？」


「ケッ。真まっ平ぴらだね。せっかく羽を伸ばしてるんだぞ？　何が嬉うれしくて、陰いん気きくさい面つらを拝おがみに行かなきゃならないんだ？」


「……いまだによく理解できないのですが……要ようするにこれは写真を使った紙かみ芝し居ばいのようなものなのですか？　それにしては、やけに仰ぎよう々ぎようしいですが……」


「いいからお前は黙だまって手伝え、ジロー。ああ、違ちがう違う！　その配線はあとだ！　ったく、つくづくこの手の機械と相あい性しようの悪い男だな、貴き様さまは。もういい。このアンテナを持って、そこに立ってろ」


　暗くら闇やみに集つどう者たちは、全員怪あやしく瞳を光らせていた。


　人ではなく、夜に生きる牙きば持もつ者たち。


『賢けん者じやイヴ』こと、アリス・イヴ。その血けつ族ぞくにして彼女の護ご衛えい者しや、望もち月づきジロー。


　それに、ロンドンに拠きよ点てんを置く『魔ま女じよモーガン』の血族である、カサンドラ・ジル・ウォーロックと、その従じゆう者しや兼けん目め付つけ役やくである、ケイン・ウォーロック。


　四人とも――特にジローを除のぞく三人は、いずれも強大な力を有ゆうする吸血鬼たちだ。しかしいま、吸血鬼たちは人間のように、それもどちらかといえば子供のように、がやがやと騒さわいでいた。


　四人が囲かこんでいるのは、前面に角の丸まったブラウン管かんが埋うめ込まれた箱――テレビ受じゆ信しん機きだ。ケインが裏側に回って設せつ置ちを行い、ジローは横で突つっ立たっている。アリスはテレビの前に椅い子すを移動させて、ワクワクしながら両足をぶらつかせているし、カーサはその背もたれに腕を置きながら、退たい屈くつそうにワイングラスを傾けていた。


「……しかし、新しい物好きのお前が、テレビ放送を見たことがないとはな。イギリスじゃ、戦前から流れてたぞ？」


「でも、戦争中は中ちゆう断だんしちゃってたでしょ？　ぼく、その前はテレビのこと知らなかったもん。ねえ、ケイン君。まだかかりそう？」


「は。いま少しお待ちください」


　待ちきれない様子のアリスに、ケインが生き真ま面じ目めに返事をする。カーサは肩を竦すくめた。


「まあ、珍しいといえば、まだまだ珍しいものではあるかな」


「でっしょう？　すごい楽しみっ。……ケインく～ん？」


「はいはい。もうすぐですから」


　大戦中、アリスは幾いく度ども体調を崩くずしていた。世界の『脈みやく動どう』が大きく乱みだれたため、その余よ波はを受けたのだ。去年大戦が終しゆう結けつしてからは徐じよ々じよに持ち直してきたが、まだ完全に本調子とはいかない。


　そこで、気き晴ばらしに何かするかとカーサが聞いたところ、アリスは、


「テレビジョンというのを見てみたいっ」


　と所しよ望もうしたのである。


　カーサたちが属ぞくするウォーロック家は、血族社会では珍しく、以前から人間たちの科学技術を重じゆう視しし続けてきた。テレビジョンに関しても、英国放送協会ＢＢＣが実験放送を開始した当とう初しよから注ちゆう目もくしている。そのため、カーサとケインは、本家で幾いく度どかテレビを見たことがあった。しかし、アリスはこれまで、テレビに触ふれる機会がなかったのだ。


　もちろん、機会がなかったのは、常つねにアリスに同行しているジローも同どう様ようである。そして、皆がにぎわう中、彼一人はいまだに蚊か帳やの外だった。


「わかりません」


　と、ケインから渡されたアンテナを持ったまま、渋じゆう面めんでつぶやいている。


　カーサが鼻を鳴らし、


「ジロー。お前だって、ラジオぐらい聴きいたことがあるだろ？」


「も、もちろんです」


「映画も観みたことあるよな」


「はい」


「じゃあ、その二つを足してみろ」


　わざと意地悪く説明すると、案あんの定じようジローは目を白黒させた。


「……映画というのは、映画館で観る、あの映画ですよね？　活動写真のことでしょ？　ではこれは、小型の映えい写しや機きのような物なので？」


「ある意味な」


「それにラジオとなると……ああっ。音が出るんですね！」


「お。わかってるじゃないか」


　カーサが大おお袈げ裟さに感かん心しんする。ジローは得とく心しんした様子で「ははあ」と頷うなずいた。


「自じ宅たくで映画が観られるというのは、確かにすごいですね。ちなみに、この箱に入っているのは、どんなお話なのですか？」


「ジロー、ジロー。その箱はただの受信機だよ。テレビ放送を、ジローが持ってるアンテナで受信して、そこに映うつすの」


「え？　でも、音はともかく、フィルムはこの中なのでしょう？」


「違ちがうよぉ。映像も受信するのっ」


「ええ？　絵ですよ？　どうやって受信するのですか？」


　ジローが眉み間けんにしわを寄よせる。ケインが盛せい大だいにため息をつき、カーサはクスクス肩を揺ゆらした。


「外見だけじゃなく、頭の中身も前世紀から成せい長ちようしとらんな。お前は。口で言うより、見た方が早い。そら。これで接せつ続ぞくは終わりだ。映すぞ」


　立ち上がって埃ほこりを払はらったケインが、受信機の電でん源げんを入れた。


　ブラウン管の奥に明かりが点り、黒かった画面が、ゆっくり灰色になり、白っぽく変化していく。


　しかし、映像らしきものは何も浮かんで来なかった。スピーカーからも、ガラス板いたに砂すなを撒まくようなノイズが流れて来るだけだ。


「……んー。なんにも見えない」


「故こ障しようでしょうか？」


　アリスが子供みたいに指をくわえ、ジローが画面を見ながら小首を傾かしげた。


「待ってください。チューニングをします」


　そう言って、ケインが受信機のダイヤルを慎しん重ちように回し始めた。


　カーサはワインのお代わりを自分で注そそぎながら、


「おい、ジロー。窓を開けてみろ。電でん波ぱの入りが良くなるかもしれん」


「窓を？　はい――」


「あ、馬鹿者っ。アンテナのコードを引っ張るな！」


「あ、す、済みません」


「まーだー？」


　アリスが頰ほおを膨ふくらませる。ケインがジローを怒ど鳴なりつける。首を竦すくめたジローが念動で窓を開け、カーサはツマミのサラミをナイフで切り始める。


「もうっ。やっぱり、『アザミ邸てい』に行って見ようよう」


「しつこいぞ。やなこった」


「ジロー。そこに立つな。アンテナだけ置いて、お前は正しよう面めんに回れ」


「やれやれ。これは本当に科学技術なので？　なんだか呪じゆ術じゆつめいてきてますよ？」


　しかし、ジローが回り込んだ途と端たん、ジジッと音が弾はじけ、ノイズ以外の音が――この場にいない誰かの声が受信機から流れ出た。


　アリスが目を輝かがやかせ、カーサが手を止める。ケインが得意げな面おも持もちで立ち上がり、ジローが思わず目を丸める。


「……良し」


　とケインが言うと、四人はテレビの前に集まり、ブラウン管の画面をのぞき込んだ。


　遥はるかな古より生きる吸血鬼たちの目の前で――


　人が手にした新たな時代が、画面の中に映り始めた。





２







「父さん！」


　息子が悲ひ痛つうな叫び声を上げる前で、フォワード家当主ジョナサン・フォワードは、床ゆかに両りよう膝ひざをついた。


　顔面は蒼そう白はく。両手で肩を抱きしめたまま、カッと両目を見開いている。オーダースーツに包つつまれた身体が、激しい痙けい攣れんを繰くり返かえしていた。全身の毛が逆立ち、皮ひ膚ふに血けつ管かんが浮き出ているのが見えた。


　そして、全身から異い様ようなオーラじみた何かを漂ただよわせていた。


　人知を超えた、何かを。


　ニューヨーク郊こう外がいに位置する、フォワード家の豪ごう邸てい。その奥に用意されているのは、およそ二十世紀半ばには似につかわしくない、おどろおどろしい一室だ。屋や敷しきに仕つかえる者も、大半はその存在を知らない。当とう主しゆが道どう楽らくで作った、オカルト研究用の秘ひ密みつの部屋だった。


　壁の棚たなには古く怪あやしげな造ぞう作さくの物ぶつ品ぴんが並び、床には奇き怪かいな紋もん章しようが描かれている。魔ま方ほう陣じんだ。魔方陣は淡あわい光を放っており、ジョナサンがくずおれているのは、その中央部だった。そして、彼の足下には、古い錫しやく杖じよう、もしくは変わった形の小剣のような物が落ちていた。


　正確には錫杖でも小剣でもない。あえて近い物を挙げれば、槍の穂ほ先さきだろう。そして、その穂先の切きっ先さきは、血で赤黒く濡ぬれていた。


『典てん司しソロモン』の血族に伝わる、「始し祖そを生み出す」禁きん術じゆつ。その禁術の要かなめとなる魔ま具ぐ『ロンギヌスの槍やり』である。


　部屋の中にいるのは四人。当主のジョナサンと彼の一人息子。腹ふく心しんである執しつ事じの老人。それに、この場には少し場ば違ちがいな、ぼさぼさの長ちよう髪はつをした白衣の若わか者ものだった。


　ジョナサンが膝をつくと、息子は父の元に駆かけ寄よろうとした。青ざめて立ち尽つくしていた執事が、慌あわてて彼を止めた。


「いけませんっ。ギルバート様！」


「放せ、爺じい！　父さんっ。父さん！」


　ギルバートは、背後から羽は交がい締じめにされながら銀ぎん髪ぱつを振り乱して叫んだ。ジョナサンは膝をついたまま、取り乱す息子に目を向けた。


　初しよ老ろうに差さし掛かからんとするジョナサンの面おも差ざしは、大だい財ざい閥ばつを率いる者らしい風ふう格かくが漂ただよっている。いま彼の顔を彩いろどっているのは激しい苦痛の色だが、それでも彼が息子を見つめる視線は冷れい静せいだった。


　背後の執事に視線を移す。長年ジョナサンに付き添ってきた執事は、すぐに主の意を察さつした。震えながらも頷うなずき、ギルバートを押おさえる腕に一いつ層そう力ちからを込こめた。


　ジョナサンが白衣の若者に目を向ける。鋭するどく強い眼まな差ざしを、若者は平然と見つめ返した。


「……これは……どういうことかな、ミスター？」


「説明したでしょう？　転てん化かには大変な痛みが伴ともなうものなんです。とはいえ――」


　若者の両目が細ほそめられた。彼は、まったく動どう揺ようを見せないままつぶやいた。


「確かに妙みようだね。やはり適てき性せいがあるのか……いや、むしろ術の調ちよう整せいが必要だったか？　こんなことなら、もっと魔力の強い身体で来るべきだった。それとも『典司』の血族以外は同じことかな？　もしそうなら厄やつ介かいだ。あの血けつ統とうはほとんど絶たえたようなものだし……所しよ詮せんは失うしなわれた技わざなのか……」


　若者の口振りは、芳かんばしくない研究結果を渋しぶ々しぶ受け入れようとしている学者の口く調ちようだった。ジョナサンは苦にが々にがしく舌打ちした。端たん整せいに整ととのえられた口ひげ。その下から、人の物ではない、鋭するどい牙が垣かい間ま見みえた。


　新たな始祖を生せい誕たんせしめる大魔術。半はん生せいをかけて追い求めた神しん秘ぴにジョナサンは挑いどみ――どうやら失敗しつつあるらしい。


「……お前を信しん頼らいしたことは一度もないが……その知ち識しきと技ぎ術じゆつに関しては、信用していたのにな。見み誤あやまったようだ……」


「それは失礼しました、ご当主。でも僕も言ったでしょ？　最初は誰か他の人間で試ためすことを勧すすめますよって」


「馬ば鹿かな……こんな面おも白しろいことを……他の奴に、譲ゆずってたまるか……」


　脂あぶら汗あせを垂たらしながらも、ジョナサンは太ふて々ぶてしく答えた。彼の台詞を聞いた若者は、軽く目を瞠みはり、さも楽しげな笑い声を立てた。


　だが、若者の態度を見たギルバートは、黙だまっていなかった。


「ミスター・シューズ！　父さんを助けろ。もとはと言えば、貴様が始めたことだぞ！」


「いいえ、若わか君ぎみ。それは違いますよ。これは、僕とミスター・ジョナサンとの共きよう謀ぼうの結果です。それこそ、あなたが生まれる前からのね。僕たちは共きよう犯はん者しやであって、立場はあくまで対たい等とうだ。しかし――ふふ。人間とこんな風に悪わる巧だくみを進めるのは、考えてみたらずいぶん久ひさしぶりだった」


　若いギルバートの激げつ昂こうを、さほど年が離れているとも見えない若者――シューズは、飄々と受け流した。


　しかし、それでも長いつき合いの共犯者を助けようと思ったらしい。怖おそれる様子もなく怪あやしい光を発する魔方陣の中に足を踏ふみ入れた。


　ジョナサンの前に立ち、彼を見下ろして顔をしかめる。


「んー……しかし、この魔力の『脈動』を見る限りでは、理想的な結果が出たとしても、たかが知れてる気がするな。やはり人じん為い的てきに生せい成せいされた始祖では、本物には至いたらないってことか」


「……他人事のように言うな。クソッ。身体中が痛む。血がマグマのようだ……！」


　ジョナサンの悪あく態たいに、シューズは肩を竦めた。


　そして、白衣の袖そでをまくりながらしゃがむと、苦しむ彼の前に、腕を差し出した。


「吸すってみなさい。少しは楽になるかもしれない」


　その覚かく悟ごは、当然あったはずだった。しかし、実際に腕を差し出され、血を勧められたとき、ジョナサンの顔には拭ぬぐいがたい抵てい抗こうが浮かんだ。人として、生せい理り的てきな嫌けん悪お感かんが表に出た。


　シューズの顔に、哀かなしげな表情が過よぎる。その瞬間、彼は魔術の失敗を悟さとったのである。


　だが、ジョナサンは持ち直した。彼は、アメリカ社会に留まらず、いまや全世界にその影えい響きよう力りよくを及およぼす大財閥フォワード家の当主だ。事ここに至いたってもなお、その胆たん力りよくは健けん在ざいだった。


「……お前の論ろんで言えば、それを吸うと、私はお前の『子』になってしまうのではないか？」


「ハハ。やはり僕の正しよう体たいには気付いてたみたいだね。でも、心配はいらない。これはただの人間だ。そして人の血は吸血鬼にとってパワーの源みなもとだ。他でもない、吸血鬼たる僕が保ほ証しようする」


「…………」


　ジョナサンが奥歯を嚙む。瞳の奥に、さっきまではなかった「欲」が生まれるのを、シューズは見み逃のがさなかった。吸血鬼の証あかし。吸血願望だ。人の名な残ごりの生理的嫌悪感と、急速に強まる吸血願望がせめぎ合っている。


「さあ」とシューズが彼を促うながした。ジョナサンは全身を震ふるわせ、息子と腹心が見守る前で、のろのろと首を突き出した。


　喘あえぐように開けた口から、二本の牙が伸びる。


　シューズの生なま白じろい腕に、牙を立てた。


　ギルバートが息をのみ、執事が呻うめき声をもらす。


　しかし、そのときすでにジョナサンには、二人の反応を気にするゆとりはなかった。初めて味わう血の滋じ味みに、半なかば我を忘れていた。口こう腔こうを満たす温かな液えき体たいを、のどを鳴らしてすすった。


　シューズがわずかに顔をしかめる。


「……ミスター・ジョナサン？　少し、抑おさえなさい」


「……くっ」


　シューズの忠ちゆう告こくに従したがい、ジョナサンが口を離した。彼は呆ぼう然ぜんとした様子だった。


「これが、吸血鬼……」


　だが、次の瞬間、血を吸ったジョナサンの身体から、それまで以上のオーラが迸ほとばしった。発はつ動どうしていた魔術が血で力を得て、完全に制せい御ぎよを失うしなったのだ。暴走し始めたのである。


「しまった」


　とシューズが思わず毒づいた。


　床に落ちていた『ロンギヌスの槍』が、カタカタと床の上で跳はねる。まるで踊っているようだ。禍まが々まがしい太古のダンス。そして、そのリズムはジョナサンの心臓の鼓こ動どうと一いつ致ちしていた。


　シューズが圧おされるように後こう退たいする。いまや、魔方陣は目映まばゆいほどの光を放っている。


　ジョナサンは、魔方陣が作る光の柱に閉とじこめられていた。


「父さんっ！」


　ギルバートが絶ぜつ叫きようした。執事は固まったように動かない。あまりの光量に、ジョナサンの表情は判別できなくなった。もう、直ちよく視しするのも辛い。だが、辛かろうじてわかるシルエットが、ゆっくりと立ち上がった。


　シューズが、


「ジョナサン？」


「……シューズ。どうやら、最後に吸血鬼の気分ぐらいは味わえたよ」


　光の柱から殷いん々いんと声が響いた。ジョナサンの声だ。しかし、彼の声からは、苦痛の色が消えていた。むしろ清すが々すがしささえうかがえる。


　しかしそれは、死し期きを悟さとった者が見せる、最期の清せい澄ちようさだった。


「そう言えば聞いてなかったな。シューズ。我が旧きゆう友ゆうよ。お前はなぜ、私の計画につき合った？　お前の目的はなんだったのだ？」


　透とう明めいなジョナサンの声に、シューズはしばし迷まよった末すえ、答えた。


「取り戻したかったのさ」


「なに？」


「取り戻したかったんだ。かつて――それはそれは昔に、なくしてしまったものをさ」


　光の中のシルエットが、じっとシューズを直視する。そして、「そうか」と小さくつぶやき、頷うなずいた。


　そうする間にも、シルエットは徐じよ々じよに形を崩くずし始めていた。さらに明るさを増す光の中に、搔かき消きえるようにのみ込まれていく。


「父さんっ!?　父さん！」


　ギルバートが悲痛な声で呼びかけた。もう人の形を成さなくなった影が、息子の呼び声に身じろぎした。


「……ギル。ここでお別れだ。お前も、家のことなどいいから、好きなように生きろ。いいな」


　その言葉を最後に、柱の中に堰せき止められていた光が決けつ壊かいした。部屋が閃せん光こうに埋め尽つくされ、視し覚かくが光に押おし潰つぶされる。


「……さよなら、ミスター・ジョナサン。我わが、人間の、悪友よ」


　シューズが小さくささやいた。


　光が消え去ったとき、ジョナサンの姿はどこにもなかった。床に血が溜たまっているだけだ。そして、横になって落ちていたはずの『ロンギヌスの槍』が、その血溜まりの中に突き立っていた。


　しかも、


「……なんと」


　シューズが啞あ然ぜんとつぶやいた。魔術の波は動どうが止まないのだ。『ロンギヌスの槍』が脈打っている。まだ暴ぼう走そうは収まっていない。


　槍の脈動は次第に大きくなり、再びガタガタと震え始めた。しかも、槍の振動に呼応して、床が、さらには部屋そのものすら小さく震え始めた。


　振動は次第に大きくなり、地震の如ごとく屋や敷しき全体を揺らし始める。迸る魔力の波動は、底が見えないほどだった。


「こりゃ大変だ。若君。早くここから――」


　シューズの台詞を、銃じゆう声せいが遮さえぎった。


　密みつ閉ぺいされた部屋の中に、鋭するどい爆音が幾いく度ども反響する。同時に、シューズの身体が、線を切られたように崩くずれ落ちた。ぽかんとした顔が、ギルバートへ向けられる。ギルバートの手には小型のオートマチック拳けん銃じゆうが握にぎられ、銃口から一条の硝しよう煙えんが立ち上っていた。


「……ギルバート様……」


「…………」


　言葉をなくす執事を余よ所そに、ギルバートは無言でシューズに近づいた。さっきジョナサンがとっていたのと同じ体勢で、シューズは両膝を床についている。右手がのろのろと持ち上がって腹ふく部ぶに空あいた弾だん痕こんを押さえると、待っていたように血が噴ふき出して指の間からこぼれ落ちた。


　ギルバートは両目を怒いからせたまま、銃口をシューズの額ひたいに照しよう準じゆんを合わせた。必死に激げき情じようを抑おさえているが、アイスブルーの瞳は高温の青白い炎のようだ。シューズは苦笑いを浮かべた。


「……すぐに脱だつ出しゆつしなさい。ここは、もう……」


「貴様の指さし図ずは受けん」


　ギルバートが引き金を引いた。シューズは、首を大きく後ろに仰のけ反ぞらせ、仰あお向むけに倒れて息いき絶たえた。


　槍の振しん動どうは続いている。執事が大声で避ひ難なんを勧かん告こくし、ギルバートは拳銃をジャケットの下のホルスターに戻した。


　血溜まりに刺さる槍をにらみ、苦く渋じゆうの表情を浮かべた。


「……父さん。どうして、こんな物に……」


　父の遺ゆい言ごんがギルバートの胸中で木霊こだました。家のことなどいいから好きなように生きろ。


　それは息子を思って残した遺言なのだろうが、ギルバートには苦々しいものだった。


「あなたは、あなたに付つき従したがう者たちより、こんな遺い物ぶつが大事だったんですか？　ぼくや母さんや、あなたのために尽つくしてきた者より、こんなガラクタが……」


　ジョナサンはギルバートの目もく標ひようだった。彼は子供のころからずっと、偉い大だいな父を追いかけてきたのだ。しかし、ジョナサンはどうだったのか？　自らの跡あと取とりを、どの程度大事に思っていたのだろう。


　それとも、父は本当に、永遠の命を欲ほつしていたのだろうか？　とすれば、父にとって、自分は跡取りですらなかったのかもしれない。そして、彼の口から答えを聞くことは、もう永遠に不可能になった。


　振動は刻こつ々こくと大きくなっている。天てん井じようから埃が舞い落ち、棚に並ぶジョナサンの収拾物が落下し始めた。執事が駆け寄り、ギルバートの腕を引いた。


「ギルバート様！　お急ぎを」


「……ああ」


　答えたギルバートだったが、次の瞬間身を竦すくませた。そして、警告を発するより先に、執事の背中に体当たりをした。


　その直後、天井から落下した梁はりが、ギルバートの背中を直撃した。


「ギルバート様！」


　執事が悲鳴を上げる。「くっ」とギルバートは呻うめき声をもらした。


　視界が朦もう朧ろうとした。ぬるりと生なま暖あたたかい血が額ひたいに垂れてきた。


　間かん一いつ髪ぱつ頭とう部ぶに当たるのは避さけたつもりだったが、どうやらよけ損そこねたらしい。側そく頭とう部ぶに、まるで火が点いたような熱を感じた。


「ギルバート様っ。なんということを……しっかり！　しっかりなさって下さい！」


　執事が狼ろう狽ばいしつつ必死に梁をどかせた。ギルバートは立ち上がろうとしたが、身体を起こすのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「動いてはいけませんっ。いま屋敷の者を呼びます！」


「…………」


　執事の声が頭ず蓋がい骨こつの中で反はん響きようして聞こえた。返事をしようとしたが、逆に咳せき込こみ、血を吐はいた。


　自分が死ねばフォワード家の血は絶たえる。それは許きよ容ようできなかった。命を無む駄だにしたくないのは無む論ろんのことだが、何よりも、ここでフォワードの血が絶えれば、フォワードに従う者たちが路ろ頭とうに迷う。父亡きいま、フォワード家の当主はギルバートだ。父の本ほん意いがどうであったとしても、いま、自分には無視することの出来ない責任が生まれたのだ。


「……爺。すぐに屋敷の者たちの避ひ難なんを――」


「馬鹿な！　ギルバート様の方が――！」


「わかっている……こんなところで……」


　ギルバートが歯を食いしばった、まさにそのときだった。部屋の扉が、外から勢いきおいよく突き破られた。


　厳げん重じゆうに施せ錠じようされていた鉄の扉が宙を舞まう。突とつ風ぷうが吹き抜け、ギルバートが霞かすむ目を見開き、執事が息をのんで振り返った。


　そして、二人が呆ぼう然ぜんとする前で、突風の中から一人の男が部屋に飛び込んできた。


　目立たない色のレインコートをまとった、褐かつ色しよくの肌の男だった。瘦そう身しんである。鼻が高い面おも立だちはアラブ人らしい。口元からあご先にかけて伸のびる灰白色のひげが、自らが巻き起こした突とつ風ぷうになびいている。


　男は、


「遅おそかった――いや、間に合ったと言うべきか」


　と言って、右手を槍に向けて差し出した。


　男の手には、手のひらに収まる大きさの円えん盤ばんがあった。中央に、六芒星ヘキサグラムが刻まれている。


　それは、床に刻まれた魔方陣を簡かん略りやく化かしたものだった。


　槍と向き合った円盤は、その瞬間に白く輝いた。床に突き立っていた槍が独ひとりでに抜ぬけ、空中を横切って円盤へと吸い寄せられる。そして、円盤に突き刺さる寸すん前ぜんで、ぴたりと停止した。


　屋や敷しきの揺れが収まった。しかし、槍の脈動はまだ続いている。「くそっ」と男が舌した打うちした。魔術の暴走は、まだ継けい続ぞくしていた。


「急きゆう拵ごしらえの魔ま具ぐでは抑えきることはできんか。かくなる上は――」


「……貴様、何者だ!?」


　男の顔に覚悟が過よぎるのと、ギルバートの誰すい何かの声が重なった。男は円盤を翳かざしたまま、ギルバートを横目に見やった。


　落ちくぼんだ眼がん窩かの奥の、灰色の瞳がギルバートを見み据すえる。暗い印象の目つきだが、深い知性を感じさせた。


「ジョナサン・フォワード……ではないな。『ウォーカーマン』の傀かい儡らいにも見えん。フォワード家の縁えん者じやか？」


「……僕の名は、ギルバート・フォワード。フォワード家の当主だ。貴様は、ミスター・シューズの仲間か？」


　ギルバートは執事に抱えられたまま、険けわしい顔で再び拳銃を抜いた。当主、と聞いた男は、ちらっと魔方陣の血溜まりに目をやり、言葉の意味を理解したようだった。


「私の名は、ヨシュア・ダーニー。シューズの仲間ではない。奴を――正確には、奴に奪うばわれたこの『ロンギヌスの槍』を追っていた者だ」


「……なんだと？　奪われ――」


「そうだ。私は、この槍の制作者だ」


　そう、男――『流離さすらい人ヨシュア』は名な乗のった。ギルバートは、ぎゅっと唇くちびるを嚙みしめた。


「……では貴様、吸血鬼か？」


「父から聞いているようだな。いかにも。『典てん司しソロモン』の血統に連つらなる、最さい後ごの末まつ裔えいだ。が、それも今日ここで絶たえる。ジョナサン・フォワードの子よ。私はこれから、我が身を捧ささげて始祖ソロモンの技法を鎮静する。だが、この館は保もつまい。負傷しているようだが、すぐにここを離れるがいい」


　ヨシュアはそう言って、左手をコートの中に入れた。取り出したのは一本のナイフ。それで円盤を持つ腕を切り裂き、自らの血を噴ふき出させた。


　溢あふれ出る『典司』の血が、部屋に充じゆう満まんする槍の魔力と共きよう鳴めいする。流れ出る血が蛇へびのように宙ちゆうに浮かび、円盤と槍を中心にしてとぐろを巻き始めた。ギルバートと執事は、ヨシュアの行動を啞あ然ぜんと見守った。


「……禁きん術じゆつはすでに発動してしまった。これを再び封ふう印いんするのは至し難なんの業だが、私の血をすべて費ついやせば不可能でもあるまい。行け、ジョナサンの息子。父の二にの舞まいになることはあるまい」


　喋しやべっている間にも、ヨシュアの出血が凄まじい勢いで増ましていく。ヨシュアの顔からは、見る見る血の気が失うせていった。
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　しかし、


「……ギルバートだ」


「なに？」


「僕の名は、ギルバートだ」


　禁術の封印に集中していたヨシュアが、つい顔を向けた。ギルバートは、制止する執事を無視し、彼につかまりながら立ち上がっていた。


「……身を捧ささげるだと？　なぜだ？　なぜ貴様が犠ぎ牲せいになる……」


「……禁術を復活させた者として、責任を取るだけだ。お前たち人間には関係がない」


　ヨシュアの声には戸と惑まどいがあった。ギルバートは、気を抜けば途と切ぎれそうな意識を、必死に繫つなぎ止めた。


「……貴様は、その術を操あやつれるのだな？」


「本来ならな。だが、この段階まで進んだ状態で、強引に止めるには――」


「止めるな」


　ギルバートの台詞に、ヨシュアは意表を突つかれた顔をした。


　ギルバートはヨシュアの反応に構かまわなかった。そんな余よ裕ゆうはもうない。狼狽うろたえる執事の肩に手を置き、ふらつきながらも自らの足でしっかりと立った。


「貴様の犠牲など不要だ。吸血鬼とて命は惜おしかろう？　僕もここで死ぬわけにはいかない。なら、取るべき手段は、ひとつだ」


「……お前、まさか」


　ヨシュアの予想に、ギルバートははっきりと首しゆ肯こうした。


　吸血鬼と向き合い、宣せん言げんする。


「父の失しつ態たいは、僕が償つぐなう。父の意思は、僕が成なし遂とげる。ヨシュア・ダーニー。フォワード家当主の依い頼らいだ。共に生き延のびよう。お前の術を僕にかけろ」


　まるで言葉を解したかのように、空中に縫ぬい止められた『ロンギヌスの槍』が、ひと際大きな鼓動を刻んだ。


　フォワード家の歴史が、その行方ゆくえを変えた瞬間だった。
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　薄暗いベルリンの空を、大おお型がた輸ゆ送そう機きの編へん隊たいが埋うめていた。


　Ｃ―47スカイトレインに、Ｃ―54スカイマスター。アメリカを中心とする、「西側」の輸送機群だ。


　ぼんやりとした影が幾いくつも幾つも空から落ちて、ひび割れの残るアスファルトや壁が剝はがれたままのビルを横よこ切ぎっていく。街まち並なみにはいまだ戦争の傷きず跡あとが残っており、その上を進む影は、まるでユーボートの亡ぼう霊れいのようだった。


　そんな街まち角かどに、一人の男が立っている。


　彼はレイバン越しに見える頭上の機き影えいを、身じろぎもせずに見上げていた。


　着き古ふるしたロングコートと年代物のブーツ。ウェーブのかかったブロンドが肩まで伸びている。均きん整せいのとれた体たい軀くといい、端たん整せいな顔立ちといい、嫌でも人目を引く容よう姿しだ。


　だが、彼が持っている本来の存在感、威圧感は、見事なまでに打ち消されていた。完全に街の空気に溶け込んでいる。そのためか、余よ所そ者ものである彼を気に留める者は、一人もいなかった。


『狼ろう王おうガルー』の血族を率ひきいる、欧おう州しゆう屈くつ指しの大吸血鬼。ルイ・マルファンだった。


　本来ルイの根ね城じろは、ここから遠く離はなれている。ベルリンより南西に九〇〇キロの地点にある、フランスの首都パリだ。『狼王』の血族は、古くからフランスの地に根ね付づいてきた血族なのである。


　しかし、長年ドイツの夜を治めてきた『竜りゆう飼がいウォルフ』の血族が絶えたいま、この地は吸血鬼たちにとって空白地帯となった。そして、人間たちの戦争の煽あおりで故こ郷きようを失った血族や、血族社会のはぐれ者、追つい放ほう者しやが紛まぎれ込む、月げつ下かの無む法ほう地ち帯たいと変わりつつある。そのため、近きん隣りんの血族中で最大の規き模ぼと格かく式しきを誇ほこる『狼王』の血族が、ドイツ一帯についてもある程度の統とう治ちを――というよりも、最さい低てい限げんの秩ちつ序じよ維い持じを――実じつ施ししているのだ。


　基本的に、吸血鬼は直接的利り害がい関係でもない限り、他血族の問題には関わらない。にもかかわらず『狼王』が『竜飼』の代だい行こうを買って出た理由は、主おもに二つあった。


　ひとつは、血族社会の変化である。


　かつてはそれぞれがひっそりと隠かくれて暮らしてきた血族たちも、ここ数世紀の間に大きく様よう態たいを変化させている。人間社会の著いちじるしい進しん歩ぽと発はつ展てんに引きずられ、半強制的に変化せざるを得なかったのだ。


　特に欧州系血族の間ではこうした変化が顕けん著ちよで、今回も『狼王』によるドイツ地方の監かん督とくに異い議ぎを唱となえる者はいなかった。人間たちの「国家」と同どう様よう、有力血族を中心とした血族社会全体での意思決定、及び生存のための協力が必要とされ始めたのだ。『狼王』の血族も、欧おう州しゆう屈くつ指しの大血族として、欧州全体における自らの役割を自じ覚かくしつつある。


　しかし、今回の『狼王』の行動に関していえば、もうひとつの理由が圧あつ倒とう的てきに大きい。それが、ルイ自身の心情だった。


『竜飼』の血族が没ぼつ落らくしたきっかけはクーデターだった。千年もの間一族を率ひきいてきた長老ゲオルグ・フォン・ツェーゼルの、身内の手による暗殺。第一次世界大戦のただ中での出来事だ。ルイ自身も、その場に居い合あわせている。


　あれからわずか三十数年で、欧州の二大血族として数えられた『竜飼』は滅ほろび去さった。ルイのように長い歳月を生きてきた者には、俄にわかには信じがたいほどの急変だ。


　――隔かく世せいの感、というやつか。


　とルイは自じ嘲ちよう混じりに思う。――長老たちの中では、もっとも時代に即そくして生き、人間かぶれと笑われていた自分だというのに……


　ルイとゲオルグは、隣りん接せつする地域を支配する大吸血鬼同士だった。当然古くから面めん識しきがあって、時には張り合い、時には手を結んで、一族を導みちびきながら欧州の月下を歩んできた。どちらかと言えば馬うまの合あう同士ではなかったが――それどころか互たがいに気にくわないと思っていたのは間ま違ちがいないが――一方で、同じ立場にいる数少ない同どう志しとして、相手を意識し合っていた。


　ゲオルグ亡なきいま、彼の代わりを務めるとすれば、それはルイ・マルファンしかいない。その思いがあったからこそ、ルイは『竜飼』の後こう任にんを引き受けた。こうして長である自らが度たび々たびドイツにまで足を運ぶのも、理由は同じだった。


　懐かい古こ。そして、感かん傷しよう。この自分が、とルイは内心苦く笑しようするしかない。


　ルイは、曇くもり空の太陽光に瞳をじりじり焙られながらも、無む言ごんのまま頭上の光景を見続けた。


　ベルリンの西側地区がソ連によって封ふう鎖さされて一週間が経たつ。


　陸りく路ろの完全閉へい鎖さ。鉄道の運休。電気や石せき炭たんなどの燃料、食しよく糧りようを含ふくむ、あるゆる物流の遮しや断だん。結果、西ベルリンは東側勢力のただ中に、陸の孤こ島とうとして取り残されることになった。


　そして、これに対抗すべく西側勢力が取った手段が、頭上で展開されている、史上例のない大だい空くう輸ゆ作戦だ。その規模は凄すさまじく、昼も夜もない二十四時間態勢で、三分に一回――最さい盛せい期きには九十秒に一回、一日一万三千トンもの物資を積つんだ輸送機が空を飛ぶという、途と方ほうもないものだった。


　ソ連がベルリン封鎖を断だん行こうした直接の原げん因いんは、西側の発行した新ドイツ・マルクが東側に流りゆう入にゆうするのを阻止するためだ。だが、そもそも東西ドイツの確かく執しつの裏には、アメリカによる共産主義勢力の封じ込め政策トルーマン・ドクトリンと、その一いつ環かんである欧州諸国に対する経済支援マーシヤル・プランがあり、さらにその根本には、ソ連を核かくとする共きよう産さん主しゆ義ぎ陣じん営えいとアメリカが牽けん引いんする資し本ほん主義陣営との深しん刻こくな対立が――つまり「冷れい戦せん」があった。人類はこの半世紀で、千年を生きた吸血鬼が呆あきれ、戦せん慄りつするほどの血を流しながら、まだ飽あくことなく争いの芽めを育てているのである。


　そしていま、ルイは頭上を横切る人間たちの「力」に、言い様のない高ぶりと怖れを感じていた。


　二度の大戦は、それまで古い常識に囚とらわれていた血族の長老たちに強きよう烈れつなショックを与えた。目覚ましい技術革かく新しんと、それに伴ともなう大量殺さつ戮りく兵へい器きの登場。近年、人が手にした「力」は、もっとも古く強力な吸血鬼たちのそれをも上うわ回まわる。たとえば、いま頭上で行われているような圧あつ倒とう的てきな「力」の行使を、いったいどの血族が真ま似ねできるだろうか？


　そして、それほどの強大な「力」をこんなにも馬鹿馬鹿しく駆く使ししてしまう未成熟さはなんだろう？　力の大きさと、力を扱あつかう精神のアンバランスさは？


　――奴なら……


　ゲオルグなら、この光こう景けいを見て、一体なんと言うだろうか？　やはり、この光景を見ても「軽けい々けいと時代に従うことはできぬ」と顰しかめっ面で持じ論ろんを繰くり返しただろうか？　自分たちと人では、流れる時間の流れが異ことなるのだ、と。


　と――


「っタ！　――って、あれっ!?　ご、ごめんなさい！」


　突然自分にぶつかってきた人間に、ルイはびくりと全身を竦ませた。


　ルイともあろう者が、人間の接近に気付かなかったのだ。いくら相手に敵てき意いがなかったにしても、信じられない失しつ態たいだ。


　――これではゲオルグに笑われるな。


　と自じ戒かいしつつ、それとなく周囲の気配を探さぐった。幸い周りの通行人が不ふ審しんがる様子はなかった。


　ぶつかってきたのは、まだ若い、二十歳前後の娘むすめだった。本人も前方不注意だったのだろうが、ルイが気配を消していたのも衝しよう突とつの一いち因いんだろう。尻しり餅もちをついたまま、目を白黒させている。


「……失礼した、お嬢さんフロイライン。お怪け我がは？」


「お嬢!?　――と、とんでもない！　こっちこそ余よ所そ見みしてて。ほんとごめんなさい。って……あ～！　やっちゃった～」


　娘は、手にしていた紙袋を持ち上げて、世にも情けない声を出した。紙袋の底が湿しめって変へん色しよくしている。どうやら、ワインボトルか何かを入れていたらしい。ぶつかって転んだ拍ひよう子しに割わってしまったのだ。


「母さんの誕たん生じよう日び用ように奮ふん発ぱつしたのに。弟にどやされちゃうな」


　ばつが悪そうに頭を搔かく。それから思い出したように、「あ」とつぶやいて、ちらりと媚こびるような視線をルイに送ってきた。どうやら、この紳士は弁べん償しよう請せい求きゆうに応じてくれる好人物か否いなか、測はかっているらしい。


　娘の現金な仕し草ぐさがやけにおかしくて、ルイは思わず苦く笑しようした。


　気配を消していたのだから、娘がぶつかってきたのはわざとではあるまい。万が一わざと――つまり詐さ欺ぎにかけるつもりだったのだとしても、自分を標ひよう的てきに選んだ辺り、見る目があるというものだ。


「申し訳ないことをしてしまったようだ、お嬢さんフロイライン。よろしければこれで新しい物を買って下さい」


　ルイはそう言って、コートのポケットから丸めた札束を無む造ぞう作さに取り出した。娘は無む邪じや気きに顔をほころばせたが、渡された額がくを見て目を丸くした。


「ちょ!?　おにーさんっ。これはもらい過ぎだよ。別にたかる気なんかないんだから、こんなに受け取れないって」


「では、お詫わびの印しるしだ」


「駄目だよっ。そりゃ、今度のお札だって、いつ紙切れになるか知れたもんじゃないけど――でも、これだけあったら一か月は食べていけるよ？　お金を粗そ末まつにするもんじゃないよ」


　意外なほど義ぎ理り堅がたいことを言って、娘はルイの差し出す慰い謝しや料りようを固こ辞じした。ルイの苦笑がより深まった。


　これも、人間。日々の暮らしに一いつ喜き一いち憂ゆうし、ルイから見れば哀れなほど短い生しよう涯がいを生きたあとは、ルイには共感できない満足感すら抱きながら死んでいく。


　個ではまったく変わらないまま、人類は空を埋うめ尽つくすほどの力を得たのだ。この矛む盾じゆんが、吸血鬼として長く生きるほど、どんどん不思議に思えてくる。


「ほら。おにーさん、てば」


　娘が受け取った札を返そうとする。ルイは肩を竦めると、受け取る振りをして娘の手を握にぎり、スッと身体を近寄せた。


　驚おどろく娘の耳元に、


「……では、物ぶつ々ぶつ交こう換かんといこう。昼間から失礼、お嬢さんフロイライン」





　数分後。


　ふと我に返った娘は、パチパチ瞬まばたきをして辺りを見回した。


　どうして自分がこんなところに立ち尽くしているかわからなかったのだ。確か、背の高いハンサムにぶつかったはずだったのに、気がつけば、彼の姿はどこにもない。


「……あれ？」


　白はく昼ちゆう夢むでも見たようだった。ただ、やけに身体が軽かるく気分が良い。いったいどうしたのだろう。娘の右手は、割れたワインボトルの入った紙袋をつかんでいた。そして左手には、彼から渡された札束がそのまま残っていた。


「……ま、いっか」


　娘は気持ちを入れ換えると、ワインを買い直すべく、来た道を引き返し始めた。わずかにむずがゆさを覚え、片手が首くび筋すじに伸びたが――むろん、ルイ・マルファンほどの吸血鬼ともなれば、傷きず痕あとを残すほど未み熟じゆくでも無ぶ粋すいでもない。娘は鼻歌を歌いながら、街角を去さっていった。


　頭上ではまだ、何なん機きもの大型輸送機が低空を飛び交っている。


　ベルリンに、冷れい戦せんを象しよう徴ちようする「壁」が築かれるのは、それから十二年後のことだった。





４







「――龍王」


　低い女の声が、暗闇に包まれた執しつ務む室しつの中に響いた。


「北京ペキンの柳リユウから連絡です。人じん民みん解かい放ほう軍ぐんの毛もうは、天安門に群ぐん衆しゆうを集め、中ちゆう華か人民共和国の建けん国こくを宣せん言げんしたそうです」


「……そうか」


　女の報告に答えたのは、窓まど辺べに立つ青年だった。


　秀しゆう麗れいな面持ちをした、線の細い青年だ。良りよう家けの子息を思わせる外がい観かんなのだが、内に秘ひめたる風ふう格かくたるや王おう者じやのそれである。しかも同時に、仙せん人にんの如ごとき風ふう雅がさと聖人の如き徳とを感じさせ、対たい峙じする者に不思議な落ち着きを与えた。


『真しん祖そ混こん沌とん』の直系にして、東アジア一帯に君くん臨りんする大だい長ちよう老ろう、『東の龍王』その人だ。


　龍王は、腹心月ユエ梅メイに振り向くことなく、窓の外を見下ろし続けた。夜の闇を追おい払はらうように点る、目ま映ばゆく怪あやしい街明かり。しかし、最盛期の租そ界かいを彩いろどった街灯に比くらべれば、その数は明らかに減っていた。


　上海シヤンハイ。


　龍王がこの地に移り住んだのは、十九世紀の半ば――アヘン戦争の終戦後だった。戦後締てい結けつされた南なん京きん条じよう約やくで、欧おう米べい諸しよ国こくがこの地に「租そ界かい」と呼ばれる居きよ留りゆう地ちを設もうけたころだ。以来、日本軍に占せん拠きよされるまでの百年、この地とこの地を訪おとずれた吸血鬼たちを、龍王は加か護ごし続けてきた。


　租界は、当時の清王朝の権けん威いが及ばぬ治ち外がい法ほう権けん地ち域いきだった。欧米諸国による中国侵しん略りやくの拠きよ点てんとなった地だが、一方では海外の文化や生活様式、「人」と「物」と「金」が流れ込む国際都市でもあった。貿ぼう易えきが盛さかんに行われる一方で賭と博ばくやアヘン売買が横行し、多くの犯罪を生むと同時に様々な形の結けつ社しやを生んだ。


「魔ま都と」。それが、当時の上海に付けられた呼こ称しようだ。


　そして、名付けた人間たちは知らないが、「魔都」の異い称しようは別の意味でも正せい鵠こくを射いていた。外に対して開かれ、生命力に溢あふれる上海には、人に交じって多くの吸血鬼たちも惹ひき付けられてきたのだ。大陸系の血統に属ぞくする者も、欧州系の血統に属する者も。また、そのどちらでもない者たちも。龍王は彼らを支配することなく、ただ頂点に鎮ちん座ざし、その威いをもって月下の平へい穏おんを守ってきた。前世紀後半から今日にかけて、上海は、あらゆる血統の吸血鬼にとって、理想的な都で在あり続けたのだ。


「……が、それも終わりか」


　一九四一年、日本軍に占せん領きよされることで、租界の歴史は幕まくを閉じた。そしていま。毛もう沢たく東とうの共産党が覇は権けんを握ることで、中国は共産主義国として生まれ変わることになる。


　すでに上海の海外資本は、その多くが流出していた。龍王は、人間たちの政治思想に興きよう味みはない。この国が社会主義国としての道を進もうと構わない。ただ、閉へい塞そくされた社会が吸血鬼にとって居づらい場所なのは確かな事実だった。人種の坩る堝つぼ。多様な文化。人、物、金が常に出入りし、日夜流動し続ける都市こそ、人から隠れながらも人から離れられない吸血鬼たちにとって、もっとも好このましい環境と言える。「自由」が、吸血鬼たちの都市には、不ふ可か欠けつな要よう素そなのだ。


「……百年。あまりに短い。もはや、長ちよう安あんの如き世は、時代が許ゆるしてくれぬのかな」


「陛へい下か……」


　龍王の独どく白はくに、月梅が痛いたましげな声をかけた。長の理想を知る彼女としては、彼の心中は察さつして余あまりあった。


　だが、腹心の声の翳かげりに、龍王はようやく振り返り笑顔を見せた。


「良いのだ、月梅。世の移うつろいは、歴史の常つねである。これが初めてではないし、また最後にもならぬだろう。人がそうであるように、余らもまた、築きずき、損そこなうことを繰り返して、時と共に生きるだけ」


　そう言って、再び龍王は窓の外に視線を戻した。


「この地では、新たな友を多く得た。黒き血も。また赤き血もだ。彼らとの絆きずなは、次なる地でも必ずや糧かてとなろう。これは、大きな前進である。だからそのように嘆なげくな」


「……はい」


　王の優しさと志とが月梅の胸を満たす。力の強大な、また月下の牙としての「格」だけではない。この懐ふところの深ふかさこそが、血統の違いさえ――そして種しゆ族ぞくの違いさえも乗り越えて大勢の者たちが龍王を慕したう、最たる要よう因いんに違いない。そしてそれは、月梅ら配下の者たちにとって、最大の誇ほこりであった。


　また、友を得たという龍王の言葉は、決して噓うそではない。この百年、大陸を襲おそった様々な激げき動どうは、神話の時代から生きる彼にしても初めて経験するほどのことだった。しかし、それほどに凄まじい時代の変遷にあっても、彼と彼の血族は存続することができた。いや、むしろ変へん遷せんする巨大なエネルギーを取り込むことで、さらなる繁はん栄えいを築いていた、とさえ言えるだろう。


　変化。成長。あるいは進化。それは、「不変」を宿命とする月下の住人にとって、決して容易たやすいことではない。


　しかし、不可能ではないのだ。そして、これからの時代、吸血鬼たちはさらなる進化を要よう求きゆうされるようになるのかもしれなかった。龍王が理想とする都市も、その先にこそ実現できるはずだった。


「……さて、大陸中ちゆう枢すうの進む先が決まった以上、余らも悠ゆう長ちようには構えておれまい。月梅。余らが移るべき次なる地として、そなたならどこを推おす？」


「はい、陛下。候こう補ほ地ちとして考えられるのは、まず第一に、台たい湾わんかと」


「台湾？」


「はい。毛に敗やぶれた国民党の蔣しようは、台湾に落ちました。おそらくは近いうちに、彼かの地で新たな政権を樹じゆ立りつすることでしょう。引き続きアメリカの援助が得られるとすれば、共産党もすぐにはこれを打倒できぬはず。中華人民共和国とやらに残るよりは、我らにとってより良き都市となる可能性が高いと思われます」


「ふむ……」


　龍王の視線が遠くに投げられた。彼も、大陸のあらゆる場所を知っている訳ではない。


「台湾島……だが、それには海を越えねばならん」


　小さくつぶやかれた指摘に、月梅は「はい」と首しゆ肯こうした。


『真祖』の血統は、流れる水を怖れない。欧州系吸血鬼たちが『犬』に喩たとえられ、大陸系吸血鬼たちが『蛇へび』に喩えられる所以だ。


　しかし、龍王が理想とするのは、あらゆる血統を受け入れる都市だ。実際には欧州系吸血鬼の血統でも、流れる水を弱点としている血統はごく一部に過ぎない。しかし、倦けん厭えんする傾けい向こうがあるのは確かだ。


　また、台湾島では大陸から離れすぎる。


『真祖』の血統は、古こ来らい――それこそ人の有ゆう史し以前から――大陸に根付いてきた血族である。龍王にせよ、その力の源みなもとは大陸の龍りゆう脈みやくと密みつ接せつに関係している。台湾まで移動してしまえば、彼を始めとする『真祖』の血族たちは、大地の恵めぐみから切り離されてしまいかねない。


「……余よの力を行き届かせれば、さほどの障しよう害がいにはなるまいが……あまりに余が力を振るい過ぎては、それを嫌きらう者も現れよう」


「上海シヤンハイのような港こう湾わん都市でも、我々は成功しました。台湾島は広大です。もちろん大陸とは比べようもありませんが――」


　とはいえ、かくいう月梅も、台湾を訪おとずれたことはない。


　台湾が「台湾」と呼ばれるようになったのは、清しん王おう朝ちようになってからだ。それまでは「小しよう琉りゆう球きゆう」や「東とう都と」と呼称され、中国史上に登場するとしても、あくまで一地方としてのみだった。貿ぼう易えき港こうとして栄え、オランダの植民地となったり日本に統治された時代があることは知識として知っていても、その土地に対して具体的なイメージを浮かべることは難しかった。


　龍王が無言で熟じゆく考こうする。


　それを十分に待った上で、「陛下」と月梅は声をかけた。


「もうひとつ、候こう補ほ地ちとして考えられる都市があります」


「……うむ。それは？」


「香ホン港コンです」


「香港？　――なるほど。香港か」


　その名を聞いて、龍王は思わず深く頷いた。


「そう言えば、共産主義を嫌う人間たちの多くは、新しん天てん地ちとして香港に逃れる旨むね、伝つたえ聞いている」


「はい。華か人じんだけでなく、海外資本の多くも香港に流れるものと思われます。特にイギリスの資本は、間違いなく香港に集中するでしょう」


　現在、香港は中国の領りよう土どではなく、イギリスの植しよく民みん地ちだ。しかし、それを言うなら上海にしても、この百年間、半なかば欧米諸国の植民地と化かしていた。とするなら、上海と同じ発はつ展てんが、香港にも期待できるかもしれない。


「しかし……イギリスは資本主義国家。アメリカら、西側の陣じん営えいだ。共産党は彼らに、領土の返へん還かんを求めるのではないか？」


「その可能性はあります。大いにあると言っていいでしょう。そして、その場合、最悪香港は戦場と化します。しかし、同じことは、国民党が移った台湾に対しても言えるのです。共産党は、積せき年ねんの宿しゆく敵てきたる国民党を、たとえ場所を移し名を変えようと、決して許しはしないでしょうから」


　共産党が中国を――誕生したばかりの中華人民共和国という大たい国こくをどのように動かすか。それは、あるいは共産党主しゆ席せきである毛沢東自身にすら予測しきれないことなのかもしれない。彼の中に彼の理想があることは間違いないが、その理想が巨大な国家に反はん映えいされたとき結果として何が起きるか、現時点で把は握あくしている者は極きわめて少ないだろう。


　再び龍王が口を閉とざした。月梅も、今度は王の思考を遮さえぎらなかった。


　長い時間が流れた。


　しかし、龍王はついに、


「――よろしい」


　と顔を上げ、月梅に強い視線を向けた。


「皆に伝えよ。余らはこれより上海を出て香港に向かう。すぐとはいくまいが、早い方が良かろう。月梅。そなたが指し揮きを執とれ」


　龍王の言葉が、月梅の血に新たな鼓動を刻む。月梅は、「は」と短く答え、深ふか々ぶかと低てい頭とうした。
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　乾かわいた日差しの中、埃ほこりっぽい風が汚れたポンチョと赤い髪をなびかせた。


　広々としたアンデスの荒こう野やが、どこまでも続く。人がいないのが気持ち良かった。荒こう涼りようとした風ふう景けいが心をドライにしてくれる。孤こ独どくを好このむゼルマン・クロックにとって、狭せま苦くるしさから解放される時間は、満足に値あたいするものだった。


　もっとも、まったく人がいない訳ではない。


　そして、その唯ゆい一いつの例外は、残念ながら実に「孤独」からかけ離れていた。


「それじゃあ、飛行機に乗ってみたかったってだけで、ヨーロッパから南米まで来たのかい？　すごい行動力だな、君は！　まだ僕より全然若わかいのに！」


　一体何がそれほど愉ゆ快かいなのか、その青年はバイクを運転しながら、楽しくて堪たまらないという声で軽けい快かいに話しかけてきた。後部シートにまたがって景色を眺ながめていたゼルマンは、返事の変わりに髪と同じ色の瞳を向けた。


　青年はエルネストと名乗った。アルゼンチン人で、ブエノスアイレス大学の医学生らしい。現在、友人のアルベルトと愛車のおんぼろバイク――「大馬力ポデローサ」号というらしい――で、南米大陸を縦じゆう断だんする一万キロの旅の最中なのだと、誇ほこらしげに説明した。


「と言っても、金もなければ泊とまるあてもない、放ほう浪ろう旅行なんだけどね」


　そう言って無む邪じや気きに笑っている。無ぶ愛あい想そうな道連れなどものともしない、朗ほがらかで開けっぴろげな態たい度どだった。


　歳は二十三。喘ぜん息そく持もちだそうだが、丁てい寧ねいな言葉遣づかいと明るい茶ちや褐かつ色しよくの瞳、何より会って数分で判はん明めいする楽観的な性格からして、


　――金持ちのお坊ちゃん、ってとこか。


　とゼルマンは見ていた。もちろん、エルネストの精神に潜もぐれば素す性じようなどいくらでもわかるが、そんな手て間まをかけるほど彼に興味があるわけではなかった。


　では、興味も湧わかない金持ちのお坊ちゃんが駆かるバイクに、『緋ひ色いろのゼルマン』と怖おそれられる世界屈くつ指しの凶悪な吸血鬼がどうして乗っているのかといえば、実はただの偶ぐう然ぜんに過ぎなかった。


　ゼルマンが南米を訪れた理由は噓ではない。人間たちの新たな移動手段である飛行機に、一度乗ってみようと考えたからだ。先の大戦中、散さん々ざん見かけた爆ばく撃げき機き。あれが町を破壊する様を眺ながめているときに、空を飛ぶ感覚を味わうのも悪くないなと思ったのである。目的地に南米のブラジルを選んだのも、単にその地を訪れたことがなかったからというだけだった。


　結局、搭とう乗じようした大型航こう空くう機きでは、ゼルマンが期き待たいしたような「空を飛ぶ感覚」は得えられなかった。しかし、初めて訪れた南米は意い外がいに居い心ごこ地ちが良く、そのままぶらぶらと放ほう浪ろうを続けていた。その途と中ちゆうで、エルネストと出くわしたのだ。


　エルネストにはアルベルトという旅の同どう行こう者しやがいるのだが、その男は用よう事じがあったらしく、この先にある街で彼の到着を待っているという。そこまでなら、という条じよう件けんで、ヒッチハイクすることになった。といっても、エルネストの方がゼルマンに興きよう味みを持ち、強引に誘さそった結果なのだが。


「これだから旅は面おも白しろいよな！」


　と、舗ほ装そうされていない道を走りながら、エンジン音や風音に負けないよう、エルネストは大声で言った。むろん、ゼルマンは今回も返事をしなかった。


　しかし、エルネストが興味を持つのも無理のないことだろう。何しろ、ゼルマンの外がい見けんはせいぜい十五、六だ。間違っても、八百年近くもの歳さい月げつを生きているとは思えない。白人というのもこの辺りでは珍めずらしいし、赤い髪に緋色の瞳となればヨーロッパでもお目にかかれない。


　おまけに、初めて目があった瞬間にエルネストが絶ぜつ句くしたほど、息をのむ美び貌ぼうの持ち主なのである。


　そのくせ態度は無愛想で、外見上の年齢に反し、不ふ遜そん極きわまりない。ところが、そんな態度が不思議なほど馴な染じんでおり、違い和わ感かんを与あたえないのだ。


「まるで野や生せいのピューマみたいだよ、君。絶対人には懐なつかないというか――でも、血けつ統とう書しよ付きで美人の、ね。まあ、ピューマに血統書もないけどさ」


「……一応血統ならあるぜ」


「えっ？　なに？」


「『アスラ』って血統さ」


　ようやくゼルマンは、エルネストの振ふる話題に返事をした。それから、唯ゆい一いつの荷物である口を絞しぼった布ぬの袋ぶくろの中から、葉は巻まきを一本取りだした。


　口にくわえて火を点つける。エルネストが見ていれば、ぽかんとしただろう。ライターはもちろん、いかなる器き具ぐも用もちいてないのに、突然葉巻の先に火が点いたのだから。また、エルネストがより注意深ければ、ゼルマンが葉巻を口にする際さい、彼の口元で光る鋭するどい牙の存在に気付いて、啞然としたかもしれなかった。


　しかし、前を向いたままのエルネストは、そのどちらにもまったく気付かず、ようやくゼルマンが返事をしたことを素す直なおに喜よろこんでいた。


「『アスラ』ってのは民みん族ぞくの名前か何かかい？」


「まあな」


　と、また彼らしい気まぐれが起きたのか、さっきまでひと言も口を利きかなかったくせに、ゼルマンは会話を続けた。


「ぶっそうな血族でね。いまじゃもう、オレ以外に何人生き残っていることか――」


「へええ！　そりゃすごいな。まるで貴き族ぞくみたいだ。よほど由ゆい緒しよ正しい民族なんだね」


「古くさいってだけさ」


「君、出身地は？　君みたいな髪や目の色って、実は見たこともなかったんだけど――いったい何人なんだい？」


　その質問に、ゼルマンは自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべた。


　それでも、古い記憶を呼び覚さます目つきになり、


「……生まれは欧州だ。すっかりごちゃごちゃしちまったが……ポーランド、になるのかな？　もっとも、転てん々てんとしてるがね。血族は皆そうだからな。放浪癖へきのある血筋なんだろうよ」


「そりゃ大変そうだ！　でも、ちょっと羨うらやましくもあるかな。僕は、国外に出るのも今回が初めてみたいなものだもんな」


「そうかい？」


「そうだよ！」


　どこまでも陽よう気きに、エルネストが答える。ゼルマンは鼻を鳴らし、吹き付ける風の中で、ゆっくり葉巻をくゆらせた。


　背中を後方に倒して伸ばす。赤い髪が翻ひるがえり、首を通したポンチョが、旗はたのように大きくなびいた。


　考えてみれば、このバイクというのにも乗ったことがなかった。何しろ、普通に移動する方が遥はるかに速はやいのだ。


　しかし、こうして自分の足を使わずに移動していると、飛行機では味わえなかった「空を飛とぶ感覚」が想像できる気がする。顔にあたる空気。流れていく景け色しき。目の前にどこまでも「自由」が続くような感覚。


　悪くない。


「……これで、もう少し太陽が大人しけりゃな」


「え？　太陽がどうかしたっ？」


「邪魔だ、と言った」


「ええ？　そうかい？」


　不思議そうにエルネストが空を仰あおぐ。辛かろうじて日は出ているが、どちらかと言えば空そら模も様ようは悪い。曇どん天てんだ。もっとも、あと少しでも日差しが強いようなら、ゼルマンは夜まで動かず、エルネストと出くわすこともなかっただろう。


　ゼルマンの意見に首を捻ひねっていたエルネストだったが、すぐに気を取り直した。


「で？　南米こつちの感想はどうだい？　ヨーロッパそつちに比べると、まだまだ遅おくれてるだろ！」


「かもな。もっとも、ヨーロッパの国にしたところで、全部が全部最さい先せん端たんって訳じゃない。人間であれ、それ以外であれ、実じつ態たいなんてものに大差はないじゃないか？」


「『それ以外』だって？　面白いことを言うね。たとえば、ピューマとか？」


「ああ。ピューマとか」


　ゼルマンが適てき当とうに答えると、エルネストは楽しそうに笑った。


「そうは言うけどさ。やっぱり、生活なんかはだいぶ違うんじゃないかい？　第一、民主主義国って時点で、いまのアルゼンチンなんかとは違うはずだよ。こっちは軍隊が実権を握にぎってるんだから。あ、そうだ！　君、転々としたって言ってたけど、ソ連には行ったことがある？」


「ああ。何度か」


「共産主義国ってのは、資本主義国とはだいぶ違うものかい？　僕なんか、思想そのものは素す晴ばらしいと思うんだけどな！　もっとも民みん主しゆ的てきだろ？」


「さあな。政治には興味がない」


「なんだ。まあ、君の歳なら無理ないか。でも、無む関かん心しんは良くないぜ？　世の中ってのは、結局政治が作り出すものなんだから！　――っとと！」


　会話に夢む中ちゆうになりすぎたらしい。肩越しに振り返った瞬間、前輪が大きな石を踏ふみつけ、バイクが大きく宙ちゆうに跳はねた。


　エルネストは慌あわてて押さえ込もうとしたが、焦あせったのか、あるいはもともとバイクの運転に慣なれていないのか、かえって車体のバランスを崩くずしてしまった。


　車体が大きく傾かたむき、エルネストもゼルマンも、地面に投げ出されそうになる。だが、ゼルマンは瞬きひとつせず、念を操あやつってバイクの体勢を引き戻した。


　車体が浮き上がり、前輪後輪が共に大地から離れて空転する。フウォンッ、と勢いよくエンジンが音を響ひびかせた。空を飛ぶ。ゼルマンはニヤリと笑い、バイクのタイヤを接せつ地ちさせた。


　途と端たんにガタガタと大きく車体が振動するが、今度はエルネストが無事に挙動を制せい御ぎよした。


　元の走行に戻ると、


「……はあ」


　と、初めて大人しいため息を、全身で吐はき出した。


「あ、危あぶなかった。てっきり転てん倒とうしたと――」


「……お前は？」


　唐とう突とつにゼルマンが尋たずねた。まだ半分放ほう心しんしていたエルネストは、「え？」と反射的に聞き返した。


「なぜ旅に出た？」


「あ、ああ。僕が旅をする理由かい？」


　ゼルマンからの初めての質問に、エルネストは生き真ま面じ目めに考え込んだ。そして、飾かざらない口振りで、ぽつぽつと話し出した。


「……そうだな。ラテン・アメリカの探たん検けんがしたかったから、かな。昔からアルベルトと――さっき言った親友のことだけど、彼と一緒に話してたんだ。いつか二人で探検して、自分の目で見て回ろうって。……自分の生まれた場所だっていうのに、僕はこの大たい陸りくのことを何も知らないからね」


　エルネストの台詞を耳にしながら、ゼルマンは煙草たばこを吹かした。バイクの不ふ審しんな動きから気を逸そらせた時点で、質問した目的は達たつ成せいされている。


　しかし、若い人間の心情を聞いている内に、ゼルマンの赤い瞳に、少しずつそれまでになかった光が点り始めた。新しん鮮せんなほど懐かしい何か。共感めいた感情だ。


　ゼルマンは、もう何百年もの間、放浪の中に生きている。旅で得られる情感などは、とっくの昔に錆さび付ついていた。ところが、エルネストの率そつ直ちよくな告白は、不思議とそれらを胸の奥底から呼び覚ますのである。この、喘ぜん息そく持もちの楽天家が持つ、奇き妙みような人間的魅み力りよくに、ゼルマンはそのとき気がついた。


　人のいい、理想主義の夢む想そう家か。しかし、理想や夢想をしっかりと支える、真しん摯しな誠せい実じつさがある。


「――アンデス山さん脈みやくを抜けて、チリの海かい岸がん線せんを北上。アタカマ砂さ漠ばくを縦じゆう断だんして、アマゾン川を下る。最後はベネズエラだ。アルベルトの誕生日には到着予定さ。要するに、僕は世の中を見てみたかったんだ。この広い世界を、可か能のうな限りいっぱい。それで、まずは南米ホームからって訳わけ」


　エルネストが遠えん方ぽうへと視線を投げた。荒こう野やを貫つらぬく荒あれた道。彼の見たいものは、その遥はるか彼方に存在している。


「いつかはもっと――それこそ世界中の国々を回ってみたい。そこで生きている人々に会って、話をして、一緒に暮くらしてみたい。目で、耳で。それに、手や舌したや鼻で、世界を味わってみたいんだよ。僕は」


　そう語ったあと、急に恥はずかしくなったのか、エルネストは誤ご魔ま化かすような笑い声をもらした。


「とはいえ、いまは一いつ介かいの学生だけどね。それも親のスネを齧かじってるだけの。喘息だってキツイし、何かの才能があったり、大金持ちだったりする訳でもない。どこまで実現できるかは――」


「できるんじゃないか？」


　ぼそりとゼルマンがつぶやいた。エルネストは口をつぐんだ。


「できるんじゃないか？　これからは？　実際、最近のお前らは大したもんだからな。不可能なことなど何もないって調ちよう子しじゃないか」


「……君はそう思うかい？」


　そのときエルネストの問といかけには、わずかな恐おそれが含ふくまれていた。まだ見ぬ未来への恐れ。雛ひな鳥どりが大空を見上げて感じる、巨大な期待と躊ちゆう躇ちよとが入り混じった恐れだ。


　ゼルマンは気楽な口調で、「ああ」と素そっ気けなく答えた。


「ああ、そう思うね。たとえば、バイクや――それに飛行機があれば」


「……そうか。そうだね。きっと。バイクや、飛行機があれば」


　それきり、二人の間からは会話が消えた。その後、エルネストがまったく関係のない笑い話を思い出して披ひ露ろうするまで、二人は沈ちん黙もくを共きよう有ゆうし続けた。


　先に待ち受けるそれぞれの波乱を、このときの二人は、どちらもまだ予感していない。


　転倒を免れた「大馬力ポデローサ」号は、ときどき咳せき込こみつつも軽けい快かいに道を走って行く。偶ぐう然ぜん巡めぐり会った人と吸血鬼は、南米の風に揉もまれながら、乾かわいた荒こう野やにバイクを駆り立てた。
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　ええ、そうです。日本人ですよ。でも日本語を聞くのは久しぶりだわ。最近じゃこの辺りでも、とんと見かけなくなりましたからねえ。みんな本ほん土どに帰っちゃって。


　こちらは初めて？　ああ。そうですかあ。


　いえね。あたしと一緒で、ご家族を捜さがしにいらしたのかと……ええ、ええ。そうですよ。あたしもね。こちらには息むす子こ夫ふう婦ふが。はい。


　あなたもご存じでしょう。満まん州しゆう国こく。あの頃は、田舎いなかの方では仕事がなくてねえ。若い人はみんな、新しん天てん地ちに憧あこがれてたもんですよお。


　え？


　あら。まあまあ、そうなんですか。ずっと海外で。


　そんなに長いの？


　……まあっ。そんなに？


　それはまた、ずいぶんと苦労されて来たんでしょうねえ。まだお若いのに。


　それとも、そんな言い方は失礼かしら。ずっと日本にいた人間の、勝手な言いい草ぐさかも知れませんねえ。ごめんなさいね。気を悪くしないで。


　あらあら。そんないいんですよ。あたしもねえ。この歳になって日本の外に出てみて、それでようやくわかったことが、いーっぱいあるんです。


　これでもお転てん婆ばのつもりだったんですけど……所しよ詮せんは世せ間けん知しらずだったのねえ。


　え、あたしですか？


　あたしはねえ。ずっと東京ですよ。


　これでも昔は、近所じゃ評ひよう判ばんの小こ町まち娘むすめだったんですから。家は名の通った老舗しにせでね。あたしが生まれたころから父親が貿ぼう易えきの商いを始めて、それがずいぶんと繁はん盛じようして。


　でもねえ。戦争でねえ。ずいぶん色々ありましたよ。


　ああ。ごめんなさい。こんなお婆ばあちゃんの話ばかりで。


　あれかしら？　ずっと海外にいらしたってことは、あまり日本のことには……ああ、そう。お祖じ父いさんから聞いて。そうですかあ。


　お祖父さんはどちらの？　……まあ、薩さつ摩ま？　九州ね。九州には行ったことがないわ。どんなところなのかしら。


　え？　あなたも？


　ああ、そう。奥おく秩ちち父ぶで。あそこはよく知ってるわ。秋の紅こう葉ようが、とても綺き麗れいで――


　そうそう。素晴らしかったでしょう？　もう見ることもないんでしょうけど、もう一度見てみたいわねえ……


　ふふ。でも、行っても仕し方かたないかしら。こんな目になっちゃったんじゃあ――


　まあ！　いいんですよ、そんなの。そんなに畏かしこまらないでくださいな。どうせ歳としですし。まったく見えない訳じゃ……ええ、そうね。こっちに来てからちょっと、暴ぼう動どうに巻き込まれちゃって。


　ほらほら。止よして下さいな。いいんですって。こんなの、大したことじゃないんですから。


　それに仕方ないわ。だって、国がひとつ、なくなってしまった訳ですもの。そりゃあみんな大変ですよ。もっと酷ひどい目に遭あった人だって、いっぱいいるんですよ。日本人も、こっちの人たちも、みんなね。


　でも、最近は少しずつ落ち着いてきましたよ。


　え？　ふふ。そりゃあ、安全だとは言いませんよ？　それなりに物ぶつ騒そうですけど……なんてことありません。そもそも、こんなお婆ちゃんの相手をしたって、仕方ないじゃないですか。お金だって、取られるほど持ってないんですもの。


　ああ、また、そんな。


　ほんとに気になさらないで。本当にあたしは不ふ自じ由ゆうはしてないんですから。それどころか気楽ですよ。


　……うん。そりゃあねえ。戦争で夫に死なれて、息子夫婦からも連絡が途と絶だえて……


　祈いのる気持ちでこちらに来て、目もこんな風になっちゃって。


　それで、結局息子夫婦のお墓はかしか見つからなかったときはね。いっそ死のうかと思いもしましたけどねえ。


　でも、仏ほとけ様さまはいましたよう。


　息子夫婦のね。忘わすれ形がた見みに会えたんです。


　そう、孫まごに。それも三人も！


　一番上の子なんか、もうお嫁よめさんをもらう予定なんですよ。だからね。あたしも、ひ孫の顔を見るまで死ねないじゃないですか。


　あらあらあら。


　ありがとうございます。そんなに喜んでいただけるなんて。あたしもね。嬉うれしいですよ。まさか、同どう胞ほうの方に祝いわってもらえるとは思ってもみませんでした。


　あなたはいまどちらに？


　……あらそうなの。世界中を回って？


　すごいわねえ。それとも、これからの若い人たちは、みんなそうなって行くのかしらねえ。


　……うふふ。


　ああ、ごめんなさい。実はその、あなたと話していると、どうしても昔むかし親したしかった、ある人を思い出してしまって。


　その人もね。あなたみたいに誠せい実じつで、礼れい儀ぎ正しくて。


　とても思いやりのある方だったんですよ。


　話し方が似にてるのかしらね。そういえば、背せ丈たけも、ちょうどあなたぐらいだった気がするわ。


　え？　その方？


　ふふ。あたしの最初の婚約者いいなずけです。


　と言っても、あたしがまだ五つか六つのころの、親が勝手に決めた話ですけどね。


　軍ぐん人じんさんでした。それもエリートの。でも、偉えらぶったところが全然なくてねえ。子供のあたしにも優しくて生き真ま面じ目めで。


　大好きだったのを覚おぼえてますよ。


　ふふ。済みません。こんな話をして。……ほら。さっきあなた、奥秩父でお祖父さんと暮らしてらしたって仰ったでしょう？　それで思い出してしまって……


　そうなんですよ。その方も、偉えらいお祖父さんと奥秩父の山奥で過ごしてたそうなの。あたしが奥秩父へ紅葉もみじ狩がりに行ったのも、その話を聞いていたからなんですよ。


　もうずいぶんと昔の話だわ。


　え？　ええ。そうですね。もう会うことはないでしょうけど。いまごろは、どこで何をしてるのか……


　ところで、あなた。お連つれの方はいいの？　ずっと外で待ってらっしゃるでしょう。


　言ったじゃないですか。まったく目が利きかないわけじゃないんですから。日本の方？　違うの？　でも、女の人をあんまり放っておくものじゃありませんよ。こっちにお呼びになったら……


　……まあ。


　まあまあまあ！


　びっくりした。なんて綺麗な方なの？　まるでお姫ひめ様さまね。ああ、そんな！　いいんですよ。どうぞお気になさらないで。


　はい。


　はづみ、と申もうします。


　お二人はご夫婦？　あら、違うの。でも、とても仲なかが良いのね。いえいえ。そんなの見ればわかりますよ。


　それにしても、ほんとにお綺麗ねえ。さっきはお姫様って言ったけど、まるで西せい洋ようの天使みたい。目がよく見えないからかしら。ほんとに御お髪ぐしが光ひかり輝かがやいてるように見えますよ。


　ふう。これは仕方ないわねえ。六つの子供じゃあ、敵かないっこないわ。うふふふ……


　え？　ああ、ごめんなさい。なんでもないのよ。


　それより、お茶でもどうかしら。ああ、遠えん慮りよなんてなさらないで。目が不自由でも、それくらいのお持てなしはできるのよ。


　せっかく日本の方にお会いできたんですもの。あなたが見てきた色んな国の話を聞かせて下さいな。


　ね？


　夜。三人の孫たちが帰ってくる前に、黒髪の青年と金髪の女性は、老女のもとを辞じした。青年の方は最後まで馬鹿がつくほど丁てい寧ねいな態たい度どで、持てなした彼女の方が呆あきれてしまうほどだった。


　二人が去ったあと、老女は窓辺に椅い子すを寄せ、ゆっくりと身を預あずけた。


　窓の外には、二人が去った道。夜空には、綺き麗れいな月が浮かんでいる。


　彼女は、


　ほう、


　と、長く、そして言葉にならない溢あふれるほどの思いを込めて、息を吐き出した。


「ああ、驚いた……あなたの言ってたことは、噓うそじゃなかったんですねえ、真さね之ゆきさん。あんなに泣いて困らせて、ごめんなさいね。そちらに行ったらたくさん謝あやまりますから……一緒に昔の想い出話と、あの人の悪わる口ぐちで盛り上がりましょうね」


　閉とざされた目ま蓋ぶたの下。傷ついた目から、涙が一いつ滴てき頰を滑すべり落ちる。


　やがて、仕事が終わった孫たちが、一人また一人と帰ってきた。彼女はいつものように温かく彼らを出で迎むかえ、今日あった素晴らしい出来事について、秘ひ密みつめかしつつ語り始めた。





７







　深い深い闇の中、怪あやしく瞬く瞳があった。


　立ち込める蜜みつ蠟ろうのにおい。それに、埃ほこりと黴かびと、堆たい積せきした時間のにおい。二十世紀も半なかばを過ぎたこの時代には相応ふさわしからぬ、重おも苦くるしい中世のにおいだ。


　だが、ただ古いばかりではない。その雰ふん囲い気きに慣なれてよく観かん察さつすれば、古い物に混まじりながら、新しい――それも最新の機き器きが設置されていることもわかるはずだ。


　イギリス、ロンドン。ウォーロック家の総そう本ほん山ざんである『アザミ邸てい』の一室で、血族の長、アンヌは、電話の向こうの相手に話しかけた。


「……ええ。……はい。では、今回は無事回かい避ひされたと？」


『そのようです。ニキータ・フルシチョフは、ミサイルの撤てつ去きよを決定しました。間もなく公式に発表されるはずです』


　そうですか、と受話器越しに返事をし、アンヌは微かすかに頷いた。


　電話で話す間にも、空あいた手は机の上の資料を捲めくっている。落ち着いた物もの腰ごしと冷れい徹てつな表情には、成せい熟じゆくした麗れい人じんの風ふう格かくがあった。


　受話器越しに声がもれる。


『――正直申し上げて、わたくしにはまだ核かく兵へい器きという物の実じつ態たいが認にん識しきできていません』


「私もです。おそらくは人間たちの中でも、真しんに認識している者はわずかなのでしょう。ただ、最さい終しゆう兵へい器きというだけのことで」


『まるで宗教です』


「近いかもしれません。しかし、この神は実じつ在ざいし、人を殺します」


『……わたくしどもも』


「ええ。私たち、月げつ下かの民も」


　資料を捲る指が、止まる。アンヌは腕を伸ばして万年筆を手に取ると、さらさらと資料に走り書きを残した。


　資料の束たばを閉じ、脇わきに押しやって、再び次の資料を引き寄せる。膨ぼう大だいな量の仕事を、彼女は淡たん々たんと的てき確かくにこなしていた。


　世界の動きは速い。空恐ろしくなるほどの加か速そく度どだ。しかし、そのスピードについて行けない者は、世界に取り残され、弾はじかれてしまうだろう。すべてを把は握あくすることはできずとも、やれるだけのことはやるべきなのだ。


「今回の件では、アメリカという国家の危き険けん性せいを痛つう感かんしました。イギリス政府も幾いく人にんかの工こう作さく員いんを潜もぐり込ませているようですが、情報工作面において、いまやアメリカはイギリスを上回ります」


『にもかかわらず、わたくしどもとの接せつ点てんがない』


「はい。すでにアメリカは、世界の半分を支配する国家。無視する訳には参らないのでは、ないでしょうか」


　電話の向こうが、しばしの間沈ちん黙もくする。


　アンヌは少し耳を澄ませた。沈黙の向こうの気配を、探るでもなく想像する。相手が吸い込む冷えた空気や、あるいは、窓を揺らすブリザードの気配が、伝わってくるような気がした。


　数千キロを離はなれながら、こうして音声で繫つながれる不思議。ここにも、世界のスピードが現れている。人間たちはあっという間に、月下の常識を打うち壊こわしていくのだ。


『……アンヌ様。あなたは「豪ごう王おうフォワード」の風ふう聞ぶんは聞いておられますか？』


「はい。まだまだ謎なぞが多いですが……名のある牙が後こう見けんしているとも聞きます」


『ヨシュア・ダーニーです』


「え？」


　アンヌの手が止まった。動揺は先方にも伝わったはずだが、電話の声はまったく調ちよう子しを変えようとはしなかった。


『「典てん司しソロモン」の末まつ裔えい、「流離さすらい人ヨシュア」。二十年前、わたくしどもにナチスと「竜りゆう飼がいウォルフ」の関係を伝え、彼らの討とう伐ばつ案あんを提てい示じした、あの人物です』


「…………」


　珍しく、アンヌは驚きに言葉を失っていた。


　戦後新たに誕生した始し祖そ『豪王フォワード』のことは、欧州の血族社会でも大いに話題になっている。しかし、彼と彼の血族の詳しよう細さいは、まだ多くが謎に包つつまれているのだ。ましてや、ヨシュアが『豪王』の後見人を務つとめているなどという情報は初はつ耳みみだった。


　しかし、電話の向こうの彼女が断だん言げんしていることである。決して誤あやまりではないだろう。さすがと言うべきか、情報収集には定てい評ひようのあるウォーロック家だが、まだまだ彼女には敵かなわないらしい。『千せんの目め』の異い名みようは伊だ達てではなかった。


「すると……」


『はい。これで、あの若い始祖にわたくしどもが感じていた「もどかしさ」の理由も推すい測そくできます。二十年前、「流離い人ヨシュア」は「ロンギヌスの槍」を奪だつ還かんするために力を貸してほしいと要よう請せいして来ました。しかし、結局あのときの襲しゆう撃げきでは、槍は回収できなかった。彼はあのあともずっと、単たん身しん槍の行方を追い求めていたはずです』


「つまり、『豪王』というのは……」


『おそらく』


　彼女はそれ以上言及しなかったが、言わんとすることは明めい確かくに伝わった。『豪王』は、『典司』の禁きん術じゆつで生まれた、創つくられた始祖なのだ。


「……ユダヤの技がアメリカの王を。皮ひ肉にくですね」


　アンヌがうっすらと冷れい笑しようを浮かべる。電話の向こうの相手は、アンヌのつぶやきに対しては感想を返さなかった。


『しかし、これは悪いニュースではありません』


「と言いますと？」


『「豪王」の本名は、ギルバート・フォワード。有名なフォワード家の当主ですが、先代の当主は大戦以前より、かの「ウォーカーマン」と交流があった疑うたがいがありました。わたくしは、「豪王」があの者の傀かい儡らいである可能性を危あやぶんでいたのです』


　それらの情報も、ウォーロック家では噂うわさ以上のことをつかんでいない。まったく舌を巻く思いだ。


「……なるほど。『ウォーカーマン』は槍を奪うばった張ちよう本ほん人にん。『典司』の里を『竜飼』が襲撃したときも、彼は『竜飼』側についていた」


　もしまだ『豪王』の側に『ウォーカーマン』がいるのなら、ヨシュアが『豪王』の後見人となるはずがない。つまり、過去はどうあれ、少なくとも現在では『豪王』と『ウォーカーマン』が手を結んでいる可能性は低ひくいということだ。


　アメリカはもともと、有力な血族が存在しない土地だった。調べさせた範はん囲いでは、『豪王』はアメリカの夜に君くん臨りんし、着々とその地じ盤ばんを広げつつあるという。


　そして、その手法はウォーロック家や『氷ひよう牙がイーリャ』同様、人間社会の実力者と積せつ極きよく的てきに繫つながりを持つというもののようだ。中でも経済界に対しては、フォワード家の財ざい力りよくを活用し、数々のパイプを構こう築ちくしている。


　しかし、『豪王』は、他血族にはまるで接近する気配を見せていなかった。欧州の血族に限らず、この新たな始祖と交こう渉しようのある血族は存在しないのである。ウォーロック家も幾いく度どかコンタクトを試みたのだが、結局は上手くいかなかった。


　どうも、自分たちより格かく式しきが高く、権力もある血族と接して、血族社会特有のしがらみに絡からめ取られるのを恐れているらしい。


　しかし、ヨシュアが『豪王』に意見しているのなら、頷けないことではなかった。彼もまた、一族から追放されて『流離い人』となった、血族社会のはみ出し者だ。


　そしてまた、彼は血族社会からはみ出た者たちとの間に、独どく自じのコネクションを持っている。今後その人じん脈みやくがどのような形で『豪王』のネットワークに組み込まれるか、注意を払はらう必要があるだろう。


「……『豪王』とすぐに協力体制を敷くことは難むずかしい……かといって、今回の一件のように、アメリカをノーマークにするのも好ましくはない」


『ソビエト連れん邦ぽうの国家保安委員会ＫＧＢには、わたくしの目も届とどいています。組そ織しき経けい由ゆなら、アメリカ政府の内情もある程度読めるのですが、あちらの中央情報局ＣＩＡは容易たやすい相手ではないようです。しかし、イギリスの秘密情報部ＳＩＳなら――』


「……わかりました。働はたらきかけてみます」


　アンヌは請うけ合あったが、簡単な話ではなかった。言うまでもなく、吸血鬼と人間の接せつ触しよくは秘ひ密みつ裏りに行われていることである。相手は権力者とはいえ、彼らとの交こう渉しようは、極めてデリケートなものである。


　人間社会に積極的に働きかけるという点で、ウォーロック家は血族社会でも一、二を争う。だが、ウォーロック家も吸血鬼であることに変わりはない。所しよ詮せん、人とは相あい容いれない存在なのだ。


　権けん謀ぼう術じゆつ数すう。


　だがこれは、血族の存続のためには、避さけては通れぬ道のりだ。最近では、『狼王』の血族を率いるあのルイ・マルファンですら、血族内の在あり方を改革しつつあるという。月下の者たちも、感じているのだ。太陽の子らの大きなうねり、新時代のスピードを。


「そう言えば」


　とアンヌは話を変えた。


「最近『老牙』の動きが活かつ発ぱつになっています。私が言うのは僭せん越えつですが、身辺にはお気を付けください」


『ありがとうございます。しかし、ご安心ください。わたくしの身に関してでしたら、その件は処しよ理りしました』


　素そっ気けない返答に、アンヌは思わず苦笑した。


　今晩のやり取りで、ウォーロック家は情報を与えられるばかりだった。少しはギブ・アンド・テイクで、と思ったのだが、これでは形かた無なしである。


「これは失礼しました……しかし、お気を付けください。どうも、人の世が浮うわつくと月下も乱れるようです」


　と当あたり障さわりのない返事をする。


『老ろう牙がニザリ』の血族は、血族社会における暗あん殺さつ者しや集しゆう団だんだ。彼ら自身の野や心しんで動くことはほとんどなく、依頼を受けて初めて行動する。彼らの姿を頻ひん繁ぱんに見かけるということは、それだけ血族間のトラブルが発生している証しよう拠こである。表面に出ていない、裏側のトラブルが。


『はい。でも――そうですね。アンヌ様も油ゆ断だんなさらず。わたくしのもとに差し向けられた「老牙」のチーム……一人、大変な使い手がいました。コードネームは「橙蜂オレンジ・ビー」といいます』


「それは――最近聞くようになった名です。それほどの暗殺者なのですか？」


『はい。しかも、まだずいぶん若い。そのため、チーム内の分ぶん担たんで、本命のわたくしではなく、わたくしの護ご衛えいを標的にしたようです。おかげで、わたくしは助かったものの、護衛は灰はいとなりました』


「…………」


　アンヌは両目を細めた。


　情報を武器に成り上がったとはいえ、ウォーロック家は欧州の血族社会ではまだまだ新しん参ざん者ものだ。様々な策さく謀ぼうを企ててきた影響で、多方面から恨うらみも買っている。真剣に身辺の警けい戒かいを強めるべきかもしれない。


「ご忠ちゆう告こく感謝します」


『いいえ。アンヌ様とは、今後も長く良りよう好こうな関係を築きずきたいと思っています』


「恐きよう縮しゆくです」


『そうでした。もうひとつ――今回の件を教きよう訓くんに、アメリカとロシアは、直通電話ホツトラインを用意するようですよ。以後の破は滅めつ的てき危き機きを回かい避ひするために』


　ずっと平へい坦たんだった電話の声に、ほんの少しだけおかしげな響ひびきが混じった。単に友好の証あかしかもしれないが、アンヌは自然と口元をほころばせた。


「では、その点に関しては、私たちが人間を先んじていたようですね。色々とありがとうございました、イワン。私も、『氷牙』との協力体制がより多くの成果を双そう方ほうにもたらすことを祈いのっています。あなたに月の恵めぐみがありますよう」


『アンヌ様も。月の祝しゆく福ふくがありますよう』


　その言葉を最後に、『氷牙イーリャ』の長、『千の目のイワン』からの電話は途と切ぎれた。


　イワンは、生きた年月でも血族の長としての格でも、アンヌを上回る。にもかかわらず、最後までアンヌに敬けい意いを示しめした。あるいは、彼女もヨシュアと同じように、血族社会のしきたりやしがらみに閉へい塞そく感かんを感じ、反はん抗こうし続けているのかもしれない。


　受話器を戻したアンヌは、しばらく仕事の手を休め瞳を閉とじた。


　これからの血族社会。人間たちに引きずられる形で訪おとずれようとしている改革。その先にあるのは、いったいどんな世界なのだろうか。


　アンヌは瞑めい想そうし――そして、結論を出せないまま、再び執しつ務むに戻った。
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　東南アジア、南ベトナム。昼なお暗い密みつ林りんの奥地。ジャングルの中に少しだけ拓ひらかれた場所から、禍まが々まがしい黒こく煙えんがもうもうと立ち上っていた。


　急報を受けて駆けつけた『南の朱あけ姫ひめ』は、目の前の光景に言葉をなくした。


　赤い炎が水すい田でんに映うつっている。とぐろを巻まく竜の如き黒煙。焼け落ちる粗そ末まつな家か屋おく。そして、肉の焦こげるただならぬ異い臭しゆう。


　小さな村だった。近代文明を素す直なおに受け入れつつも、昔ながらの生活を選んだ、慎つつましい村だ。もう長い間――何百年という古くから、朱姫とその血族に仕えてきた部族の村だ。村に新しい命を授さずかるたびに、ジャングルの奥深くに踏み入っては、彼女に顔を見させてくれた。彼女も、その子のために長命と繁はん栄えいを祈り、祝しゆく福ふくを与えてきた。当然、村の人間たちの顔は、残らず知っている。彼ら彼女らは、血族でこそなかったが、彼女にとって大切な民だったのだ。


　その村が、無む惨ざんに焼き払われていた。


「……申し訳ありません。村の者にも、警けい告こくはしていたのですが……まさか、この時期にアメリカ軍がこんな奥地まで足を踏み入れるとは……」


　痛つう恨こんの表情で説明したのは、朱姫の血族に属する古こ豪ごう、グエン・シン・ズオンだった。


　朱姫は世せ俗ぞくに興味が薄うすい。普段も、文ぶん明めいから離れてジャングルに生きることを好このむ。そんな主に代わって血族の実じつ務むを取り仕切る、いわば朱姫の右腕といえる重じゆう臣しんだ。


「もはやアメリカは形なり振ふり構かまわなくなっています。このような事態も予よ測そくして然しかるべきでした……」


「じゃが――」


　哀かなしげに振り返り、朱姫は言った。


「村の皆みなは、兵ではない」


「……ゲリラとそうでない者を区く別べつすることは、アメリカ兵には極きわめて困こん難なんです。そして、奴らはもう、区別することを放ほう棄きしているのでしょう」


　グエンは苦々しく答えた。


　世界情勢に詳くわしい彼は、アメリカ軍の内情にもある程度理り解かいを示しめしている。上層部の幕ばく僚りようや政治家たちはともかく、前ぜん線せんに立って戦っている若者たちは、その多くが新しん兵ぺいだ。闇やみに紛れ、密林に紛れ、無む害がいそうな農のう民みんに紛まぎれて近づき、突然襲おそいかかるゲリラたちは、彼らにとって悪あく魔まそのものだろう。欲望ではなく恐怖に突き動かされ、彼らは虐ぎやく殺さつじみた行こう為いに走っているのである。


　だが、たとえ加か害がい者しやたちに同情の余よ地ちがあるとしても、その毒どく牙がにかかって犠ぎ牲せいとなった者の魂は救われない。


　朱姫はふらふらとした足取りで、まだ火の粉こが舞まい散ちる村の中に入っていった。


　朱姫は蠱こ惑わく的てきな女性だ。外見は二十代前半。円つぶらな黒い瞳は子供のように無む邪じや気きだが、肉にく厚あつな赤い唇くちびるは異い性せいの胸をざわつかせる。豊ほう満まんな胸元とくびれた腰こし。バランスの良い手足はしなやかに伸び、褐色の肌は瑪め瑙のうのように滑なめらかで傷ひとつない。


　身に着けているのは粗そ末まつな衣ころものみで、足下さえ裸足はだしのままだ。ただ、膝ひざ裏うらまで伸のびた豊かな黒髪が、繻しゆ子すのドレープのように波打ちながら彼女の肢し体たいを覆おおっていた。


　焼け落ちた村を彷徨さまよう朱姫の表情は、絶ぜつ望ぼうと哀かなしみに染まっている。彼女は、両目からこぼれる涙を拭ぬぐおうともせず、かといって残ざん酷こくな光景から目を逸そらそうともしなかった。


　瞬きひとつせず、心に焼き付けているのだ。そんな主の姿に、謝罪した重臣を始め、付き従う血族たちは、我が事のように心を痛いためた。


「……妾わらわのせいであろうか」


　朱姫がぽつりとつぶやいた。


　すぐさま、


「違いますっ」


　とグエンが断だん言げんする。


「此こ度たびの件、もっとも責せきがあるとすれば、それは私です。姫にいかなる負おい目めがありましょうや」


「しかし――」


　と涙に濡ぬれた瞳を、朱姫はグエンに向けた。


「そなたが何度も言うたではないか。妾はもっと、外の世に関心を持つべきだと。そなたの苦言を妾が素す直なおに聞いておれば――」


「それは……」


　グエンは苦い顔で口くち籠ごもった。


　朱姫は童どう心しんの持ち主である。


『南の朱姫』といえば『真祖混沌』の直系であり、数千年の時を生きてきた、月げつ下かでも指折りの大吸血鬼だ。しかし、それほどに歳とし経へた吸血鬼でありながら、彼女はいまも、ひどく純じゆん粋すいな情じよう感かんを持ち続けているのだ。


　グエンをはじめ血族の者たちは、朱姫に対し、事あるごとに長としての責任を自じ覚かくするよう諭さとしてきた。


　だが、基き本ほん的てきに自由と自然を好む朱姫は、彼らの小言に頷うなずきつつも、遊び心を捨てようとはしなかった。夜ごと単たん身しんで密みつ林りんに遊び、動物たちと戯たわむれて過ごしてきたのだった。


　太陽が昇のぼれば木こ陰かげで虎とらを抱だいて眠り、腹が減へれば鳥たちと森の果物を採とり、時には人里まで忍しのんで、ひと口ふた口、血をもらう。泥だらけになりながらマレー半島の先まで散歩に出かけたかと思うと、スコールが来れば大喜びで魚やワニと濁だく流りゆうを泳いだ。そんな日々こそが、何千年も変わらない、彼女の生き方なのである。


　それは、血族の長おさとしては大きな瑕か疵しであるかもしれない。


　しかし同時に、血族の者にとっては、満月に比ひする美び点てんでもあるのだ。『真祖』の血統は、月光と同じく大地の力と恵めぐみとを尊とうとぶ。朱姫の在あり方は、ある意味で『真祖混沌』の血統の神しん髄ずいとも言えるのである。


　だが、そのような彼女だからこそ、人の世の争あらそいにはあまりに疎うとい。それ故ゆえに村が悲劇に襲われたというのは酷ひどすぎるが、必ずしも間違った指し摘てきではないだろう。


　グエンが必死に慰なぐさめの言葉を探していると、「姫！」と血族の一人が朱姫のもとに駆かけ寄ってきた。


「生せい存ぞん者しやがいます。こちらへっ」


「――！」


　ただちに朱姫は血族の後に続いた。


　保ほ護ごされたのは、一人の少女だった。歳はまだ五、六歳だろう。牛うし小ご屋やに隠れていたらしく、怪け我がをし、気を失っているが、息はある。


　朱姫の表情が、あどけなく綻ほころんだ。


　意識のない少女を血族から受け取り、両腕で抱きかかえる。嬉しそうに、涙の跡が残る頰を、少女の頰とすり合わせた。


「この子は妾の『子』とする」


　厳おごそかに、朱姫は宣言した。


　グエンたちは一瞬視線を交かわし合あったが、異い論ろんを唱となえることはなかった。村は、少女を残して全ぜん滅めつしている。このジャングルで、この歳としの少女が一人で生きていくことは不可能だろう。そして、保ほ護ごするとなれば血族に迎むかえ入れるのがもっとも適てき当とうな処置だ。


　結局、朱姫は少女を他の者に手渡すことを拒こばみ、自らの胸に抱きしめたまま、促うながされて村を出た。


　村を破壊した炎は、ようやく鎮ちん火かしつつあった。残るのは灰と黒こく炭たんにまみれた焼け跡――そして、遺い体たいの数々だ。


「……村の者たちを弔とむらいますか？」


　グエンの問いに、朱姫はコクリと頷いた。


　しかし、彼が指示を出そうとすると、それを制して、焼け落ちた村を振り返った。


「……皆よ。妾は、忘れない」


　その直後だった。


　周囲の血族たちは、自らの心臓が、


　ドンッ、


　と凄すさまじい鼓こ動どうを打つのを感じ、落らく雷らいに打たれたような衝撃を受けた。


　少女を抱える朱姫の身体から、凄すさまじい力が迸ほとばしる。力は天に昇のぼって雲に吸い込まれると、雲は突とつ如じよその厚あつみを増まし、瞬く間に雨粒を落とし始めた。また、地に潜もぐった力は大地を揺るがし、同どう心しん円えん状じようの波動となって密林を駆かけ抜ぬけた。


　波動を受けた龍りゆう脈みやくが、朱姫の力に惑まどわされ吸い寄ってくる。


　大地が水面みなものように隆りゆう起きした。地表が地下から押し上げられ、波のようにうねって、ひび割れた。


　そして、ひび割れた下から、密林の植物が急きゆう激げきに芽めを出し、幹みきとなり、葉はを伸ばし始めた。


　朱姫の力の放出は止まらない。空そら恐おそろしいほどの莫ばく大だいな力が、止めどなく放出され、同時に引き寄せられてくる。まるで世界と繫つながった心臓が、強きよう靭じんな筋きん力りよくで血を循じゆん環かんさせているかのようだ。


　術の技ぎ巧こうこそ拙つたないものの、力の活かつ用ようという面で見れば、朱姫は『真祖』随ずい一いちだ。眼前で繰り広げられる奇跡の光景を目にし、血族の者どもは、畏い敬けいの念ねんに芯しんまで震ふるえた。


　やがて――


「……ん」


　と、朱姫が力を抜ぬいたとき、村のあった場所は水すい田でんまで含めて、降り注そそぐ甘かん雨うに濡ぬれる若わか々わかしい木々に埋うめ尽つくされていた。


　朱姫は目の前の新しい景色をじっと見つめてから、おもむろに背中を向けた。


　ジャングルの中へと分け入りながら、


「グエン」


「はっ」


「この、人間たちの争いは、いったい何が原げん因いんなのか？」


　それは、開戦以来十年近くが経けい過かして泥どろ沼ぬまと化したベトナム戦争について、初めて朱姫が抱いだいた疑ぎ問もんだった。


　グエンは一瞬目を見開いて、まじまじと長の横顔を見つめた。


　それから口元に微び笑しようを浮かべると、丁てい寧ねいに、わかりやすく、変わりゆく現代の世せ相そうについて、説明を始めた。
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『これは、一人の人間には小さな一歩だが、人類にとっては大いなる飛ひ躍やくだ』





　ニューヨーク郊こう外がいにある、鄙ひなびたバーのカウンターだった。客は彼一人。バーテンダーは半時間ほど前から椅い子すに座って舟を漕こいでいる。


　薄い照明に照てらされた、カウンターの皿。載のっているのは、乾いたサラミと油あぶらの染しみたフライド・ポテト。安やす酒ざけのにおいがぷんと漂ただよい、マリファナの残のこり香がを追いやっていた。


　店内はとても静かで、ただ小さなノイズの集まりだけが、霧きり雨さめのように空気に溶とけていた。年代物の冷蔵庫と扇せん風ぷう機きの作動音。バーテンダーのいびき。ときおり表を通り過ぎるエンジン音。


　そして、小さく絞られたテレビ中ちゆう継けいの音声。


　アポロ11号が月面着陸に成功したことを伝える中継だ。


　鳶とび色いろの瞳にうっすら涙を湛えたまま、マーベリック・ベンクは、モノクロのテレビ画面に見み入いっていた。人類が、彼らを差し置いて成なし遂とげた、歴史的偉い業ぎように。


　――これが、月……


　初めて目にする月面は、まるで砂漠のようだった。酷ひどく荒涼とし、殺さつ伐ばつとした風景だ。何も、ない。


　だが、その姿は、豊かに広がる実りある大地より、遥はるかにマーベリックの心を打った。衝しよう撃げきと言ってよかった。


　月という天てん体たいは、巨大な石くれに過ぎない。知識として知っていたし、それを疑うたがったことはなかったのに、月面の、「死」を連想させる圧倒的な空白と息いき苦ぐるしさは、マーベリックの胸を強く揺ゆさぶった。


　失しつ望ぼうではない。その逆だ。吸血鬼どもの思し慕ぼなど微み塵じんも寄せ付けないその姿が、彼の心を捉とらえたのだ。


　グラスの氷がバーボンに溶とけて、涼すずやかな音と共にくるりと回転した。マーベリックは画面に見入ったまま、薄くなったバーボンを口に運んだ。


　いままさにこの瞬間、この光景を、世界中の吸血鬼たちが目を皿にして見ているに違いない。それとも無視しているのだろうか？　神聖不ふ可か侵しんであるべき月に、人が土足で踏み入る場面など。


　だが、どれだけ無む視しし否ひ定ていしようと、突き付けられた現実は変わらない。月はいま、白日の下で、無む慈じ悲ひな素す顔がおをさらけ出したのだ。吸血鬼たちの甘あまい幻げん想そうを、打うち砕くだくかのように。


「……いいね」


　バーボンを舐なめるマーベリックの口から、鋭い牙が割って出た。


　マーベリックは、『名な無なし』の吸血鬼だった。血統の名を持たないのだ。自らの血統がわからないのではなく、そもそも「名がない血統」に連つらなる吸血鬼なのである。


　長い歴史の中で名が失うしなわれた、惨みじめな血統。それが『名無し』の血統だった。マーベリックは、その末まつ裔えいだ。


『名無し』の血統は、『闇』と呼ばれる血統集団に分ぶん類るいされる。血族同士で集まることなく、個々がちりぢりに生きている。マーベリックも、長いこと己の血族に会っていない。下へ手たをすると、自分が最後の生き残りだという可能性もある。


　だが、そんなことはどうでも良かった。たとえ血族が一堂に会したところで、『名無し』は『名無し』だ。何がどう変わるわけでもないのだ。


　吸血鬼にとって血統とは、自らのアイデンティティーを直ちよく截さいに証しよう明めいするものだ。その吸血鬼の核となるものである。


　だが、『名無し』の吸血鬼は、それを持たない。宙ちゆうぶらりんのまま、月下を徘はい徊かいするだけだ。


　それは、人間たちが誤あやまって認識する吸血鬼像――「モンスター」そのものではないだろうか？


「……ふん」


　鼻を鳴らして、酒を呷あおる。


　マーベリックはアメリカ生まれだ。植民地時代に欧州から渡ってきた吸血鬼に誘さそわれ転化。彼女に連つれられて世界を回り、結局故こ国こくに戻ってきた。アジアや欧州において『名無し』がどのような立場で扱あつかわれるか身に染しみたからだ。その点、アメリカには血族社会というものがない。それだけ気き楽らくだった。


　ところが、最近では『豪王フォワード』の血族が羽は振ぶりを利かせ始めている。まだ歴史の浅あさい血統ながら、目を瞠みはる勢いでアメリカの夜に支し配はい権けんを広げていた。マーベリックにすれば迷めい惑わくな話だった。


　所しよ詮せん『名無し』に居場所はないのだろう。それが現実なら受け入れる。


　現実から目を逸そらさないこと。じっと受け入れること。どちらも、マーベリックの得とく意い分ぶん野やである。冷ややかな分ぶん析せき力りよくとタフな柔じゆう軟なん性せい。それらを支ささえる諦てい観かんは、もう百年以上前に身に付けていた。


　ただ、現実を認みとめ、何かを諦めるたびに、マーベリックの内側には、無形の鬱うつ屈くつが黴かびのようにこびり付いていく。アルコールでも麻ま薬やくでも、人血でも洗い流すことのできない鬱屈が。


　しかし、いまはいい気分だ。こんな気分は久しぶりだった。


　中継は続いていた。


　マーベリックにとって、この映像はなんら月を貶おとしめるものではなかった。むしろ、月面が吸血鬼たちにとって理想の楽園だった方が、遥かに落らく胆たんしただろう。


　画面に映るのは、莫ばく大だいな費ひ用ようをかけ、科学技術の最先端を集しゆう結けつさせ、大地を離れ空を飛び越こえてなお直接触れることは叶わない、絶対的な無の世界だ。古来、人や吸血鬼が抱いてきた思い入れとはまるで関わりなく、ただそこにある世界。


　上等だと思う。


　地べたから見上げていた高こう尚しような月より、こうして見つめる生なま々なましい月の方が、ずっといい。現実を認め、受け入れる。いつもは鬱屈を蓄ちく積せきするはずの行こう為いが、いまは不思議なほど心地よかった。


　月、と自らが名付けられていることすら、画面の向こうの世界は、知りやしない。そんなこととは関わりなく、これからもただ天てん空くうに浮かび続ける。


　マーベリックはグラスのバーボンを飲み干ほすと、自分でボトルから次の一杯を注そそいだ。


　グラスを画面に向かって掲かかげる。


　中継は続いていた。


　画面から流れる、アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡへの賛さん美び。偉大な功こう績せきを褒ほめちぎる声。人はいつか、月に暮くらすようになるのだろうか？　もしそうなら、そんな時代まで生きてやるのも面白い。


　中継は続いていた。


　画面の月に酔いながら、マーベリックはグラスを傾かたむけた。
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　戦車の砲ほう撃げきが土つち壁かべを吹き飛ばす。


　パラパラ、タタタ、と街の至る所から銃じゆう器きの発射音が聞こえてきた。途と切ぎれることがない――どころか、時間と共に勢いを増していく。砂さ漠ばくの街の戦い。乾かわいた大地は、流される赤い血を貪どん欲よくに吸い込んでいく。


　中東、パレスチナの、とある砂漠。


『舞まい姫ひめバサラ』の吸血鬼、ダール・ディーンは、街から離れた砂さ丘きゆうに立って、戦せん渦かを見下ろしていた。


　並外れた巨きよ軀く、の持ち主だ。砂漠の民らしく、頭にはターバンを巻まき、砂よけのマントで身を覆おおっている。腰に吊つるされているのは、長大なふた振りの三日月刀だ。ダールの愛あい刀とうであるペルシアの刀剣「ライオンの尾シヤムシール」だった。このふた振りの刀が舞まい踊おどるとき、砂漠の砂すな嵐あらしですら切きり裂さかれると、月下ではささやかれている。彼が舞ぶ踏とう戦せん士しと称たたえられる所以ゆえんだった。


　彫りの深い顔立ちに、貫かん禄ろくのあるあごひげ。赤しやく銅どう色いろの肌。深い色を湛たたえた瞳は、わずかな憂うれいを秘ひめながら、戦場を見つめていた。


　すでに日は暮れ、西の空にわずかな茜色が残るのみだ。空は透き通るコバルトブルーで、気の早い星々が清きよく輝いている。地上の銃火とは、悲しいほどに対象的だった。


　と、突然、


「……わからんっ！」


　まだ若い張はりのある声は、ダールの隣となりからだった。


　砂漠の民の衣い装しようをまとうダールの傍かたわらでは、ひどく場違いな格かつ好こうをした、まだ十五、六と見える少年がいた。黒こつ褐かつ色しよくの髪が、炎のように逆さか立だっている。鋭い眉と頑固そうな口元。茶褐色の瞳には率そつ直ちよくな苛いら立だちが燃え盛っていた。


　少年は、砂丘の上で胡座あぐらをかき、両手を両膝の上に載のせた体勢で豪ごう快かいな唸うなり声を上げていた。


　少年は白人のようだった。この辺りでは珍しい。が、珍しいということなら、着ている服装こそ、極めて珍しかった。というより、それを服装と言い切ることも難しい。


　少年は中東の砂漠の真ん中に、西洋の甲かつ冑ちゆうをまとい、マントを風になびかせながら座っているのだ。


　装そう飾しよく品ひんなどではない。実用的な――という表現も妙みようだが――甲冑だ。相当な年代物で、幾いく度ども修しゆう復ふくされた跡が見える。重量もかなりあるのだろう。彼が腰を下ろしている場所は、ずしりと砂が沈しずんでいた。


　ダールは、街を眺めていた視線を隣に向けた。


「何がわからん？」


「正義がだ！」


　少年は大声で即答した。


「いずれの側に正義があるのか。いずれの側の理が正しいのか。俺にはもう、さっぱりだ！」


　これ以上腹はら立だたしいことはないという口振りで、少年は大いに憤いきどおった。


　ダールは苦笑した。


「剣が泣くか、ペンテウス？」


「おおよっ。悔くやしさのあまり嘆なげいておるわ！」


『聖せい騎き士し』のあだ名で知られる少年は、牙を剝むきだしにし、嚙みつかんばかりの勢いで答えた。


　彼こそが、アラビアの賢けん人じんと評されたダールに匹ひつ敵てきする、高名な大吸血鬼。『壮そう剣けんローラン』の血統に属する、ペンテウス・ハーゲンダルフだ。


「この地の戦は、これで五度目だぞ？　いつになったら、真の正義が顕あらわになるのだ!?」


「まだ四度目だ。まあ、数え方にもよるかな」


「いつまでやるつもりなのだ！」


「さあな。おそらくは、奴らにもわかっておらんだろうさ」


　歯は軋ぎしりするペンテウスの相手を、ダールが淡たん々たんとこなしていく。ペンテウスは「ぬー……」と唸うなった末に、


「わからんっ！」


　と、もう一度吠ほえた。


『壮剣ローラン』の血統は、正義と名めい誉よを典てん範ぱんとする。中でも、『聖騎士』の別べつ称しようからわかる通り、ペンテウスは根っからの正せい義ぎ漢かんだった。


　義に篤あつく、情に深く、公正で、徳高い。弱きを助けて悪を挫くじくことを、自らの道と定めている。剣の腕も一流で、おそらく現在の月下では、ダールに比ひ肩けんしうる唯ゆい一いつの剣士だろう。


　しかし――


「わからんことだらけだっ。最近の世の中は！　特に、例の大戦のあとは混こん迷めいの極きわみっ。どこもかしこも、何かしらおかしくなっておるっ。こんなことではいかんぞ？　実にいかん！」


　中東を巡めぐる国家間、民族間の思おも惑わくは、極きわめて根深く複ふく雑ざつだ。いわゆるパレスチナ問題は、解決の手がかりも得えられないまま、深しん刻こくさと容よう赦しやのなさを徒いたずらに増している。


「仕方あるまい。これも時代の流れだ。いま世界は、再さい編へんのときを迎えている。お前も知っているだろう？　この手の紛ふん争そうは、何もアラビアだけではない。アジアでも。アフリカでも。東欧でも勃ぼつ発ぱつしている。これからも起こるに違いあるまい。いわば産みの苦しみだ。新たな世界を創そう造ぞうするための」


「そのためなら、いま生きる者たちが犠ぎ牲せいになって良いとでも言うのかっ!?」


「それが万ばん物ぶつの理ことわりではないか？」


　ダールの問いかけに、ペンテウスはまたしても唸り声で応じた。


　騒そう乱らんは続いている。二人の耳には、銃声に混まじって、人々の怒ど号ごうや悲鳴も聞こえていた。


　ダールがぼそりと、


「……思えばこの地も、罪つみ深ぶかき地だな」


　キリスト教とイスラム教の共通の聖地を擁ようするこの地方は、古くは十字軍の昔から、幾いく度ども戦せん渦かに巻き込まれてきた。この地に千年生きてきたダールは、人間たちの戦い――真しん摯しで残ざん酷こくな争いの数々を、双そう眸ぼうに収めてきたのだ。


　ひょっとして、人間は争う理由を作るために、信しん仰こうを尊とうとぶのか。そんな皮肉な思いすら胸に浮かぶ。


　時代は変わる。変わり続ける。だが、たとえ苦しみの果てに新たな世界を構こう築ちくしたとしても、「人」は変わりはしないのだろう。


「ええいっ」


　とペンテウスがいきなり立ち上がった。甲冑の重じゆう量りようなどものともしない、力が――というより元気が――満ちあふれる動きだ。


「ここで唸うなっていても埒らちが明かんっ」


「止めに入る気か？」


「いや。真実を知りに行く」


　きりりと眼がん光こう鋭するどく、ペンテウスは言った。


「エジプトのサーダートに直じか談だん判ぱんでもするつもりか？」


「違う。アメリカだ。イスラエルの事情はある程度わかっている。アラブの人々の胸の裡うちも。しかし、俺はアメリカを知らん。アメリカという国が、どんな国なのか。そこに生きる者たちが、どんな日々を生きているのか。ユダヤ人にユダヤの正義が、アラブ人にアラブの正義があるように、アメリカ人にもアメリカの正義があるはずだ。それを、直接行って確かめる」


　口元が見るからに頑がん固こそうに引き結ばれていた。こうなると何を言っても聞かないのだ。ダールはおかしそうに肩を竦すくめてみせた。


　変わらないのは人だけではない。この古い友もまた、いつまで経っても変わらない。不器用で、変へん哲てつで、真っ直ぐなままだ。


「アメリカにツテはあるのか？」


「ああ。ちょうど去年、ヨシュアから頼りがあった。奴の顔も久ひさしく見てないし、ちょうどいい」


「ヨシュア？　『流離さすらい人』のことか？」


　ダールが驚いて問い返すと、ペンテウスは、なんだ知らなかったのか、という顔になった。


「『豪王フォワード』のことは耳にしているだろう。いま奴は、あの若い始祖のもとにいる。知ち恵えと力を貸しているそうだ」


「……なんと」


　知らなかった。ダールとヨシュアは古くからの知り合いだ。血族を追放され、その名の通り各地を流離っていたヨシュアは、よくアラビアにも訪れた。共に砂漠の夜を旅したことも、一度や二度ではない。


　ただ、ダールは拠点を持たぬため、直接捜しにでも来ない限り連絡が取れない。彼の元に知らせが来なかったのも、そのためだろう。


「『豪王』にも一度拝はい謁えつ賜たまわりたかったところだ。せっかくだからジャネットも連れて行ってやろう。あいつはまだ始祖に会ったことがないからな。良い機き会かいだ」


「彼女はいまフランスだったか？」


「ああ。ここに来る前にルイのところに寄よったんだが――ちょうどウォーロック家の不良娘がいてな。そのお守り役も一緒だったんで、向こうに残った」


　不良娘、のところでペンテウスが顔をしかめる。ダールは笑って「ああ」と頷いた。


「カーサとケインだな。ジャネットめ、やはりケインをにくからず想っていると見える」


「半人前が色いろ気けづきおって……」


　ペンテウスは憎にく々にくしそうに言った。しかし、その言葉の裏には、紛まぎれもない愛情が隠かくれている。


　ジャネットというのは、ペンテウスが直じき々じきに血族に迎え入れた彼の直ちよつ系けいだ。本名、ジャネット・ハーゲンダルフ。世代は大きく離れているが、奇くしくも同じハーゲンダルフ家の人間だった。そのせいか、ペンテウスとジャネットは、単なる闇の父マスターと子という以上に、心情的結びつきが強かった。


「まあ、あの若造は悪くないんだがな。礼儀も心こころ得えてるし、タフでもある。が、主あるじがいかん。あれはもう始し末まつに負おえん」


「カーサは別に、ケインの主ではなかろう」


「似にたようなものではないか。あれでは先が思いやられると、初めて出会ったその瞬しゆん間かんに思ったものだぞ」


　しかめ面のペンテウスがそう言ったとき、戦場となった街で、ひときわ大きな爆音が轟とどろいた。


　二人が振り返る。ミサイル弾だんが撃うち込こまれたのだろうか。街の中央部で真っ赤な炎が燃え上がり、天まで届く黒煙が膨ふくれあがっていた。砂丘に立つ二人すら照らす、巨大な炎だ。二人の吸血鬼の長い影が、砂丘に落ちて震しん撼かんしていた。


「……くそっ」


　ペンテウスは真っ赤になって毒どくづくと、拳こぶしを握にぎり、肩を振るわせた末、吹ふっ切きるように街に背を向けた。大きな足取りでザクザク砂丘を下り始める。しばらくして、ダールも彼のあとに続いた。


「ペンテウス卿きよう。俺も同行する」


「なに？」


「この地は当分騒さわがしくなろう。しばらくは欧州に身を寄せる。そう言えば、長いこと不良娘の顔も見てないしな。匙さじを投げたお前の代わりに、せいぜい説教しておいてやるさ」


　ダールは皮ひ肉にくっぽく言って、旧友に向かいニヤリとした。


　しかし、ダールの台詞を聞いて、ペンテウスは珍しく表情を曇くもらせた。


「……ダールよ」


「なんだ？」


「そろそろ、あの女からは手を引け。これ以上深入りするな」


　予想外の言葉だった。ダールは思わずペンテウスの横顔を凝ぎよう視しした。


「……卿らしくない言い草だな。流れる血がどうであれ、人も吸血鬼も、その真しん価かは行動でのみ決まる。それが、卿の持じ論ろんではなかったか？」


「あの女が混血だから言っているのではない」


　とペンテウスの口調は苦々しい。そして――耳にしたダールが驚いたことに――哀かなしみに満ちていた。


「混血であることをもっとも深く考えているのは、ウォーロック家の長でも、周りの血族でもない。あの女自身だ。あいつが自分で自分を苛さいなんでいるのだ。そして、フランスで会ったとき感じた、あいつが抱える抑よく圧あつは、相当大きく膨ふくらんでいる。しかも、恐ろしく複雑に絡からみ合っている。この地を巡る人間たちの諍いさかいと同じように」


　ふっ、とペンテウスの口から、気の抜けたため息がもれた。それは、彼らしくもない老人のような仕し草ぐさだった。


「あの女は、いつか自らが生みだした闇で、自らを傷つけるだろう。それも、周りの者たちを巻き込んで。俺は、その中にジャネットを加えるつもりはない。むろん、お前もだ。ダール卿きよう」


「…………」


　独どく白はくじみたペンテウスの忠ちゆう告こくを、ダールは無言で聞いていた。


　夜の砂漠を、二人の偉い大だいな吸血鬼が横切っていく。太陽は完全に没ぼつした。だが、いまは太陽に代わり、地上の炎が夜を切きり裂さいている。


　空には月。いまや人類の到とう達たつを許した月は、大昔から続く地上の戦火を、何も言わずに見下ろしていた。
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　初めて月げつ面めんの映えい像ぞうを見たのは、十六年前のことだ。あのとき見た月の景色に、目の前の光景は、どこか似に通かよっている気がした。


　ソビエトの西部、ウクライナ地方。キエフ市の北方に、とある地方都市がある。


　都市の名は、チェルノブイリと言った。


　一九八六年四月二六日以降、急きゆう激げきに人口を減へらし、いまやゴーストタウンと化したこの都市を、『千の目のイワン』は独ひとり彷徨さまよっていた。


　彼女の外見を見てすぐにその評判と結びつけられる者は、たとえ吸血鬼であっても少ないだろう。年の頃は十七、八。小柄な体たい格かくも、素そ朴ぼくな顔立ちも、どちらかと言えば地じ味みで目立たないものである。長い銀髪を大きな三つ編みにして背中に垂たらしており、それが特徴といえば特徴といえる。ただ、それ以外は至って平へい凡ぼんで、着ている物にせよ、どこにでもいる農のう家かの娘と大差なかった。


　しかし、彼女こそは、ロシアの雄ゆう『氷牙イーリャ』の血統を数千年にわたって統とう率そつする、世界に名高い大吸血鬼なのだ。ウォーロック家はもちろん、『狼王ガルー』のルイ・マルファンでも、重ねた歳月、実力、格かくの上で敵かなわない。また、一族の指し導どう者しやとしても、その辣らつ腕わんぶりは欧州系血族でトップに挙あげられる。


　北方ロシアという辺へん境きよう故ゆえに、血族社会を牛ぎゆう耳じるなどということはなかったが、さもなくばアジアにおける『東の龍王』と並び称しようされたに違いない。月下の歴史に名を残す、偉大な長老だった。


　もっとも、街を歩く彼女の表情は、決して明るくない。もともと感情を顕あらわにすることが極きよく端たんに少ない彼女だが、彼女の側近がその場にいたなら、彼女の瞳の奥に宿やどる悲しみと哀れみ、そして戦せん慄りつに気がついたはずだ。


　立ち枯かれた木々に雑ざつ草そう。放置された家々。塵ちりの積つもる車道。


　犬や猫だけでなく、鴉からすやネズミの姿も見当たらない。生物の気配が極きよく端たんに少ないのだ。あるのは、沈黙。凍いて付いた「過去」が、標ひよう本ほんのように提示されているだけだった。


　すべては、人間が手にした新たな力、原げん子し力りよくの暴走の結果だった。


　チェルノブイリ原子力発電所の事故である。


　原子炉の爆発――赤く燃える核の火は、アメリカの軍ぐん事じ衛えい星せいからも確かく認にんできたと聞いている。大気に放出された放ほう射しや性せい物ぶつ質しつは、第二次大戦末まつ期きに日本の広島に落とされた原子爆弾の三百倍。現時点ですでに一万人を優ゆうに超える死者が出ており、未来に与えた影響をも含ふくめて考えると、最さい終しゆう的てきな犠牲者がどれほどの数に上るか想そう像ぞうがつかない。


　人じん命めいだけではない。この事故が付近の大自然に与えた被ひ害がいは、破は滅めつ的てきと言える。生せい態たい系けいは完かん膚ぷ無なきまでに破壊され、変へん容ようしていた。一都市に留とどまらず、周辺地域、引いては世界規模で深刻な悪あく影えい響きようをもたらしている。未み曾ぞ有うの大災害だ。


　それほどの力を、人間は手にしたのである。


　わずか一夜にして、星を傷つけてしまえるほどの。


「…………」


　イワンは無言で街を歩いた。


　街はどこまでも静かだった。通りを飾かざる並木は、枯こ死しして赤茶色い樹じゆ皮ひを晒さらしている。


　立ち並ぶビルやアパートの、漂ひよう白はくされたような白い壁。無人の通りに彼女の足音だけが響いている。


　ここにあるのは、人類が犯おかした巨大で凄せい惨さんな「ミス」だ。


　イワンは、人類の有する途と方ほうもない力と、それを操るあまりに未み熟じゆくな精神の不ふ均きん衡こうを思わずにはいられなかった。


　吸血鬼と異ことなり、個としての人間は成長する。ミスを犯おかせばそれを正し、教きよう訓くんとしてさらなる成長を遂とげることができる。


　しかし、種としての人類はどうだろうか？


　彼らはこの数十年のうちに、二度、種族全体を巻き込む大規模な戦争を起こした。同じ種で殺し合い――結果として、戦前とは比ひ較かくにならない、圧あつ倒とう的てきな「力」を手に入れてしまった。


　だが、果たしてその力を制御するに足たる精神が、彼らの身に付いているのだろうか？


　そして、自分たち吸血鬼は、そんな人類と今後どのようにつき合えばいいのか？


　イワンの脳のう裏りに、二十四年前、電話越しに交わした会話が思い出された。


　あのとき人類は、「三度目」を回かい避ひした。その知恵は、果たして信用に足るものなのだろうか？　いまここに広がる虚きよ無むの光景。人類は、この光景を直視しているのだろうか？　忘れてしまわないだろうか？


「……問うたところで、詮せん無なきことでしょうか」


　月下の民は、太陽の裏でこそ生きていける。所詮吸血鬼は、人類の寄き生せい生せい物ぶつだ。彼らと命めい運うんを共にするより他、道はないのである。


　彼らは月にまで到とう達たつした。素晴らしいことだと思う。あの中継を見たときは、何百年ぶりかで胸が躍おどった。


　その同じ人類が、今度は彼女の心しん胆たんを寒さむからしめている。


「わかりません」


　驚くほど弱々しい声で、彼女は小さくつぶやいた。無論彼女は知らないが、そのささやきは十三年前、パレスチナで『聖騎士』が叫んだのと、同じ言葉だった。


　長い長い時を生き、夜の闇に息を潜ひそめて人間たちの後ろを見つめ続けてきた賢けん者じやたち。彼女が力なく頭こうべを垂たれるほどに、人類の行く先は、見通すことができないのである。


　と、イワンが――あの『千の目のイワン』が――己の無力に悲ひ嘆たんしていたときだった。


　――イワン？　どこですか？


　遠方より、配下の血族から念ねん話わが届いた。イワンは物思いから思考を切り替えた。


　――ここにいます。何か？


　――はい。香ホン港コンからの使者が到着されました。『東の龍王』の血族です。原発事故について、悔くやみの言葉を伝えたい、と。また、可能な範囲でいいので状況の説明を聞かせて欲ほしいとのことです。


　イワンが頷く。すでに、ウォーロック家には連絡が行っているはずだ。『東の龍王』だけでなく、他の有力血族にも、事じ態たいを伝える必要があるだろう。


　彼らもまた、岐き路ろに立っている。それとも、もうずいぶんと岐路に立ち続けている、と言うべきか。


　――わかりました。すぐに戻ります。ただ、その方には、直ちよく接せつお会いすることはできないので、念話にてご説明すると伝えなさい。


　――え？　直接目通りなさらないので？


　――そうです。それから、あなたも。私はこれからそちらに向かいますが、私に近づくことは許しません。


　――そ、それはどういう……？


　――以上です。


　戸惑う配下を余所に、イワンは一方的に念話を断ち切った。


　その直後、魔術を操った余波で血が乱れ――イワンが吐血した。


　口を手で押さえる。生なま暖あたたかい血がべったりと手首までを汚よごした。


「……念話だけで、これほどとは……」


　仮か面めんのようなイワンの顔に、何とも言えない自じ嘲ちようが過よぎった。


　ここを訪れるのは、今日が初めてではない。そして、最初に来たとき――一定の距離に近づいた瞬間から、違い和わ感かんは感じていた。最新の科学に詳くわしい臣しん下かも、長おさ自らが足を運ぶことには、険けわしい口調で反対したものだ。しかし、どうしてもこの目で確かめておきたかった。


　イワンは口元をぬぐい、手についた自らの血に視線を落とした。


　この血を人に与えれば、その人間は『千の目のイワン』の直ちよつ系けいとして、高い地位と不ふ老ろう不ふ死しを約束される。彼女の血を求める者は、ロシア中に存在する。


　しかし、彼女がこの血を誰かに与えることは、もう二度とないだろう。彼女の血は、穢けがれてしまった。


　放ほう射しや能のう汚お染せんだ。


「……高くつきましたね」


　配下の者たちには、まだ伏ふせてある。彼らの受ける衝しよう撃げきの大きさが、容よう易いに想像できるからだ。しかし、すでに彼女の中では、次代の『イワン』に座を譲ゆずることが決定していた。念話も満足に扱あつかえない者に、『氷牙』の長が務つとまるはずがない。いや、務まるようではいけないのだ。


　イワンは吐血のあとをぬぐい取ると、何事もなかったかのように、踵きびすを返した。事故の跡あと地ちに背を向けて、来たときと同じ、迷まよいのない足取りで歩き始める。その背中を見送る者は、どこにも、誰も、いなかった。





　こうして、また一人、古い吸血鬼が血族社会の表おもて舞ぶ台たいから去った。


『千の目のイワン』の代だい替がわりが伝えられ、血族社会に激げき震しんが走るのは、その翌年のことだった。
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　人々は熱ねつ狂きように包つつまれていた。


　男たちも女たちも。老人たちも若者も。ある者はハンマーを振ふるい、ある者は鉄てつ杭くいを突つき立て、ある者はバールを使って、長大な『壁』を破は壊かいした。


　一九八九年十一月九日、ベルリン。およそ三十年にわたって都市の東西を分ぶん断だんし続けたベルリンの壁は、その日突如として役割を終おえた。


　きっかけは、記者会見だ。


　その日、東ドイツでは「旅行許可の規き制せい緩かん和わ」が提てい案あんされ、政府首脳部の審しん議ぎを通過した。ただ、この指令は、連日のデモ対応に政府が謀ぼう殺さつされる中、その詳くわしい内容が、審しん議ぎはおろか、ほとんど確認さえされないまま通過してしまった。記者会見の場で発表されたときでさえ、当時のスポークスマンは、その意味を完全に把は握あくしていなかったのだ。


　会見に駆かけつけた記者の、


「その指令はいつから実行されるのか？」


　という質問に対し、本来は正しい期き日じつが決定していたにもかかわらず、スポークスマンは、


「たったいまから」


　と答えてしまった。


　そして、この会見が夕方のニュースで生中継された結果、誰しも予想だにできなかった事態に発はつ展てんしたのである。番組を見た東西ベルリン市民が、ベルリンの壁周辺に集しゆう結けつし始めたのだ。


　その頃のドイツは、ポーランドやハンガリーの民主化の波なみを受けて、大いに揺ゆれていた。そのため、市民の様子を見た東ドイツの政府首脳部は、市民の暴ぼう動どうを恐れ、ゲートを開放した。


　東ドイツの人々は歓かん喜きと共に西ドイツに雪な崩だれ込み、西ドイツの人々は拍はく手しゆと歓かん声せいで彼らを出で迎むかえた。そして、日付が変わる頃には、もはや不要となった壁を、人々が自らの手で崩くずし始めたのである。


　それは、物語のように象しよう徴ちよう的てきな光景だった。


　長年引き裂さかれてきた市民が、笑い、喜びながら壁を崩ほう壊かいさせていく。その模も様ようは、マスコミの手によって、世界中に放映された。「東側」と「西側」に別れ、争ってきたあらゆる国の国民が、冷戦の終しゆう結けつを――その足音を耳にしたのである。


　そして、全市民が浮うかれ騒さわぐ狂きよう乱らんのただ中に、一人の少年が紛まぎれていた。


　歳は十代前半。その年代の少年の中では小こ柄がらな方だろう。長く伸のびた黒髪はぼさぼさで、ろくに顔が見えない。身にしているのも継つぎ接はぎだらけの古着だった。ストリート・チルドレンのように見えるが、手には身体に不ふ釣つり合いな大きさのトランクを抱えている。大人たちのうねりに飲まれながら、必死に前へと進んでいた。


　少年が向かうのは、西ドイツへと抜けるゲートだ。人々がもっとも密みつ集しゆうしている場所である。


　しかし、髪の下に隠れた少年の目には、決して後には退ひかない決けつ意いがあった。氾はん濫らんする濁だく流りゆうに似た人波の中で、流りゆう木ぼくにしがみつくようにトランクを抱えて踏ふん張ばった。


「……通してっ。通してください……！」


　必死に声を上げてみても、周りの大人たちの耳には届かないようだった。


　鬱うつ積せきしたものが大きいほど、解放のエネルギーも大きくなる。人々は、この瞬間を待ち望んでいた。熱ねつ望ぼうしていたのだ。そして、待ちに待った瞬間が、突然舞い降りた。開かれた扉とびら。不ふ審しんと戸と惑まどいはすでに過ぎ去り、あとはただ放ほう出しゆつあるのみ。鬱積したものがなくなるまで、待ち続けた時間が埋うまるまで、この狂乱は止まらない。


「……通ります。お願いです！」


　揉もみくちゃにされながらも、少年はゲートに近づいていった。うねり、立ちはだかる、大人たちの背中。その向こうに見え隠れする『壁』は、すでに彼が見み慣なれた物とは違う形になりつつある。


　生まれたときから親しんだ光景が、変へん容ようしていく姿。それは、生まれて十数年にしかならない少年にとってすら、ドラマチックな光景だった。ましてや、大人たちの興こう奮ふんは計はかり知れない。世紀の瞬間に立ち会う感動が、人々の狂きよう乱らんに拍はく車しやをかけている。


　もし、と少年は思わずにいられなかった。


　もし、あの壁があと一年早く崩くずれていれば、妹は西ドイツの病院に入って、助かっていたかもしれない。


　もし、あの門があと二日早く解放されていれば、母親は西ドイツで仕事を得て、疲ひ労ろうと貧ひん困こんに押し潰つぶされることはなかったかもしれない。


　もし、この街が東西に分ぶん断だんされてさえいなければ、自分たち家族はいまよりずっと幸せに、笑い合って暮くらすことができたかもしれない。


　もし、もし、もし……


　だが、自分は間に合った。


　妹も、母親も、届かなかった瞬間に、自分は間に合うことができた。だから、妹と母親の分まで、自分は生きて行かねばならない。


「通ります……通ります……！」


　ゲートが近づいてくる。妹の手を引いて、前を通ったゲート。母親と一緒に荷に物もつを持って、向こう側を覗のぞいたゲート。自分が生きる次の世界が、あのゲートの向こうにあるのだ。あのゲートは、未来に繫がっている。


　向こう側に広がる世界がどんなものなのか、少年にはわからない。こちら側より素晴らしいという保ほ証しようは、実はどこにもない。


　それでも、少年はゲートを目め指ざした。壁を越えようとした。そうすることが正しいことだとわかっていた。全身の細さい胞ぼうが、確信していた。


　母親が言っていた。恐れず前に進む者だけが、生きる価値をつかめる、と。それが人間の生き方だ、と。


　だから少年は前に進む。妹の分も、人間らしくあるために。母親の想いを、先に繫つなげるために。


　大人たちの叫びが耳を圧する。頰が、肩が、ぶつかり、押され、足が踏まれ、襟えりが引っ張られた。


「通ります！」


　少年は叫び、怯ひるむことなく前に出た。


　ゲートは、もうすぐそこまで近づいていた。





　夜が明けたあとも、熱狂の残り火は燻くすぶっていた。


　酒によってくだを巻く男。黙々と壁にハンマーを打つ老人。遠えん方ぽうからやって来たのだろうか。ボロボロに崩れた壁を見て、歓かん声せいを上げる若者の集団もいる。マスコミの人間も、入れ替かわり立ち替わり現れては、世界中の言げん語ごで、この光景をレポートしていた。


　西ドイツに入った最初の朝あさ。少年は、トランクの上に腰掛けて、半ば放ほう心しんしながらぼんやりと壁を見つめていた。


「お早うグーテン・モルゲン、坊や。昨日きのうはずいぶんはしゃいだみたいだね。魂たましいが抜けてるみたいだぞ？」


　陽よう気きな台詞に、少年はのろのろと顔を上げた。


　話しかけたのは、三十代後半とおぼしき、渋しぶい容よう貌ぼうの男だった。髪を後ろになでつけ、あごにはうっすらとひげを生やしている。片手にボストン・バッグを提さげ、真新しいスーツを着き崩くずしていた。


「ずいぶんでかいトランクだけど、東から来たのかい？　だったら、ようこそ資本主義国家へ。せっかくだから朝飯ぐらい奢おごるけど、つき合う？」


　男の台詞を聞いて、少年は反射的に身み構がまえた。あまり堅かた気ぎの人間には見えない男だ。自分のような身よりのない子供を悪あく意いある大人たちがどう扱あつかうか、少年は東側で十分に学んでいた。


　少年の警けい戒かい心しんを見た男は、「あらら。困こまったな」と言って笑いながら頭を搔かいた。


　それから、


「大丈夫だよ。僕は悪者だけどちんぴらじゃない。ケチな真ま似ねはしないから」


　と、うそぶき、少年の目を見てぱちりとウィンクした。


　その瞬間だ。急に少年の中から男を警戒する気持ちがなくなった。


　まるで魔法のようだった。男がウィンクした瞬間、彼が自分の中に入ってきて身の潔けつ白ぱくを証明したような気がしたのだ。


　少年が目を丸くすると、男は満足そうに頷いた。


「コーヒーと紅茶はどちらが好きかな？」


「……紅茶」


「よし。ではついて来なさい。実は、昨日見つけたケーキ屋コンデイトライは、コーヒーも紅茶も絶ぜつ品ぴんでね。まだ開ひらいてないかもしれないが、散歩してればすぐだろう」


　そう告げると、男は先に歩き始めた。少年は迷ったが、結局彼のあとを追いかけることにした。


「君、ご両親は？」


「……いない」


「あら。道理で。じゃあ、身み内うちは誰もいないの？　――そう。じゃあ、西ドイツに来ても、これからが大変だね」


「……ドイツは出ます」


「え？　西ドイツからもかい？　じゃあどこに行く気なのさ？」


　なぜか男は面白がっているようだった。それほど暇ひまを持て余しているのだろうか。


　しかし、少年は少年で、話すつもりのなかったことまでスラスラ口にしてしまう自分に驚いた。普段はもっと無口なのである。


「香ホン港コンに行きます」


「香港!?　それはまた……遠いな。そうか。君は生きつ粋すいのゲルマン民族って訳じゃなさそうだし、ひょっとして、ご両親のどちらかが――？」


「父が中国人でした。政府の高官だったって。母とは香港で出会って――ぼくと妹が生まれたあと、母が一人、東ドイツに戻ったんです」


　少年は、これまで誰一人話したことのなかった身の上を、初めて会った怪あやしい男に聞かせた。男は、「ふむ」と考え込むような顔になった。


「……香港に行けばお父さんには会えるのかい？」


「わかりません。でも、行ってみたい。ぼくの生まれた場所だから」


「なるほど」


　男は歩きながら、うんうん頷いた。軽けい薄はくだなあと、少年の目から見てもわかる軽い仕し草ぐさだ。


　ところが、話を聞いた男は、突然とんでもないことを言い出した。


「よし、わかった。これも何かの縁えんだ。香港には、僕が連れてってあげよう」


　当然ながら、少年は絶ぜつ句くした。


　何しろ、今日初めて――というより、ついさっき初めて会った同士である。おまけに、自分は身よりのない孤こ児じで、外見は浮ふ浪ろう者しやと変わらない。それなのに、男は彼の話を聞いて、彼を彼の故こ郷きように連れて行くと――しかも、どうやら本気で――言っているのである。デタラメもいいところだ。


　だが、それよりずっと不思議だったのは、にもかかわらず、自分がこの男について行くだろうということを、少年が自じ覚かくしていたことだった。


　これほど荒こう唐とう無む稽けいな話は、東ドイツの貧ひん民みん街がいにも転がってはいなかった。なのに、自分はこの話に乗る気でいる。ひょっとして、自分は昨夜の騒ぎに巻き込まれて、頭がおかしくなったのだろうか？


　そして、少年の胸中を知ってか知らずか、男は「香港に行く」と宣言してからは独ひとりで勝手に盛り上がっていた。


「行こう行こうとは思っていたが、これぞ契けい機きというものだ。龍王は僕の訪問なんか歓かん迎げいしないだろうし、どうせこっそりお邪じや魔まするのは決まってたようなものだしな。香港。うん。悪くない。最近じゃ、上海シヤンハイ租そ界かいはおろか、唐とう代だいの長安にも迫ろうかって『魔都』になりつつあると聞く。ひょっとしたら、懐なつかしい面々にも会えるかもしれないぞ。ま、ありがたくない面々にも会ってしまうかもしれないけど――そのときはそのときだ」


　ニヤニヤ笑ったり、しかめ面になったり。百ひやく面めん相そうをしながら、ぶつぶつとつぶやいたあげく、男は唐とう突とつに立ち止まり、


「僕としたことが！」


　と、手を打って回れ右をした。


　少年も慌あわてて立ち止まる。見上げる少年に対し、男は右手を差し伸べる。


「自己紹介がまだだったね。僕のことは――えーっと、『ハーイ』。靴大人ハーイターレンと呼んでほしい。君の名前は？」


　少年は、微笑む男と差し伸のべられた右手とを交こう互ごに見やった。そして、恐おそる恐る手を握り、はきはきと名乗った。


「ハンスです。ハンス・李リー」


「了解した。では、ハンス君。香港まで、よろしく頼たのむよ」


　靴ハーイが優やさしく繫いだ手を振る。その感かん触しよくこそが、ハンスが壁を乗り越えて最初につかんだ、彼自身の未来の感触だった。
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　ロンドンは灰色の空に覆おおわれていた。


　べーカー街の外れ。赤茶けた外観をした、古い古いアパートメントは、その夜久しぶりの来客を迎えていた。


　ただし、彼らが訪れたのは、周囲が寝ね静しずまった深夜だ。


　最上階の三階にある角部屋。屋根裏に開いた天てん窓まどから、細い月明かりが差し込んでいる。閉しめ切きったままの戸と板いたの奥で、来客たちはガタゴトと――彼らには珍しいことに――物音を立てていた。


「カーサちゃんも意い地じっ張ぱりねえ。せっかくロンドンに戻ってるんだから、お屋や敷しきの方にも顔を出したらどうなの？　あっちにはいっぱいあるんでしょ？　これ？」


「ハッ。ゴメンだね。ただでさえ口うるさいお目付役が側にいるんだぞ？　何が悲しくて、この上もっとやかましいババアに、会いに行く必要があるんだ？」


「……いまだにちっとも理解できないのですが……要ようするにこれは電話線を使ったテレビのようなものなのですか？　それにしては、やたらと高価でしたが……」


「いいからお前は黙って手伝え、ジロー。だあ、違ちがう違う！　そのコードはこっちだ！　ったく、とことんこの手の機き械かいと相あい性しようの悪い男だな、貴様は。もういい。このケーブルを持って、そこに立ってろ」


　アリスとカーサ。そして、ジローとケインの四人だ。


　四人が囲んでいるのは、ブラウン管のディスプレイとプラスチック製の四角い箱だ。パーソナル・コンピューターである。ケインがてきぱきと設せつ置ちを行い、ジローは脇に突っ立っている。アリスはパソコンを置いたデスクの前で、ワクワクしながら両目を輝かがやかせているし、カーサはチェアの背もたれに腕を置きながら、どうでもよさそうにコーラの瓶びんを傾けていた。


「……相変わらず新しい物には目がないな、お前は。だが、ワールド・ワイドといっても、インターネットはまだまだこれから始まる分野だぞ？」


「でもでも、『窓の95』っていうのの発売日には、みんなお祭り騒ぎだったじゃない。ニュースでもすごいすごいって言ってるし、ぼくも早くやってみたいのっ。ねえ、ケイン君。まだかかりそう？」


「は。いま少しお待ちください」


　うずうずしている様子のアリスに、ケインが生真面目に返へん事じをする。カーサはため息をついた。


「あれは単なるオペレーション・システムで、インターネットとは直接関係ない。第一、すごいと言ったところで、要はアップルの真ま似ねじゃないか。まあ、社会的な影響は、ウィンドウズの方がでかいだろうけどな」


「リンゴの真似って何が？」


「……なんでもないよ」


　カーサはやれやれと手を振って、コーラの瓶に口を付けた。


　言うまでもなく、ウォーロック家ではすでにコンピューターを取り入れ、積極的に運うん用ようを行っている。特に、インターネットの前身であるコンピューター・ネットワークは、あの「キューバ危き機き」以降、核攻撃に耐えうる拡かく散さん型がたの指し揮き連れん絡らく網もうのためにアメリカが構こう築ちくしてきた技術だ。その技術が軍事機構から民間に移行し始めた極めて初しよ期きの段階から、注ちゆう目もくしてきている。カーサやケインにとっては、馴な染じみの分ぶん野やなのだ。


　だが、『賢者』の血族は、まだまだ一般人以上にデジタル技術に疎うとかった。


「わかりません」


　と、ケインから渡されたケーブルを持ったまま、ジローが渋じゆう面めんでつぶやく。


「窓ウインドウだのリンゴアツプルだの、網ネツトだの作戦オペレーシヨンだの……まるで暗あん号ごうです」


「お、鋭するどいな、ジロー。まさにその通り。デジタル技術というのは、いわば符ふ号ごうと暗号の賜たまものなのさ」


　カーサが涼しげな目で言うと、ジローの苦く渋じゆうはさらにいや増した。黙って聞いていたケインが、諦てい観かんに満ちたため息を吐き出した。


「そろそろ二十世紀も終わりだというのに、頭の中身は十九世紀のままだな。お前は。この手の技術は、すぐに理解できるものではない。覚おぼえるより慣なれろ。ほら。接せつ続ぞく設せつ定ていを始めるぞ」


「始める？　終わったのではないのですか？」


「ハードはな」


「固いハード？　固過ぎると不ふ都つ合ごうでも？」


　いたって真面目にジローが尋たずねる。カーサが堪たえきれずにコーラを噴き出した。再びケインのため息。彼はそれ以上説明するのはやめて、パソコンの電でん源げんを入れた。


　画面が明るくなり、起き動どう音おんに会わせてロゴとマークが映される。ケインは「失礼します」とデスクに陣じん取どるアリスの隣から腕を伸ばすと、キーボードを叩き、マウスを操そう作さした。


「……んー、まだかな？　まだかな？」


「待って下さい。いまプロバイダーに接続しますから」


「おい、ジロー。お前の刀を窓の外にかざしてみろ。アンテナ代わりになるかもしれん」


「……それが噓だってことぐらい、いくら私でもわかりますよ」


　やがて、「できました」とケインが身を引き、代わりにアリスとジローがディスプレイをのぞき込んだ。


　しげしげと、画面の中に開いた窓ウインドウを眺ながめ、


「……やっぱりよくわかりませんね」


「ねえ、ケイン君。ここの四角いのが、インターネットだよね。これはどこなの？」


「え？　と、とりあえずマイクロ・ソフトのホームページを開いてみましたが――どこか見たいサイトがありますか？」


「光景サイト？」


「お前は黙っていろ、ジロー」


「引用サイト？」


「あ、いえ、賢者殿。そうではなく……ほ、ほら。ここをクリック――あ、いや。このポインタ――矢印を動かしてですね……」


「おお！　さっきケイン君がやってたやつだね。えいっ」


「ま、待って下さい、賢けん者じや殿どの。マウスはもっとゆっくりと――」


「ネズミマウス？」


「もうその反応は飽あきたぞ、ジロー」


　あくまでしかめ面を続けるジローに、カーサが冷れい酷こくなコメントを告げる。一方、アリスは悪あく戦せん苦く闘とうしつつも、ケインのレクチャーを受けてマウスの使い方をマスターした。まだよくわからないなりに、クリックを繰り返し、どんどん窓ウインドウを開けて楽しんでいる。


「わっ。見て見て、ジロー。これ、日本のお菓か子し屋やさんだよ！　ひょっとしてこれ、ずっと前にジローが言ってた、金こん平ぺい糖とうじゃない？」


「なんと。確かにこれは日本語ですね。ただ、それは金平糖ではなく花か林りん糖とうです。金平糖は……ここにはないかな？」


「……ほほお。菓子屋ではなく百ひやつ貨か店てんのようですが……日本の環かん境きようも進んでますなあ」


「他にもあるかなあ。ぼくまだ日本は行ったことがないんだよ～」


「妙な気分です。こんなところで故こ国こくの言葉を見るとは」


「賢者殿。ロンドンのサイトも検けん索さくされてはいかがですか。行ったことのある場所が出てくるかもしれませんよ」


「検索ってどうやるの？」


「ああ、それはですね……」


　小さな画面を見ながら、三人の吸血鬼がわいわいと語り合う。カーサは後ろからその様子を眺ながめていたが、そのうち、ひょいっ、と横から割り込んだ。


「見てみろ」


　とキーボードを叩いて、あるアドレスを入力する。


　現れたのは、フランスのレストランが作ったサイトだった。店名は『腹ぺこオオカミ』。


「ルイ・マルファンが秘密裏にオープンしているサイトだ。裏で『狼王』の血族が、情報交換や連絡に使っている」


　すでに知っているケインを除のぞき、アリスとジローは思わずカーサの顔を見やった。


「ルイちゃんが？」


「ああ。あいつ、最近は――といっても、結構経たつが、人が変わったみたいに人間の技術を取り入れてるみたいでな。ウォーロックうち家や『氷牙』のサイトはこう簡単にはアクセスできないが、あそこの情報担当はまだまだだよ。にしても、どうだいこの店のネーミング？　ほんとにパリで奴らの手の者がやってる店なんだが、ひどいセンスだろ？」


　カーサは意い地じ悪わるく笑いながら、驚くアリスとジローに説明した。アリスは「へええ」と感心すること頻しきりだ。ジローは相変わらず、わかったのかわからないのかよくわからない表情を浮かべている。


「他には？　他にも、吸血鬼が作ってるサイトがあるの？」


「他はほとんどないな。さっきも言ったが、インターネットはこれから発展する分野なんだ。ああ、でもあとひとつ――」


　再びカーサの指が踊り、画面にアルファベットの羅ら列れつが打ち込まれる。


　エンターキーの上で指が跳はねると、次のサイトが画面に登場した。


　中央には写真。海岸沿いに高層ビルが立ち並ぶ、どこかの湾わん岸がんだ。画面の上に並ぶ文字は、漢字とアルファベットである。


　ジローがそれを読み上げた。


「――香ホン港コン」


「そう。お前らも当然聞いてるだろ？　いま香港は、我われら月下の住民にとっての、一大都市に発展している。大陸系のみならず世界中の血族が集って、その規模は増大するばかりだ」


　カーサが解説すると、聞いていたケインも大きく頷うなずいた。


「俺は長おさの命もあり、幾いく度ども足を運んでいますが――確かにいまの香港では、『東の龍王』の加か護ごのもと、あらゆる血族が共存しています。訪れるたびに驚くほどで……我らにとっては、一種の理り想そう郷きようと言っても過か言ごんではないかもしれません」


「そういや、お前は昔から龍王に入れ込んでたな。いっそ移住したらどうだ？」


「……願わくばそうしたいところです」


　ケインが、決して誰にも聞こえない小声でささやいた。


　一方、


「ここ」


　アリスがつぶやいた。


「ここに、行かなきゃ」


　その声は、さっきまでの彼女とは様子が違っていた。すぐに気付いたジローが、「アリス？」と声をかける。


　アリスは夢から覚めたように、ぱちりと瞬まばたきをした。


「どうしました？」


「……呼ばれた」


「呼ばれた？　誰に？」


「ん……」


　ジローの問いかけに、アリスは首を捻った。カーサやケインも注目する前でしばらく考えていたが、


「世界、かな？」


　その回答を聞いて、笑ったり馬鹿にしたりする者はいなかった。


『賢者イヴ』がそう言うのだ。その発言を軽かるく受け止める吸血鬼は、月下に存在しない。


「……いいだろう。ロンドンにも退たい屈くつしてきたところだ」


　カーサが賛さん意いを示して言うと、ケインも同意して頷いた。


「見ておかれるべきでしょう。いまの香港は賢者殿にとっても、得るもの、感じることが多い都市に違いありません」


　カーサとケインの意見がすぐに合うというのは、珍しいことだった。


　アリスは頷いて、


「――ジロー？」


　ジローは穏おだやかに微笑んだ。


　そして、他の二人と同じように、慎つつしんで頷いたのだった。


「お供ともします。我が君」





　一九九六年春。香ホン港コンは、目前に迫る中国返還に向けて、水すい面めん下かでの慌あわただしさを日々増していた。






あとがき







　短編集も早五冊目。『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ　[image: ]５』です。


　今回の短編集、前回の『ＢＢＢ　[image: ]４』に比くらべれば、さすがに大人しい内容に戻ってるんじゃないでしょうか？（笑）


　本来の短編のコンセプトである、「日常」の描びよう写しやがやけに懐なつかしいです。（しみじみ）





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　さて、今回収しゆう録ろくされた短編四作も、本編の時系列的には『ＢＢＢ６』の前のお話となっています。


　連れん載さい時期で言うと、一昨年の秋から冬にかけて。ちょうどアニメが放映されていたころでした。あれからもう、まる一年以上経ったのですね～。早いもんです。（ちなみに、一話目に出てくる「大人の会話」は、つまりそういうことです）


　内容の方も、ひと段落ついたあとの仕切り直しといった話が集まっています。「調停屋」として再スタートしたミミコの話から始まって、兄弟二人にそれぞれスポットを当てたあと、短編集恒例だった（前回はあまりにドタバタでやれませんでしたが）ジローとミミコの「血」を巡めぐる話。


　ジローの話こそ少し異色ではありますが、その他はもっともスタンダードな『ＢＢＢ』的お話が揃そろったような気がします。ほんと、前回の短編集が噓うそのようですね（笑）。





　ところで、いつもなら連載短編六話収録の短編集が、今回は四話のみとなっています。これは、前述した通りアニメの放映に合わせた連載スケジュールの影えい響きようでして、これまでは短編集収録のことを考こう慮りよして六話ひとまとめで連載して書いていたのに、この時期だけは四話でひとまとめという連載になったからです。


　でも、


「なんだよ、いつもより損そんしてるじゃん！」


　ってなことはありません。まあ多少薄うすめではありますが、その分番外編は普ふ段だんより長い話を書かせてもらいましたので。


　また、このタイミングでボリュームのある番外編が来ることはわかっていたので、あらかじめ題材も選んでおきました。


　その題材は、ずばり二十世紀後半。


　というのも、二十世紀って――まあ、あくまで筆ひつ者しやの見方なんですが――第二次世界大戦までは大きな流れがわかりやすいのに、戦後は急に流れがつかみにくくなるというか、バラバラに枝えだ分わかれしている感じがするんですよね。


　なので、番外編も、これまでのようにひとつの事件を取り上げるのではなく、世界各地の様々な時代の風景を、ショートショート的に切り取るという手法を採とってみました。吸血鬼たちも、ほぼオールキャスト。これまでの番外編とはひと味違う楽しみ方がお届けできればと願っております。


　で、この機会に、これまで名前だけで登場する機会がなかった――且かつ、今後も登場できるか怪あやしそうな――キャラクターに出番を作ってみました。


　ひとりは、セイのもう一人の姉である『南の朱あけ姫ひめ』。


　もうひとりは、ジャネットの闇の父マスターである『聖騎士』ペンテウス。


　前者は、『ＢＢＢ』では珍めずらしいセクシー・キャラです（笑）。今回は話が話だけに控え目でしたが、本来は天然お色気娘だったりします。


　本編には絡からみにくいキャラなので再登場は微び妙みようなのですが、一応これで、九クー龍ロンの九姉弟ならぬ、混こん沌とんの四兄妹も全員顔見せができました。いずれ劣おとらぬ大吸血鬼ばかり。なのに、四人が一堂に会かいするところを想像すると、セイだけがとても可か哀わい想そうな役回りをしてる光景しか思い付かないのは、なぜなんでしょうかね？（笑）


　そして後者のペンテウス卿きようですが、こちらも本編ではすでに死去しているので、ひょっとするとこれが最初で最後の登場となるかもしれません。熱血漢の正義馬ば鹿かという、まさにこの父にしてあの娘ありな感じの吸血鬼。陽気なペンテウスと陰いん気きなヨシュアと冷静なダールが旅する話なんてのも、想像すると楽しそうです。ちなみに、ペンテウスはあのあと香港でジローに出会い、その朴ぼく訥とつぶりと剣の腕前をいたく気に入ったりするのですが……書く機会はないだろうなあ（笑）。


　あと、吸血鬼だけでなく人間の方でも、名前だけ既き出しゆつで今回初登場というキャラがひとりいますね。皆さん、彼女のこと覚えてました？（笑）


「このお婆ばあちゃん、誰だっけ？」という方は、『ＢＢＢ４』をパラパラと読んでみてくださいませ。今回のショートショートの中でも特に異い色しよくな話ですが、筆ひつ者しや的てきにはちょっとお気に入りの一編ですので。
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　さてさて、話が少し変わりまして、読者の皆さんにひとつお知らせがあります。


　舞台裏（制作サイド）の話なんで恐きよう縮しゆくですが――実は、これまで一緒に『ＢＢＢ』を創つくってくれていた担当編集のキャサリンが、この短編集を最後に担当交代となりました。


　筆者にとっては二度目の担当交代だったのですが、やはりある日突然別れを告つげられると動どう揺ようは隠し切れませんでした。特にキャサリンには、お薦すすめのアニメを教えてもらったり、お薦めのコミックを教えてもらったりと、いまやあざの耕こう平へいの娯ご楽らく水すい準じゆんを維い持じする上で欠かかすことのできない存在となっていただけに、動揺の度合いも大きいというもので……（仕事は？）


　というか、振り返るとキャサリンには、前担当のＢＤＫ氏の倍ぐらい苦く労ろうかけてる気がしますよ！　締しめ切きり破りまくったし、注文付けまくったし、メディアミックス攻こう勢せいのときなんか過労で倒れさせてるし！


　でも、そんな酷ひどい目に遭あいながらも、「大丈夫、原稿待ってます☆」と（筆者の脳内では）笑顔で言い続けてくれたキャサリンに、心から感謝を捧ささげたいと思います。


　真面目な話、『ＢＢＢ』はキャサリン以外の編集者とは創ることのできなかった物語です。物語の至るところに彼女のアイデアがちりばめられ、話の骨こつ格かくを支えているのです。


　そんな彼女に、まさにこれからクライマックスに向かってスパートをかけようというこの時期に去られるのは痛恨の極きわみですが……『ＢＢＢ』の登場人物たちと同じく、出会いと別れは世の常なのでしょう。ＢＤＫ氏の時もそうでしたが、ここは笑顔で、さらばと手を振ふるのが、格かつ好こういい作家と編集の在あり方ってものですよね？





「明日からの連絡は全部、新担当の方にお願いします。次の担当は、締め切りで泣かさないように。じゃ☆」





　おいおい、ドライだなっ（笑）。


　ともあれ、これまでありがとうございました、キャサリン！　今後の『ＢＢＢ』も「あちゃー」とか言われないよう、ばっちり盛もり上げて書ききってみせますので。


　あっ、でも、これは見とけってアニメの情報だけはメールして？　プリーズ！（仕事は？）
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　最後になりましたが。


　イラストの草河さん。いつも素敵なイラストをありがとうございます。担当さんは代わってしまいましたが、これからもよろしくお願いします。変わらぬ素敵なイラストで『ＢＢＢ』に力を貸かしてくださいませ。


　新担当の――紹介は、せっかくだから次にしようかな（笑）。気になる方は『あざの耕平祭り』のブログの方をのぞいてみてください。色々更新してもらってます。（あ、サイトの方では「Ｂ×Ｄキャラクター対談」なんかも公開してます。こちらもよろしくお願いします）


　そして、読者の皆さま。実は、ジロー、ミミコ、コタロウが活躍する短編集は、次の巻でラストとなります。最後は、前回のような連作短編。とはいえ、話のテイストは真逆のシリアスものです。懐なつかしいキャラも再登場したりするので、こちらもどうぞお楽しみに。


　それでは。




二〇〇七年　十二月　あざの耕平





初　出


月刊ドラゴンマガジン二〇〇六年十一～十二月号＋二〇〇七年一～二月号
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―ブラック・ブラッド・ブラザーズ短編集―





あざの耕こう平へい
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